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あなたは渇いていますか？

用語解説

序論

四幕の舞台劇

あなたはドミノの長い列を一番最後まで立てたことがありますか？一番最初のドミノを倒すと、次々に倒れ、全ての列が倒れていきます。私たちがドミノを並べていくように、神は世界情勢を列に並べています。そして、一番最初のドミノを倒すように、一番最初のイベントを引き起こす準備をしています。それは、シリーズになっている数々のイベントの引き金となり、最終的にはイエス・キリストの再臨でクライマックスを迎えます。
私たちはなんとエキサイティングな時代に生きていることでしょう！私たちは、まるで劇が始まる前に舞台裏に招待されたかのように、監督が全ての役者を位置に付け、全ての小道具がきちんと仕立てられているかどうか確認しているのを見ることができます。そして私たちは、監督が幕を上げる指示を送る前の数分間の興奮とドラマを感じることができます。これは適切な類似です。なぜなら、神は私たちの目前で、国々と最近の世界情勢をお膳立てされているからです。この世は最終劇の幕が上げられる準備ができています。どうぞあなたも終わりの時のドラマ、イエス・キリストの再臨のために準備して下さい。
聖書の預言に照らし合わせて世界情勢を見ていく前に、一つのポイントを強調させて下さい。私は主が教会のために来られる日をあなたに言うつもりは全くありません。私はその日を知りません。その日、その時は誰も知りません（マタイの福音書24章36節）。しかし、聖書はこう言っています。「兄弟たち。それらがいつなのか、またどういう時かについては、あなたがたは私たちに書いてもらう必要がありません。主の日が夜中の盗人のように来るということはあなたがた自身がよく承知しているからです。・・・しかし、兄弟たち。あなたがたは暗やみの中にはいないのですから、その日が、盗人のようにあなたがたを襲うことはありません。」（第一テサロニケ人への手紙5章1-2、4節）
神は、私たちの生きている時代がどのような時であるのかよくわきまえているように願っておられますし、期待しておられます。ですから神は、神のみことばの中に、約束されたイエス・キリストの再臨が近いことを認識する助けとなる数多くのしるしを私たちに与えて下さっています。クリスチャンとして、私たちはこのエキサイティングな時代に生き、この偉大なドラマが幕開けされるのを見る特権を持っています。

私たちがこれらの時を理解するのを助けるために、「最終劇」を四幕の舞台劇として見ることができます。

第一幕では、舞台がセットされ、ドラマの筋が紹介されます。ここで私たちは、イスラエルが国として建国されるのを見、反キリストを観察し、世界問題が拡大していく有様を熟視します。

第二幕では、神が大患難の前に神の民を引き上げる時、教会の携挙が起こります。

第三幕では、神がこの世に裁きをもたらされるので、大患難が到来します。

第四幕では、キリストの再臨を全ての者が目撃し、キリストがこの世を裁き、神の御国を設立されるのを見ます。

全ての良い芝居はアンコールで終了します。「最終劇」があなたに見せるように、主のアンコールは永遠に続くものです。

第一幕

舞台準備／ステージセット

シーン1：イスラエル

1948年5月14日、現地時間で午後4時、デイビッド・ベン・グリオンは、混雑したテル・アビブ美術館で、背筋をまっすぐにして立ち、宿命的な言葉を誇らしげに読みました。

「ユダヤ人が一つの国家となる事は、他の国家同様に、ユダヤ人の当然の権利である。それゆえ、今日、我々は厳粛な集会を開いている。ユダヤ人の自然で歴史的な権利により、また国連集会決議により、我々はここに、パレスチナにおけるユダヤ人領土、イスラエル国家の設立を宣言する。」

聖書の預言によれば、イスラエルの国家としての再建は、終わりの時に関する残りの預言を動き出させます。イスラエル国家再建は、人間の歴史ドラマにおける最終劇が始まる前に、舞台にセットされなくてはならない重要な道具でした。

このように、一人の立役者が舞台に登場しました。イスラエルが歴史的故郷に戻ったのです。もうじき、あと二人の主な役者達も加わります。しかし、私たちがこれらの登場人物を見る前に、私たちは神が終わりの時をどのように前もってお話りになられたのかを見直す必要があります。

先を見る為に後ろを見直す

聖書の中で、ダニエル書は最も驚くべき預言書の一つです。イスラエルがバビロニア帝国によって初めて征服された際、ネブカデネザル王によって捕虜となった預言者ダニエルは、キリストの再臨へと導く出来事について鋭い洞察を与える預言を私たちに書きました。

ある夜、ネブカデネザル王は、非常に心を騒がされる夢を見ました。彼は翌朝おびえて起きましたが、夢の詳細を思い出すことができませんでした。王には恐怖と、夢には非常に重要なメッセージがあるという思いが残りました。そこで王は、バビロニア帝国の全ての知者、占い師、魔術者を呼び集め、自分はその夢の詳細を思い出せないが、とにかくその夢とその解き明かしをするように命令しました。そして、もしそれができなければ命はないと脅しました。

彼らはネブカデネザル王の不合理な要求を信じることができませんでした。王自身が思い出すことができない夢を、どのようにして解き明かせるのか？彼らの死は避けられないことのように思われました。

王の侍従長アリヨクは、王の命令により、若いダニエルに直面している危機を知らせました。ダニエルはカウンセラーとして養育されていたので、彼自身も殺されることになるというのです。ダニエルはアリヨクに、「天に全てを知る神がおり、その神のしもべであるダニエルが、その夢と解き明かしを示す」と王に言うように頼みました。アリヨクはネブカデネザル王に、神に仕える若いヘブル人捕虜ダニエルが、王の要求に答える事ができると伝えました。

その間、ダニエルは友人の所に行き、「神が自分達に王の夢とその解き明かしとを啓示して下さるように」と祈るように言いました。神は真実なるお方なので、その夢とその解き明かしをダニエルに啓示されました。ネブカデネザルは、急いでダニエルを呼び出し、「お前が夢とその解き明かしを示すことができると聞いた」と問い正しました。

ダニエルは答えました。「いいえ、私にはできません。しかし、天に全てを知る神がおられ、王が見た夢とその意味を知っておられます。そしてその神が、夢と解き明かしを私にお示しになったのです。」そして、ダニエルは続けて言いました。「王様。あなたはその夜、寝床で横になっておられる時、あなたのバビロニア帝国の権力と偉大さについて考えておられました。そしてこうお考えになりました。『将来はどうなるのであろう？この世はどのように終わるのだろう？』そこで神が、後に起こることをあなたにお示しになったのです。」

「王様。あなたは一つの大きな像をご覧になりました。その像は、頭は純金、胸と両腕とは銀、腹とももとは青銅、すねは鉄、足と十本の指は一部が鉄、一部は粘土でした。あなたが見ておられるうちに、一つの石が人手によらずに切り出され、その像の鉄と粘土の足を打ち砕きました。この像はあとかたもなく砕かれ、この像を打った石は大きな山となって全土に満ちました。」この時点で、ネブカデネザルはダニエルが述べた夢を思い出し、その解き明かしを示すように言いました。

ダニエルは説明しました。「王様。あなたはあの金の頭です。神はあなたに偉大で力強い王国をお与えになり、これを地上に拡大されました。あなたの後に、あなたよりも劣る、もう一つの国が起こります。」

ダニエル書8章20節で、この王国はメディア・ペルシャ帝国であると明示されています。確かに、メディア・ペルシャ帝国のクロス王の下に、バビロニア帝国は征服されました。しかし、解き明かしが続けられたように、この王国もまた、青銅の腹に表された王国に取って代えられます。ダニエル書8章21節で、この王国はギリシャ帝国であると明示されています。これは確かに驚くべき預言です。なぜなら、この当時（紀元前約600年）の世界では、ギリシャは西方にあるあまり知られていない小さな地方に過ぎなかったからです。

ギリシャ帝国は、鉄のすねと表現された王国によって征服されることになっていました。歴史的に、これはローマ帝国であることがわかります。ローマ帝国は鉄のように強く、先の国々を打ち砕き、世界をその鉄腕の下に従わせました。これらの預言はここまで、簡単に歴史的順序にたどることができるように展開してきました。しかし、私たちにはもう一つ、最後に世界を支配する王国の預言が残されています。この王国は特定されておらず、まだ全世界を支配していません。ローマ帝国以来、全世界を征服した権力はいまだありません。

一部が鉄で一部が粘土であると述べられていることから、鉄はローマ帝国を表していたので、最後の王国はローマ帝国に関連しているでしょう。粘土と組み合わされているという事実から、この王国は鉄だけよりは弱いであろうことを示しています。これは、ローマ帝国を復興させようという小さな試みを示しているかもしれません。私たちは預言から、「10本の指に表された10人の王が権力を統合させる」と説明されています。

ネブカデネザル王は、ダニエルの語った夢とその解き明かしを聞いた時、ダニエルの神のような神は他にいないことを認めました。（ダニエル書2章47節）

しかし後になって、ネブカデネザルは神の啓示を無視し、九十フィート（約27メートル）の金の像を造らせドラの平野に立てました。ネブカデネザルは像の全てを金で造ることによって、誰も彼の王国を征服せず、バビロニア帝国が永遠に続くと宣言していたのです。王は全ての者にこの金の像をひれ伏して拝むように命令し、この金の像をひれ伏して拝まない者は殺すと脅しました。ここで、三人のヘブル人の若者、シャデラク、メシャク、アベデ・ネゴが登場します。この像を拝むことを拒否したため、彼らは火の燃える炉の中に投げ込まれました。火の中で、神の子のような姿をした第四の者が加わり、三人の若者が火によって被害を受けないように守っていました。（ダニエル書3章25、27節）ここで質問が上げられます。自分の親友達がこのような苦しい試練を通っていた時、ダニエルはどこにいたのでしょうか？彼は像を拝んだか（これは非常に考え難いことです）、もしくは、彼はこの時この国にいなかったかのどちらかであったと考えられます。この話は驚くべき類似を含んでいます。なぜなら、聖書には、反キリストが終わりの時代に像を立て、全ての人間にその像を拝むように要求し、そうしない者は殺されると書いてあるからです。（ヨハネの黙示録13章15節）三人のヘブル人は、燃える裁きの時に、主が守られるユダヤ人14万4千人の型です。（ヨハネの黙示録7章1-8節）ダニエルの不在は、大患難の間には不思議にも存在していない教会の型でしょう。

この後、ネブカデネザルは気が狂い、野生の牛と共に草を食べ、野で暮らしました。彼の髪の毛は長くのびて体全体を覆う羽のようになり、彼の爪は鳥の爪のようになりました。七つの時が過ぎるまで、彼は完全に理性を失いました。七つの時と言うのが、七年を表しているのか、七つの春夏秋冬の季節を表しているのかは確かではありません。ネブカデネザルは1年と9ヶ月か、もしくは7年間、いずれにしても、このような気違い状態でした。彼が気違い状態でいた期間の長さに関わらず、ネブカデネザルは、天の神がみこころにかなう者を王として引き上げ、立て上げ、また引き抜くということを思い知るまで、この状態でいました。それから後の生涯、ネブカデネザル王は神の力を認めました。（ダニエル書4章31-37節）

ベルシャツァル王治世の第一年目、ネブカデネザル王の夢の約70年後、ダニエルは幻を見ました。ダニエルはその幻の中で、口の牙の間に三本の肋骨がある熊が、鷲の翼がついた獅子を食らうのを見ました。その熊は豹によって滅ぼされました。そしてその豹は、十本の角を持つ非常に強くて恐ろしい獣によって滅ぼされ、粉々にされ、足で踏みつけられました。するともう一本、11番目の角が出て来て、初めの角のうちの三本を滅ぼしました。そして、この角は非常な力を持つようになり、神を冒瀆する大きなことを語りました。このダニエルの幻は、多くの意味で、ネブカデネサルの夢と平行しています。ダニエルの幻の四つの獣は、ネブカデネザルの夢で像の金属が象徴していたように、世界を支配する四つの帝国を表しています。

歴史を見ると、これらのダニエルの預言は成就されたことがわかります。バビロニア帝国（ネブカデネザルの夢では金の頭、ダニエルの幻では獅子）は、メディア・ペルシャ帝国（ネブカデネザルの夢では銀の胸と両腕、ダニエルの幻では熊）に取って代えられました。メディア・ペルシャ帝国は、あっという間にギリシャ帝国（ネブカデネザルの夢では青銅の腹ともも、ダニエルの幻では豹）に征服されました。そして、ギリシャ帝国は、ローマ帝国（ネブカデネザルの夢では鉄のすね、ダニエルの幻では恐ろしい獣）の支配下に屈しました。（ダニエル書7章1-8節）

この預言は、現在、ローマ条約として知られる経済条約を通して結合してきているヨーロッパ諸国によって具体化されていることが簡単にわかります。ローマ条約は、ヨーロッパ合衆国、もしくはヨーロッパ経済共同体(ECC)のより強い形態を形成することが目的で結ばれました。全てのヨーロッパ経済共同体内での経済的境界線は、1992年12月の真夜中に取り去られました。ヨーロッパ共通の通貨は既に存在しますし、各国の通貨システムに取って代わるかもしれません。私たちは今、この巨大経済によってもたらされる意味を認識し始めています。

聖書を信じる者にとって、この全ての預言において興奮する点は、ダニエル書2章44節にあります。そこには、この王達の時代に、天の神が、神の御国を設立するためにやって来られると書かれています。この「人手によらずに切り出された石」は、永遠の神の御国を設立するために再びやって来られるイエス・キリストです。

さて、舞台は準備され、預言は成就しました。では、もっと近年の歴史上ではどうでしょうか？近年では何が起こりましたか？また現在何が起こっていますか？

20世紀におけるイスラエル

1973年10月、ヨム・キプール（ユダヤ人にとって最も聖い日／贖罪日）の間に、シリアとエジブトは、イスラエルを国境両側から同時攻撃しました。イスラエル人の大多数は、軍人も含め、会堂か家で静かに休んでいました。ヨム・キプールのため、通信網は一日中静かでした。突然、テルアビブとエルサレムでサイレンが鳴り始めました。軍隊のための緊急コード番号がラジオを流れ、予備兵を呼んで国を守るよう呼びかけました。

シリアとエジプトは「絶滅戦争」を意図した戦いを始めました。シリア戦車千二百台が最初の襲撃で二十マイル（約32.2キロメートル）の領域に渡ってゴラン高原を攻撃しました。（この攻撃の凄さを正しく理解できるように展望を与えましょう。第二次世界大戦でヒトラーがソビエト連合に大きく侵入した時、彼は二百マイル（約322キロメートル）平方の領域に渡って戦車千台を用いました。）シナイ半島では、エジプトが戦車三千台と大砲千弾を用いて攻撃しました。この戦いは、イスラエルという国を完全に絶滅することを意図していました。そして結集したアラブ勢力は、このゴールにほとんど到達しました。1967年の第三次中東戦争時に起こった以上の奇跡が起こらなければ、今日イスラエルは国として存在していなかったでしょう。このアラブ連合軍が、数にしても武器にしても大きな優勢力を持ってイスラエルを攻撃した時、聖書に書いてあるような奇跡が起こりました。

このほとんど悲劇に近い状態から、勇敢な英雄達が出てきました。ゼカリヤが預言したように、特に重要でない兵士達がダビデのようになりました。（ゼカリヤ書12章8節）「ズウィッカ」というニックネームで知られるようになった、ズビ・グリーンゴールド大尉の事を考えて下さい。グリーンゴールド大尉は戦争が始まった時、キブズ・ロカメイ・ハゲタオットの自宅で家族と共にいました。彼は即座にユニフォームに着替え、ゴランの前のナファクにある本部までヒッチハイクし、戦車を要求しました。戦車はたった3台しかなく、そのうち2台は故障してしまったので修理に出されるところでした。そこで大尉は、1台の戦車に乗り込み出かけました。彼はすぐに激しい戦闘の中心で戦うことになりました。何台かのシリア戦車を破壊することに成功しましたが、そのうち自分の戦車もダメになってきました。生き残るためには主要道路から外れなくてはならないと認識し、高速と平行している丘の後方から作戦行為を取り始めました。ズウィッカは小さな丘の上に上がって丘の上からシリア戦車1台を破壊し、それから丘の後ろに隠れ戻り、また丘の上に上がる、これを繰り返しました。彼があまりにも多くの戦車を破壊したので、シリア軍はイスラエルの戦車隊全軍に立ち向かっているに違いないと考えました。自分たちに勝ち目はないと考え、シリア軍は後退しました。

勝ち目は50に1しかありませんでしたが、彼はその日シリア軍攻撃を退けました。彼は攻撃に成功する度に、「ズウィッカ隊はもう1台の戦車を破壊しました」とラジオで本部に報告しました。そこで本部では、ズウィッカ隊とは完全に武装した軍隊であると考えていました。しかし、この勇敢な兵士はたった一人でシリア軍の前進を防いでいたのです。彼の話は、ヨム・キプール戦争（第四次中東戦争）時に立ち上がったダビデのような多くの英雄たちの話の一つにすぎません。

シリア軍は簡単にゴラン高原の南部を攻め取る事ができたのです。そこではイスラエル守備軍は空っぽになっていました。実際、シリア軍はイスラエル軍本部まであと1マイル（約1.6キロメートル）以内の距離に来ていたのです。シリア軍がこの基地に着いた時点で、イスラエル軍本部を守るためには、戦車2台、兵士10人しか残されていませんでした。波のように多くのシリア軍戦車が侵入して行ったにもかかわらず、この戦略基地の1マイル前でストップしたのは不思議です。後になって、ゴラン高原の指揮官は、シリア軍はガリラヤ湖のすばらしい景色を見て感嘆してストップしたのだと笑って言いました。彼は、シリア軍がなぜ抑制されていなかった前進をストップしたのか、本当のところはわからないと告白しました。

シリア軍は北部を通ることができなかったので、イスラエル軍はシリア軍をわなにかける為に南部を自由に前進させているのだとシリア軍が疑ったのだろうと推測されています。シリア軍は、戦争の初日にタイベリアまで進出できたのだとは知りませんでした。彼らはガリラヤ全領域を占領する事ができたのです。

シナイ半島では、エジプト軍が24時間以内にバーレブラインを勝ち取ろうと計画していました。彼らはそれをたった5時間で取ってしまい、自分達があまりにも早く成功したのに驚き、そこで少し待つように決めました。彼らはそんなに早く先まで侵略するという計画を持っていなかったのです。そして、テルアビブまでの障害はボコボコのイスラエル戦車90台しかないと言う事にも気付いていませんでした。不思議なことに、シリア軍もエジプト軍も長い間休止した為、ゴラン高原とシナイ半島両方で、イスラエル軍が予備軍を準備し、反撃する機会を与えたのでした。

イスラエル軍がゴラン高原で襲撃を始めた時、イスラエル戦車隊はダマスカスまであと12マイル（約19.3キロメートル）という所までシリア軍を後退させました。それからイスラエル軍は、シリアの首都を爆破する大砲隊を持ち込みました。シナイ半島での賢い戦略では、アリエル・シャロン総督が、襲撃隊を率いてスエズ運河を横断し、エジプト軍が食料と医療を完全にイスラエル軍に頼るようにさせる事によって、エジプト第三軍全隊を捕えました。

戦争が始まって数時間後、ソ連のレオニッド・ブレジネフ首相がアメリカのリチャード・ニクソン大統領に外電を送り、中東に「平和」を強要するために、一方的行動を開始すると報告しました。皮肉にも、ソ連の軍事用積荷機は、戦争が開始する以前にその領域に向かっている途中でした。1973年10月6日、戦時用武器を積んだロシア船が、エジプトのアレキサンドリア港とシリアのラタキア港に到着しました。

緊迫が始まる3日前、ソビエト連邦は、イスラエルの映像を撮影して監視するようにデザインされたスパイ衛星を送りました。当初アラブの攻撃は、ヨム・キプールの午後6時にスケジュールされていました。しかし、衛星情報によってイスラエル人達が動き出したことを知り、攻撃開始は4時間早められました。シリアには訓練された軍人が足りなかったので、いくつかのシリア戦車にはソ連軍人が配置されました。後になって明らかにされた事ですが、ゴラン高原で多くのソ連軍人がイスラエル軍によって捕えられました。

ヨム・キプール戦争（第四次中東戦争）の間、私はイスラエルにいました。テルアビブから私が宿泊していたバッド・ヨムのホテルに行くまでの間、私はダクシー運転手と会話しました。彼は軍人大尉であり、戦争に出軍する前の最後の乗客が私だったのです。私は彼のために祈っていると伝えました。なぜなら、今回の戦争は非常に厳しいように思えたからです。

彼は答えました。「そうです。今回私たちはロシア人と戦っているのです。」

私は同意して言いました。「ロシアは先進兵器を取り込んでいます。SAM-6は非常に強力なミサイルです。今回あなた達はロシアの最新兵器と戦っているのです。」

彼は答えました。「私はロシア兵器と戦っているとは言いませんでした。ロシア人と戦っているのです。私たちは既に幾人かをゴラン高原で捕まえました。」

ゴラン高原で捕らえられたロシア軍人はタイムマガジン誌に報告されましたが、その後不思議なことに沈黙が保たれました。

シナイ半島での空戦で、ロシアのMIG5機が撃ち落とされました。5機共ロシアの赤軍軍人が操縦していました。ソ連は核兵器を積んだ大軍艦をアレキサンドリア港に着けました。これはアメリカ軍の偵察隊によって見つけられました。

ブレジネフ首相がソビエト連邦は中東和平の為に一方的活動を取るとニクソン大統領に報告した時、本当の意味ではイスラエル侵略に向けて準備していると語っていたのです。戦争はエジプトとシリアに反撃する為に始まりました。事実、ロシアは落下傘部隊を従えた軍貨物輸送機を再送しました。赤軍はイスラエルに向けて落下傘部隊攻撃をしかける気でいました。

1968年の「プラハの春」でソ連がチェコスロバキアに武力介入した時、彼らが一番最初にした事は、落下傘部隊を送って空港を占領する事でした。赤軍が空港を占領して閉じてしまうと、即座に軍事供給及び戦車を運び込み、国の中心地から動いて反抗を沈める事ができました。これはソ連の典型的軍事戦略法でした。

ですから、ブレジネフ首相がニクソン大統領に緊迫の外電を送った時、ニクソン大統領は世界中のアメリカ軍に警戒命令を下しました。アメリカのヘンリー・キッシンジャー国防長官は、ロシアが侵入する前に素早く戦線火を止める為に、イスラエルからシリアへ、そしてカイロへと駆け足で回りました。しばらくの間、第三次世界大戦が予想されました。1973年、私たちはこの世の終わりを見る寸前まで来ました。しかし、神は別の目的を持っておられました。神は戦争を停止させられました。

後ろを振り返ると、イスエラエルが前進を停止した事は間違いであって、その事によってアラブに対して決め手となる完全勝利を逃してしまったように感じます。イスラエルは戦車隊でダマスカスを襲撃し、降参させる事ができたのです。シャロン総督は、エジプト軍がどうしようもない無力状態で捕えられている間、勢いに乗ってカイロに反撃する許可を要請していました。しかし、アメリカの抑圧がそれをストップさせ、ユダヤ人が完全勝利するのを妨げました。

1982年、ソ連が再びイスラエルへの攻撃を援助する計画をしていることが明らかになりました。多くのイスラエル軍指揮官は、その年6月のイスラエル軍による南レバノンへの侵攻が、その秋に計画されていたイスラエル侵略を妨げたと信じています。ガリラヤ平和作戦で、イスラエル軍が北に侵攻している時、彼らは膨大で驚くべき武器兵器が貯蔵されているのを発見しました。イスラエルのメナヘム・ベギン首相は、「イスラエル情報局は世界でも最も優れた情報局の一つであり、南レバノンに多くの武器兵器が貯蔵されているとは知っていたが、見つかった武器量は予想していた10倍の量であった」と宣言しました。それらの武器をイスラエルに輸送するのに、トレイラー装備の巨大トラック20台以上が、1日24時間操縦し、3ヶ月以上かかりました。彼らは最新のT-62戦車400台、提案された占領計画、3軍隊を装備するに十分な武器も獲得しました。そのような巨大量の武器を使用するために十分な訓練された軍人を探すなら、ソ連しかないでしょう。

ヨム・キプール戦争（第四次中東戦争）以降、シリアは兵器庫を増大させました。ある情報源は、シリアは力を3倍に拡大したと言っています。1200人以上のソ連指揮官が、何千もの戦車や戦空機、また現在有名なスカットミサイルの使用法をイラク軍に指導してきました。またスカットミサイルも供給しています。ある情報源は、イラクは大量の莫大破壊兵器をシリアに貯蔵していると発表しました。私たちは、イラン同様シリアも、レバノンでヒズボラによって武装されたことを知っています。そればかりでなく、レバノンでアルカイダ組織が発展しつつあり、急増しています。

イスラエルの姿勢変化

紀元72年、ローマの総督シルバナスがマサダの要塞を最終攻撃した時、960軒のユダヤ人居住者たちは、ローマ軍が彼等の要塞の横に造成していた非常に大きな傾斜道に、最終的な手直しを加えているのを見ました。これらローマに抵抗して居残っていたユダヤ人達は、翌朝にはローマ軍が攻撃してくる事、そして自分たちがその襲撃に抵抗する事ができない事を知っていました。ベン・エルアザルは、会堂に人々を集め、自分たちは妻が目前で略奪されるのを目撃するか、誇りを持って集団自決するかのどちらかしかないと宣言しました。彼らは奴隷となるよりは自殺を選びました。

クジ引きによって10人の男性がマサダの要塞を回るように選ばれました。彼らは各家族を組織的に回り、まず子供、次に妻、そして最後に夫を殺していきました。各家族は自分たちの番が来ると、まず夫と妻が子供に口づけし、次に夫婦が互いに口づけし、別れを告げました。そして、床に横になり、のどが切られました。

その作業が済むと、生き残った10人の男性は再びクジを引き、一番最後に死ぬのが誰かを決定しました。一番最後に死ぬことが決まった男性が、横になった9人の

男性ののどを切りました。そして全員が死んでしまった後で彼は自殺しました。

翌朝ローマ軍がマサダの要塞を打ち破って来た時、彼らは前夜に起こった事を発見し、恐れ驚きました。岩穴に隠れていた一人の老婦と子供数人を除いて、全ての住民は死んでいたのです。ローマはマサダを征服しました。が、それは空虚な勝利でした。

これらユダヤ人に見られる、奴隷になるよりは自殺した方が良いという信念は、「マサダ・コンプレックス」として知られています。1973年の戦争以前、これはほとんどのイスラエルのユダヤ人が持っていた感覚でした。事実、つい最近まで、ユダヤ軍士官学生たちは、彼らの卒業訓練の為にマサダを訪れていました。リーダーがマサダの話を語った後、グループ全員で「マサダは二度と陥落しない」と宣言します。彼らは基本的に、自分たちも昔の抵抗者達の声明に同意し、死ぬまで戦う事を約束すると言っていたのです。

しかし、イスラエルの態度は変化しています。新しい姿勢である「サムソン・コンプレックス」がゆっくりとマサダ・コンプレックスに取り代わってきています。（旧約聖書中の）サムソンも自殺しましたが、彼は自殺した時に、敵も一緒に道連れにしました。彼は自分に時が残されていないと知ると、小さな少年にペリシテ人の神殿を支えている主要柱に連れて行かせました。サムソンが全力で祈ると主の霊が彼の上に宿ったので、彼が両手で神殿を支えている2本の支柱を引くと、神殿は壊れ落ちました。サムソンは死にましたが、彼と共に三千人のペリシテ人も死にました (士師記16章26-30節)。今日、あるイスラエルのリーダー達は、もし彼らが死ななくてはならないのなら、自分達と共に世界も道連れにすると言っています。彼らは、世界が彼らを見捨てたと感じています。彼らがこのように感じるに相当する理由があります。

ヨム・キプール戦争（第四次中東戦争）中、イスラエルで弾発が無くなりそうになった時、ドイツ、イギリス、イタリア、フランスが、イスラエルへの武器供給や燃料補給停止措置を取った為、アメリカはイスラエルを援助する事ができませんでした。10日後、ついにポルトガルが燃料補給の為にアゾレスにある基地を公開しました。すぐにアメリカ空機がベングリオン国際空港に着陸し、イスラエルが戦争で優位を保ち続ける事ができるよう、何とか間に合って武器燃料補給する事ができました。

おそらく、この出来事が彼らの記憶に残っているので、イスラエルはヨーロッパが自分達を捨てたと感じているのでしょう。「もし自分達が崩れ落ちるのなら、どうして世界が崩れ落ちるのを気にする必要があるのか？」という態度が見られます。

疑いもなく、イスラエルは将来の衝突において、全ての可能な資源と力を持って自分達を守ります。そして彼らにはそうする権利があります。

今日のイスラエル観

2006年9月、アリエク・エルダド教授が、イスラエルが直面しているジレンマに対してどのように対応すべきかという彼の観点を分かち合うよう、カルバリーチャペル・コスタメサの夜のサービスに招待されました。イランからの核脅迫、ヒズボラの武装拡張、イスラム軍がロシアの援助を得てイスラエル存在に脅しをかけていることに対してです。

エルダド教授はイスラエル議会、クネセットのメンバーであり、クネセット倫理委員会の会長でもあります。イスラエル報道人から正直で働き者の立法関係者であると尊敬されている人物です。彼は教授であり、イスラエル国防軍(IDF)の陸軍准将であり、ハダサ・メディカルセンターで火傷治療整形手術医の医学長です。エルダド博士は、アメリカの火傷治療協会からエバンズ賞を受賞しており、彼の火傷治療は世界的に知られています。

そして最後に、エルダド教授は修正主義者でありシオニストです。簡単に言えば、彼は、ユダヤ人はイスラエルで自分達が選んだどの地にも住む権利があると支持しており、パレスチナ解放機構(PLO)にイスラエルの統治権を譲渡する事に反対しています。彼はまた、ヨルダン川西岸にパレスチナ・アラブ領地を作る事にも反対しています。それは悲惨になる可能性があると信じています。

以下、エルダド教授の意見です。

南レバノンに滞在して約20年後にあたる2000年、イスラエルはこの地域から撤退し、北境界線での平和と平静を期待しました。この年の7月、ヒズボラ組織からのテロリスト達が境界線を超えてイスラエルにやってきて、イスラエル国防軍8人を殺害、2人を拉致した後、レバノンと北イスラエルで戦争が勃発しました。過去6年間、イスラエル指導者達の盲目的戦略のため、イスラエルはヒズボラに、シリア、イラン、ロシア、中国製の様々なレベルのミサイル15000機を装備させ、住宅やモスク、学校の下に膨大な地下組織を設立させてしまいました。イスラエルの歴史上初めて明らかな勝利ではありませんでした。

一方、イスラエルとガザ地区の境界線では、アラブ側テロリスト組織がイスラエル市街に何千ものロケット弾を発砲していました。この間、エジプトのシナイ半島経由で、ガザ地区に武器、弾発、爆弾が密輸されていました。ちょうど1年前の「停戦」計画の際、イスラエルが撤退したのはこの地域からでした。この停戦撤退措置によって、イスラエルは平和と静寂を期待していました。しかし反対に、終わりのない戦争を受け取ったのです。イスラエルの盲目的な政治戦略が停戦撤退へと導き、その停戦撤退が今日まで続いている厳しいテロリスト攻撃を引き起こしたのです。

軍事専門家およびイスラム専門家は、これらの前線戦には相互関係がないと言っています。ハマスはスンニ派テロ組織です。その本部はシリアのダマスカスにあります。イスラエルをレバノンから攻撃したヒズボラはシーア派組織であり、資金、軍備、軍事訓練をイランから受けています。

時々、あまりにも多くの詳細を知っている専門家は、全体像を見失います。確かに、スンニ派とシーア派の間には違いがありますし、シリアとイランの間にも違いはあります。しかし、彼らはイスラエルを絶滅するという目標において統合しています。この戦争が起こっているのは、テロリストの位置づけについてでも居留地についてでもありません。この戦争は、ユダヤ人の生まれ故郷である聖なる地にイスラエルという国が存在するという事実に反対して起こっているのです。イスラエルは南レバノン及びガザ地区から撤退しました。そしてアラブは即座にその地域を巨大なテロ基地に変えました。アラブ人の目からは、テルアビブはベトエルやシャイロ、また私の家があるクファアドゥミンのような植民地なのです。アラブは全ての土地を得たいのです。そして私たちイスラエルを絶滅したいのです。テロ自体は、降伏撤退傾向にある近年のイスラエル指導者達ほど危険ではありません。これらの撤退は、イスラエルを攻撃するテロリストが力を倍増するのを助長するだけです。過去10年間でイランもこの統合に加わってきました。レバノンでの最後の戦いは、イスラエルとヒズボラの戦いではありませんでした。イスラエルとイラン前線との戦いでした。

イランは私たちから何を求めているのでしょうか？

中東の地図に詳しくない人の為に言いますが、イランはイスラエル国境に直接面してはいません。両国間の距離は約千マイル(約1609キロメートル)も離れています。イランはイスラエルに何の領土要求も政治的要求も持っていません。にもかかわらず、イランはイスラエルを破壊しなくてはならないと決心しました。イランは核兵器作成のための膨大な凝縮ウラン産業を発展させました。イランはイスラエルまで届く長距離ミサイルを開発し、イランの核プログラムは急速に前進しています。イスラエルがイランに対し軍事行為を取るのを防ぐ為、イランはシリア同盟を利用しています。テロ組織ヒズボラとハマスの目標を前進させ、イスラエルを終わりのない紛争に巻き込み、またイスラエルがイランに対して軍事攻撃を試みた途端、既に南レバノンとガザ地区に設置されている何千ものミサイルやロケット弾によって一般の全イスラエル市民が巻き込まれることを実証し、イスラエルがイランに対して戦争を起こす事を完全に防いでいます。

多くのイスラエル人は西洋人同様、イランの動機を理解する事ができません。過去40年間、私たちイスラエル人は、ヨーロッパやアメリカと共に、問題は「占有権」、「1948年の難民」、もしくは国境での数多くの紛争にあると信じるように洗脳されてきました。従来の紛争を通した試みの失敗にやけくそになってきたイランは、イスラエルを滅ぼす為に踏み出ました。聖書を知っている人なら、イスラエルを滅ぼす計画がペルシャ（イラン）から起こったのは今回が初めてではないと思い出すでしょう。この世界で最初の「ユダヤ人のための最終解決策」計画は、ドイツのナチから来たのではないと思い起こす事には価値があります。（旧約聖書中）エステル記3章8節から読んでいくと、2500年前にペルシャのアハシュエロス王の第二の権力者であるハマンが、このように言っています。

「あなたの王国の全ての州にいる諸民族の間に、散らされて離れ離れになっている一つの民族がいます。彼らの法令は、どの民族のものとも違っていて、彼らは王の法令を守っていません。それで、彼らをそのままにさせておくことは、王のためになりません。もしも王さま、よろしければ、彼らを滅ぼすようにと書いてください。・・・書簡は急使によって王の全ての州へ送られた。それには、一日のうちに、若い者も年寄りも、子供も女も、滅ぼし、殺害し、全てのユダヤ人を根絶やしにするようにと書かれてあった。」

今日、イランの凝縮ウラン製造開発を停止させる為に、膨大な政治的圧力をかけるという機会がまだ残されています。しかし、その政策が成功する可能性は非常に少ないです。残された時間は急速に過ぎて行っています。イランは、アメリカがイランに武力介入するのを防ぐ為の長距離ミサイルも開発しています。脅迫は全世界に対してです。しかし、ヒトラーの時代に似て、国際社会は生き残る為に武装して戦うことに躊躇しています。

イラン大統領アフマディーネジャードと彼の計画は物理的に取り除かなければなりません。しかも来年ではなく今年中に・・・来年ではもう遅すぎるでしょう。外交上国際的圧力をかけることによって、イランがその計画を撤去するだろうと期待している人は、イランに働いている動機を完全に把握していません。それは理性に反して動いているのです。アフマディーネジャードは自分自身を、イスラエルとアメリカに代表される西洋文化に対するイスラム救世軍の指導者と見ています。私たちは第三次世界大戦のただ中にいるのです。2001年9月11日に起こった事は、この戦争の一部にすぎません。

もしヨーロッパがこの戦争に協力しないのであれば、全世界を守る為の事を行なう責任は、アメリカとイスラエルにあります。もしイスラエルが孤立して一国だけで立つならば、イスラエルは全てをかけて戦うでしょう。私たちは、イスラエルの敵がボタンを一つ押しただけで全ユダヤ人を滅ぼす事ができるユダヤ人大集中地区を作る為に約束の地に帰ったのではありません。

イスラエルはガザ地区、シリア、レバノンで戦わなくてはならないでしょう。そしてイスラエル国境界線を確保してから、そして他に方法がなければ、イランの核兵器計画を破壊する為に、イスラエルだけでイランを攻撃するかもしれません。これらがイスラエルが直面している問題です。そしてこれを成し遂げるために、私たちは先の戦争で失敗したイスラエル指導者達を変えなくてはなりません。私たちはこれら全ての敵に自分達だけで立ち向かうのではなく、あなた達の助けが必要です。そうすれば私たちは、詩篇83篇にあるダビデ王の祈りを心に抱いて戦いに行く事ができます。

「神よ。沈黙を続けないでください。黙っていないでください。神よ。じっとしていないでください。今、あなたの敵どもが立ち騒ぎ、あなたを憎む者どもが頭をもたげています。彼らは、あなたの民に対して悪賢いはかりごとを巡らし、あなたのかくまわれる者たちに悪巧みをしています。彼らは言っています。『さあ、彼らの国を消し去って、イスラエルの名がもはや覚えられないようにしよう。』彼らは心を一つにして悪巧みをし、あなたに逆らって、契約を結んでいます。それは、エドムの天幕の者たちとイシュマエル人、モアブ人とハガル人、・・・アッシリヤもまた、彼らにくみしました。・・・わが神よ。彼らを吹き転がされる枯れあざみのように、風の前の、わらのようにしてください。林を燃やす火のように、山々を焼き尽くす炎のように、そのように、あなたのはやてで、彼らを追い、あなたのあらしで彼らを恐れおののかせてください。・・・こうして彼らが知りますように。その名、主であるあなただけが、全地の上にいますいと高き方であることを。」

イスラエルの核の可能性

イスラエルが核兵器を所持している事はよく知られている事実です。イスラエルは核兵器所持を秘密にしておこうとはしません。過去にイラクに脅迫された時、イラクが大量破壊兵器を用いるならば、イスラエルはイラクに対し可能な限りの全武力を行使すると宣言しました。イスラエルは全ての敵に対して同じ事をするであろうと推測できます。エルダド教授は前述した意見の中で、「もしイスラエルが孤立して一国だけで立つならば、イスラエルは全てをかけて戦うでしょう。」と言いました。イスラエルは、自分達の問題は絶対に敗戦できない事である、としばしば宣言しています。このため、イスラエルは核の可能性を開発し増大させています。

イスラエルが核兵器を使用する事を躊躇しない証拠として、1973年の戦争初期の非常に重要な時、イスラエルが打ち負かされそうになった時、イスラエルは核爆弾を活動化させる手順を取りました。1977年、当時アメリカではまだ開発中であった中性子爆弾をイスラエルは所有しているという徴候がありました。中性子爆弾は、人間を破壊しても建物や産業は破壊しない、おそろしい「人間を考えた武器」です。それは、高熱放射線によって殺すようにデザインされています。

ジョン・ハーシー氏は彼の著書「ヒロシマ」の中で、第二次世界大戦中に広島に落とされた原子核爆弾の影響について述べています。当初の爆弾で生き残ったたくさんの人々が、その放射線の影響によって後になって死んでいます。彼は、人々の眼球がどのように顔から溶け落ちているか説明しています。体中の火傷は癒されずに腫瘍となり、高熱放射線に当たった結果として肉が溶け落ちていきました。広島での核爆弾に見られる人間に対する放射線の影響は、中性子爆弾が引き起こすようにデザインされている影響と同じです。この武器を使用すると考えるのは恐ろしい事です。

これに照らし合わせると、ゼカリヤ書14章12節は非常に興味深くなります。イスラエル国家再建について語った後で、ゼカリヤはイスラエルを取り巻く敵国との戦争の影響について述べています。「主は、エルサレムを攻めに来るすべての国々の民にこの災害を加えられる。彼らの肉をまだ足で立っているうちに腐らせる。彼らの目はまぶたの中で腐り、彼らの舌は口の中で腐る。」

これは私にはひどい放射線による死であるように聞こえます。またエゼキエル書39章はこれを支持するように見えます。1節から10節の中で、神はゴグの破壊を述べています。

神である主はこう仰せられる。メシェクとトバルの大首長であるゴグよ。わたしはあなたに立ち向かう。わたしはあなたを引き回し、あなたを押しやり、北の果てから上らせ、イスラエルの山々に連れて来る。あなたの左手から弓をたたき落とし、右手から矢を落とす。あなたとあなたの全ての部隊、あなたの率いる国々の民は、イスラエルの山々に倒れ、わたしはあなたをあらゆる種類の猛禽や野獣のえじきとする。あなたは野に倒れる。神である主の御告げ。わたしはマゴグと、島々に安住している者たちとに火を放つ。彼らは、わたしが主であることを知ろう。わたしは、わたしの聖なる名をわたしの民イスラエルの中に知らせ、二度とわたしの聖なる名を汚させない。諸国の民は、わたしが主であり、イスラエルの聖なる者であることを知ろう。今、それは来、それは成就する。神である主の御告げ。それは、わたしが語った日である。

イスラエルの町々の住民は出て来て、武器、すなわち、盾と大盾、弓と矢、手槍と槍を燃やして焼き、七年間、それらで火を燃やす。彼らは野から木を取り、森からたきぎを集める必要はない。彼らは武器で火を燃やすからだ。彼らは略奪された物を略奪し返し、かすめ奪われた物をかすめ奪う。神である主の御告げ。

それから主は、渓谷に残された死骸の状況について述べています。

その日、わたしは、イスラエルのうちに、ゴグのために墓場を設ける。それは、海の東の旅人の谷である。そこは人が通れなくなる。そこに、ゴグとそのすべての群衆が埋められ、そこはハモン・ゴグの谷と呼ばれる。イスラエルの家は、その国をきよめるために、七ヶ月かかって彼らを埋める。その国のすべての民が埋め、わたしの栄光が現わされるとき、彼らは有名になる。神である主の御告げ。彼は、常時、国を巡り歩く者たちを選び出す。彼らは地の面に取り残されているもの、旅人たちを埋めて国をきよめる。彼らは七ヶ月の終わりまで探す。巡り歩く者たちは国中を巡り歩き、人間の骨を見ると、そのそばに標識を立て、埋める者たちがそれをハモン・ゴグの谷に埋めるようにする。そこの町の名はハモナとも言われる。彼らは国をきよめる。

これら被害者の骨に誰も七ヶ月間は触れないと神は特定して語っています。その代わりに、死体を見つけたらそこに旗を立てて印付けるのです。そしてついには埋葬専門家がその死体を埋める為に雇われます。これら死体に触れない理由は、死体に残っている放射能からの影響を恐れてでしょうか？

2500年前に、神は、中性子爆弾の放射線影響に驚くほど類似した災害を叙述しています。私は、イスラエルがどのようにロシア同盟国を打ち破るのか正確に宣言することはできませんが、ゼカリヤ書の説明は確かに興味深い可能性をあげています。

重い石

エゼキエルもゼカリヤも、終わりの時代にイスラエル国家が再建されると預言しました。神はエゼキエル書37章12節で、「それゆえ、預言して彼らに言え。神である主はこう仰せられる。わたしの民よ。見よ。わたしはあなたがたの墓を開き、あなたがたをその墓から引き上げて、イスラエルの地に連れて行く。」神はイスラエルを、荒野に忘れ去られて転がっている渇いた骸骨の骨に関連付けました。2000年間の放流の後、神はそれらの骨を集め、筋をつけ、肉を生じさせ、皮膚で覆うであろうと。そしていのちの息を吹き込み、彼らの土地に連れ帰るであろうと。

しかし、それからエゼキエルは続けています。彼らが自分たちの土地に戻り、再建され、安心して住んでいると、マゴグの首長に悪の思いが入り込み、彼はエルサレムを滅ぼす為にイスラム教国と連合するであろうと。その時、イラン、ペルシャ、エチオピア、リビアがエルサレムに反対して連合するであろうと。

このシナリオは、ゼカリヤ書12章でも繰り返されています。神は預言者ゼカリヤに、神の民が再びイスラエルの地に戻り、エルサレムに住むようになると言いました。しかしその時、エルサレムは周囲の国々にとって重い石、もしくは「重荷」となるであろうと言いました。イスラエルが敵意の中心になるのは私たちにとって驚きではありません。聖書はイスラエルが再建されるずっと前から、連続して起こるこれらの紛争について預言していました。

同じ箇所で、全ての国々がイスラエルに敵対して集まって来る（そして私たちは今日その事が起こっているのを見ています）が、神ご自身がエルサレムの住民をかばわれ、イスラエルのうちのよろめき倒れた者も「ダビデのようになる」と約束されました。（ゼカリヤ書12章2-9節）

エゼキエルとゼカリヤの預言を見てイスラエルの周りに集まっている嵐を見ると、明らかな結論は、私たちは終わりの時代に生きているということです。本当にいつ、中東が「絶滅戦争」へとエスカレートする最後の紛争に突入してもおかしくありません。それが起こった時、イスラエルは可能な限りの全武力を行使するでしょう。核兵器も含んでです。疑いもなく、そのような行動はロシアの素早い反応を引き起こすでしょう。

聖書は、ロシアがある時点でイスラエルに敵対して動くと明らかに語っています。これが起こると、最後のカウントダウンが始まります。私たちは、神がエゼキエル書38章、39章で述べているシーンへと入って行きます。ロシアのイスラエル侵略は、最後の七年間に起こる連続した出来事を触発させる一番最初の出来事です。ヨーロッパ10カ国の力の統合、反キリストの登場、七年間の後半の間の大患難、そして、教会を率いて来られる力と栄光あるキリストの再臨！ついに、全世界が永遠の義をもたらす神の御国の設立を見ます。

ロシアの脅威

聖書は、ヨーロッパ10カ国共同体が出来上がり、力をつけ、世界を支配する最後の帝国になると預言しています。しかし、このヨーロッパ共同体が世界を統治する力となるのに対し、ロシアが妨げの壁となります。ロシア同盟がヨーロッパ大陸に対して大きな脅威である限り、ヨーロッパ共同体が卓越した立場に上がることは予測できません。

多くの軍事戦略者たちは、ロシアの軍人および近代的武器が卓越していることから、ロシアは核兵器を使わなくても、西ヨーロッパ全体を7日間で征服できると信じています。恐るべき敵のように聞こえます。しかし、状況は整っています。神はロシアを取り扱うのにユニークなプランを持っておられます。

軍事的脅威であるロシア同盟を神はどのようにして取り去るのでしょうか？ヨーロッパ10カ国はどのようにして世界の権力を握るようになるのでしょうか？そして、反キリストはどのようにしてこれらの国々の指導者となり世界を自分の権力下に置くようになるのでしょうか？答えはエゼキエル書の預言の中に見つけられます。

前述したように、神はエゼキエルに干涸びた骨の谷、栄光あるイスラエル国家再建の啓示を見せました。そして国家再建を預言した後で、イスラエルが自分の土地に戻り、安心して住むようになった後で起こる出来事を教えました。

神である主はこう仰せられる。その日には、あなたの心にさまざまな思いが浮かぶ。あなたは悪巧みを設ける。（エゼキエル書38章10節）

歴史を通し、マゴグはコウカサス山脈の北に広がる広大な地域として知られてきました。私たちは現在それをロシアと呼んでいます。神は続けて預言しています。「ゴメルと、その全ての軍隊、北の果てのベテ・トガルマと、そのすべての軍隊、それに多くの国々の民があなたとともにいる。」（エゼキエル書38章6節）神はロシアに同盟する国々のリストもあげています。神がリストにあげた国々は現在ロシアの影響下にあります。つい最近形成された同盟では、イスラエルに敵対してイランがロシアと結び付きました。エゼキエル書でベテ・トガルマと名付けられているトルコは、トルコがイスラム教国の同盟国となるために、西洋社会とのつながりを切ろうとしている、イスラム教主義者の大統領を選出しました。

そして神はこう言われています。「わたしはあなたを引き回し、あなたのあごに鈎をかけ、あなたと、あなたの全軍勢を出陣させる。それはみな武装した馬や騎兵、大盾と盾を持ち、みな剣を取る大集団だ。（エゼキエル書38章4節）

神はロシアとその連合国を導き、大虐殺の為にイスラエルに向かわせます。神は宣言しています。「ゴグがイスラエルの地を攻めるその日、—神である主の御告げ。—わたしは怒りを燃え上がらせる。」（エゼキエル書38章18節）神はその後、このロシア侵略軍に下る破滅を述べています。

エゼキエル書39章で、神は驚くべき敗戦の詳細を与えています。ロシア侵略軍の5分の4が倒されると語られています。イスラエルは戦争の武器を燃やすのに7年を費やすであろうと語られています。

神は宣言されました。「わたしが彼らを国々の民の間から帰らせ、彼らの敵の地から集め、多くの国々が見ている前で、彼らのうちにわたしの聖なることを示すとき、彼らは、わたしが彼らの神、主であることを知ろう。わたしは彼らを国々に引いて行ったが、また彼らを彼らの地に集め、そこにひとりも残しておかないようにするからだ。わたしは二度とわたしの顔を彼らから隠さず、わたしの霊をイスラエルの家の上に注ぐ。神である主の御告げ。」（エゼキエル書39章27-29節）ここで語られている3つの重要な宣言に注目してください。この時点で、イスラエル（ユダヤ人）は、主が神であると知るようになります。神の御顔はもはや彼らから隠されることはありません。聖霊がイスラエルの家の上に注がれます。

これは重要な瞬間です。神がロシア軍を破壊する時、神は再びイスラエルに御自身の霊を注がれると語られています。エゼキエルはこれより先の預言で、神の栄光がエルサレムの神殿から離れるのを見ました。（エゼキエル書10章18-19節）イエス様は、マタイの福音書23章38節で、彼らの家は荒れ果てたままに残され、神の臨在が奪い去られると預言されました。神が再びイスラエルの民に御自身の霊を注がれる時、神の偉大な時計が再び動き始めます。この世は最後の7年間に突入します。

ロシア軍によるイスラエル侵略は、神の全ての御計画において、重要な役目を果たしています。この軍事侵略が実際にこの世の終わりの始まりを引き起こします。この最後の7年間が終了すると、イエス・キリストが再び栄光のうちにやって来られ、王の王、主の主として油注がれます。そして神がこの地上に永遠の神の御国を設立されます。

私は、神の霊がイスラエルに注がれる前に、教会はこの地上から取り去られると確信しています（第2幕参照）。聖書はこう言っています。「兄弟たち。私はあなたがたに、ぜひこの奥義を知っていていただきたい。それは、あなたがたが自分で自分を賢いと思うことがないようにするためです。その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦人の完成のなる時までである」（ローマ人の手紙11章25節）。神がイスラエル国民の盲目を取り除き、神の霊を注がれる時、教会はこの地上から取り除かれるでしょう。今日、神の霊は、イエス・キリストの花嫁を集める為に異邦人の上に働いておられます。しかし、信者の体が完成する時、つまり異邦人の完成のなる時、神の霊はイスラエル国家を取り扱われます。神は再び彼らを御自身の民として引き取り認識されます。ロシア軍の決定的な敗戦が、即座に力を握る機会をヨーロッパ国家に与えます。このヨーロッパ連合は、ヨーロッパ大陸において動かす事のできない大きな権力となります。預言上、ロシア軍のイスラエル侵略が、次に起こる大きな出来事のように思われます。

ヨーロッパ連合
私たちが最近の出来事を見てみると、元は経済市場統合として知られ、現在はヨーロッパ連合(EU)となった、ヨーロッパ経済共同体(EEC)の結成を見る事ができます。ヨーロッパ連合(EU)を形成する元々の考えは、1968年に結成されたローマクラブとして知られる知的人グループから来ました。彼らのウェブサイトによると、ローマクラブとは以下のように説明されています。「グローバル・シンクタンクであり、革新とイニシアチブの中心である。・・・人類の将来は一人（1カ国）によって一度には決められない（強調している）と確信し、一人一人が社会の発展に貢献できると確信している、科学者、経済専門家、ビジネスマン、国際的市民奉仕家、全5大陸からの州長、前州長を一同に集めたものである。」

ヨーロッパ国家の連合はこの論議に関連しています。なぜなら、ヨーロッパ連合(EU)各国は、かつてローマ帝国の一部であったからです。これは偶然かもしれません。しかし、聖書の内容を変えることなく、聖書の内容にピッタリと当てはまります。

ヨーロッパ連合(EU)とは正確には一体何でしょうか？ヨーロッパ加盟15カ国間で、経済、政治的協力を定義付け管理する条約が基になっているユニークな組織枠です。

ヨーロッパ連合は1950年代にベルギー、フランス、ドイツ、イタリア、ルクセンブルグ、オランダの6カ国によって始まった統合の最新形態です。これら6カ国の首相達は、様々な形態のヨーロッパ統合を設立する基本となる条約に署名しました。そして、加盟国内で一部権限を移動させる為に、ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体(ECSC)を発足しました。石炭と鉄鋼は彼等が一番始めに統合した物でした。5年後、これらの製品価値は129％上昇しました。この成功に伴い、これら6カ国は、軍事及び政治分野における統合も進めました。しかし、これらの努力が脱線した為、彼等は経済的な統合に焦点を当てることに決心し、ヨーロッパ経済共同体として知られるようになりました。

1955年、イタリアのメッシーナにて、ヨーロッパ経済共同体は、各国の異なった経済市場を一つの経済市場に統合することに賛成する条約に署名しました。これは、広範囲での共通経済制度によって、商品、人材、資本、サービスの自由な動きを確証するものでした。その後、平和目的で、核エネルギーの使用を前進させる為に、ヨーロッパ原子力共同体が形成されました。この条約はよくローマ条約と言われますが、1957年3月にローマにて署名され、1958年1月に施行されました。

それ以来、4段階の拡大が起こりました。1973年には6カ国に加え、デンマーク、アイルランド、イギリスが加盟しました。1981年にはギリシャも加盟しました。このギリシャが加わった時点で、私は非常に興奮しました。なぜなら、私は、「わあ、10カ国が連合した。ダニエルの鉄と粘土の預言だ！」と思ったからです。それは、ネブカデネザル王の夢の成就のように見えました。しかし、1986年にスペインとポルトガルが加盟したので、私は「ああ、だめだ。彼等は加盟できない。それじゃ12カ国になってしまう！」と思いました。その後、オーストリア、フィンランド、スウェーデンが1995年の1月に加盟しました。そしてつい最近ではもう10カ国が加わり、あともう10カ国も続けて加盟しようとしています。ですから、35カ国が連合し、世界最大の経済機構を形成しています。

これらの出来事をダニエルの啓示と比べて見ている私たちにとって、一つの深刻な障害が立ちはだかっています。ロシアです。ロシアがヨーロッパ大陸にとって大きな軍事的脅威として存在する限り、西洋ヨーロッパは世界を支配する権力としてのし上がることができないでしょう。ロシアは非常に大きな兵器工場を建設し、西洋ヨーロッパに対抗する立場を取っています。ロシアがそのように非常に大きな軍事力を持っている限り、ロシアは西洋ヨーロッパまたはヨーロッパ連合の力を妨げるでしょう。たとえヨーロッパ連合各国の国民総生産(GNP)がアメリカより大きい可能性があっても、そして世界一強い経済力となっても、ロシアがいる限り、彼等は世界を支配する立場には成り得ません。

これらの障害は壊れてきています。1990年から起こり始めた出来事が、全西洋世界を驚き飛び上がらせています。共産主義の明らかな崩壊、ベルリンの壁の崩壊、ドイツ再統一、東ヨーロッパの自由化は世界に驚きの波を送りました。ソビエトの経済崩壊も伴い、神がこの最後の障害物を取りのけておられるように見えます。

1992年12月31日、ヨーロッパ共同体(EC)各国の経済の壁は取り除かれ、共通通商が発効されました。これはローマクラブの夢の公式的な現実化でした。

1999年1月、ヨーロッパ経済共同体(EEC)が初めてユーロ通貨を発効した時、ユーロとアメリカドルの為替レートは、1ドル0.827ユーロから、今日の1ドル1.356ユーロまでの間で変動してきました。変動の予期にも関わらず、ユーロの上昇は落ち着いた観測ができます。アメリカドルは長い間世界通貨の基準でしたが、それは変化しています。アメリカドルはユーロに対して価値が下降しています。そして、5年以内に、ユーロがアメリカドルに代わって世界通貨基準になるであろうと推測されています。

この国家連合を分析すると、ある部分は堅い（強い）鉄で、ある部分は粘土であるという、ダニエルの預言に当てはまることがわかります。鉄と粘土は決して一つの同性物質に混合することはできません。同じように、この国家連合はある時点では統合したように見えますが、完全に統合することはできません。各国の連合に対する忠誠は、連合が自国の益になる時点までで、益にならなくなればストップします。

私が非常に興奮した最近の発展は、現在ヨーロッパ連合は、ヨーロッパを西5地区と東5地区の10区域に分割しようと計画している事です。私がこの計画を聞いた時、私は「オーケー。今私たちはダニエルの預言に戻った。」と思いました。この新しい発展は、10本の指を持つ足の預言が成就する可能性を持っています。

ローマ帝国の後、世界を支配する国家や帝国はありませんでした。多くの国家が権力を上げ、そしていくつかの国家は世界支配の野望を現しました。それはヒトラーの野望でした。が、世界支配を達成し獲得した国家はまだありません。しかし、ヨーロッパ連合間での動きは、世界を支配する帝国となる全ての目印を持っています。10本の指を持つ足、鉄と粘土の足、この全ての印を持っています。私たちがヨーロッパ連合の台頭を見る時、私たちはネブカデネザル王の夢の成就を見ているのだと私は確信しています。

反キリスト

聖書は時々彼の事を獣と呼んでいます。また別の時は「不法の人」または「滅びの子」と言っています。しかし、彼の最も一般的な名前は「反キリスト」です。10カ国連合から力を上げて来る「角」である人物は、多くの名称で知られますが、一つの事は確実です。彼は悪魔の側におり、歴史上、他の誰よりもひどい命令をします。イエス・キリスト再臨の直前に、彼は天にある全てのものに反抗し、自分を神の上に高く上げようとします。（第二テサロニケ人への手紙2章3-4節）
あなたは、そのような悪の人がこの世に受け入れられるのは難しいのではないかと思うかもしれません。しかし事実、この世は彼の欺きの為に準備しており、イスラエルほど確実にそれがわかる場所はありません。

私は過去何年間もユダヤ人の友人とメシヤについての会話を交わしてきました。私はある特定の友人に、「イエスがメシヤであると見えないのはどうしてですか？」と聞きました。彼は、「イエスは自分を神の御子であると主張したが、私たちはメシヤが人間であると信じている。」と答えました。彼らは申命記18章15節を基にしてこのように予期しています。申命記18章15節では、モーセがこう言いました。「あなたの神、主は、あなたのうちから、あなたの同胞の中から、私のようなひとりの預言者をあなたのために起こされる。彼に聞き従わなければならない。」

私は彼にイザヤ書9章6節を指摘しました。「ひとりのみどりごが、私たちのために生まれる。ひとりの男の子が、私たちに与えられる。主権はその肩にあり、その名は、不思議な助言者、力ある神、永遠の父、平和の君と呼ばれる。」ユダヤ人はこれがメシヤに関する預言であると認識しています。にもかかわらず、彼らは御自身が神の御子であるというイエス様の宣言を受け入れません。

私たちが会話を続けていくうちに、私は質問しました。「それでは、あなたはメシヤがまだこれからやって来ると信じているのですか？」彼は答えました。「はい。そうです。」

それから私は尋ねました。「そうですか。もしメシヤがあなたのような人間なら、あなたは彼（メシヤ）が来た時どうやってわかるのですか？」私の友人は、「彼は私たちが神殿を再建するように導いてくれます。」と答えました。

開かれた扉があります。反キリストが入り込んで来て、受け入れられるだけでなく、承認される場所があります。聖書は、反キリストがイスラエルと契約を結ぶと言っています。しかし、この契約に入り3年半が経つと、彼は神殿に立ち、自分こそ神であると宣言します。（ダニエル書12章11節）

イエス様は言われました。「わたしはわたしの父の名によって来ましたが、あなたがたはわたしを受け入れません。ほかの人がその人自身の名において来れば、あなたがたはその人を受け入れるのです。」（ヨハネの福音書5章43節）私たちが見れるように、イスラエルは準備され、反キリストをメシヤとして受け入れる準備ができています。なぜなら、反キリストはイスラエルを助け、イスラエルに神殿を再建させるからです。

黙示録13章4、16-17節で預言されているように、反キリストはまず、成功する平和計画と、全く新しい商業制度を持って公共の場に突出して来ます。彼は世界経済に驚くべき不思議なわざを成し、奇跡を行うとして知られるようになります。人々は驚き、彼をこの世の救い主として崇拝するようになります。全世界が安全を切に求めていると、彼はその要求を満たします。私たちは既に、力強い平和運動がヨーロッパの間で起こっているのを見ます。平和を求める叫びが全世界で高まっているのを聞くことができます。この聖書で預言されている「不法の人」が、世界平和の為の計画を持って出現し、受け入れられる舞台は確実に整えられています。

反キリストは奇跡的な力を持っているように見えますが、彼の力の本当の源はサタンです。ルカの福音書4章で、サタンがイエス様に自分を礼拝するように試みた事を思い出してください。サタンはイエス様に全世界を見せて、「この、国々のいっさいの権力と栄光とをあなたに差し上げましょう。それは私に任されているので、私がこれと思う人に差し上げるのです。ですから、もしあなたが私を拝むなら、すべてをあなたのものとしましょう。」と言いました。（ルカの福音書4章5-7節）

この箇所は英語の欽定訳では、「この全ての力と栄光とをあなたにあげましょう。それは私に任されているので、私がこれと思う人にあげるのです。」と訳されています（権力＝authorityではなくて力＝power）。私たちが知っているように、イエス様はサタンに答え、「『あなたの神である主を拝み、主にだけ仕えなさい。』と書いてある。」と言われました。サタンの提案はイエス様によって拒絶されましたが、反キリストによって受け入れられます。実際、サタンはそれを良い提供のように見せかけます。彼を礼拝する者に力と権力と王冠を与えるのです。

黙示録13章12節には、この「奇跡的な力」の証拠として、反キリストは致命的な傷を負う・・・おそらく暗殺が試みられるのでしょう・・・が、回復すると書かれています。「この獣は、最初の獣が持っているすべての権威をその獣の前で働かせた。また、地と地に住む人々に、致命的な傷の直った最初の獣を拝ませた。」ここで「致命的な傷」という表現に注目してください。彼は死ぬが、そこから癒されるということを意味しています。この暗殺の試みから彼が受ける傷について、ゼカリヤは説明しています。「剣がその腕とその右の目を打ち、その腕は全く衰え、その右の目は全く見えなくなる。」（ゼカリヤ書11章17節）

また、暗殺の試みと反キリストの「奇跡的」な回復が、「地と地に住む人々」が彼を拝むようにさせる事に注目してください。彼は無敵のように見えます。実際にサタンを礼拝するほど、人々が愚かであるとは信じられないように思うかもしれませんが、今日でも、説得させられるような奇跡的な証拠がなくてもサタンを礼拝する人々がいる事を覚えておくべきです。

ダニエルは反キリストについて更に語っています。ダニエル書11章38節には、彼は「とりでの神をあがめる」と書かれています。これは、彼が種々の神々を礼拝する代わりに、軍事権力を礼拝するという意味である、と解釈されています。また7章では、彼は聖徒たちに戦いをいどみ、打ち勝つと書かれています。ここでの聖徒たちは教会ではありません。なぜなら、地獄（ハデス）の門も教会には打ち勝てないからです（マタイの福音書16章18節）。その時点でこの地上にいる人々は彼を礼拝するでしょう。しかし、彼を礼拝する者達の恐ろしい破滅について私たちは語られています。黙示録14章は、誰でもその獣を拝みその刻印を受ける者は、「神の怒りの杯に混ぜ物なしに注がれた神の怒りのぶどう酒を飲む。また、聖なる御使いたちと子羊との前で、火と硫黄とで苦しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、永遠にまでも立ち上る。獣とその像とを拝む者、まただれでも獣の名の刻印を受ける者は、昼も夜も休みを得ない。」と警告しています。（黙示録14章10-11節）

黙示録13章5-6節は、彼（反キリスト）は「傲慢なことを言い、神に対する汚しごとを言う口が与えられている」と述べています。彼は雄弁な口頭能力で人々を魅了します。ヒトラーもこの力を持っていました。ヒトラーがドイツ人に語った時、人々はまるでヒトラーの演説によって催眠術をかけられたようでした。反キリストも同じ能力を持っています。しかし、彼は演説の中で神に対する汚しごとを言います。

そして7年間の半分が経つと、反キリストは、栄光の主が永遠の神の御国を設立する為に来られる前の、最後の1290日のカウントダウンの始まりとなる事をします。

荒らす憎むべき者（事）

イエス様はこの出来事を「荒らす憎むべき者（事）」と言いました（マタイの福音書24章15節）。この同じ出来事がダニエル書9章でも述べられています。ダニエルが祈っていると、御使いガブリエルが現れました。

彼はダニエルに言いました。「私は今、あなたに悟りを授けるために出て来ました。あなたが願いの祈りを始めたとき、みことばが述べられたので、私はそれを伝えに来ました。あなたは、神に愛されている人だからです。そのみことばを聞き分け、幻を悟りなさい。」

「あなたの民とあなたの聖なる都については、七十週が定められています。それは、咎を終わらせ、罪に終わりを告げ、不義をあがない、永遠の義をもたらし、幻と預言とを封じ、最も聖なる所（至聖所）に油を注ぐためです。」（ダニエル書9章22-24節）

この「週」という単語は、ヘブル語でシャブゥアと言って七の周期を意味し、七年の事を言及しています。

ここでいくつかの出来事が語られています。「咎を終わらせ、罪に終わりを告げ、不義をあがなう」・・・これらは全て一つのカテゴリーに属します。これらはイエス・キリストが最初に来られた時に成就しました。「永遠の義をもたらし、幻と預言とを封じ、最も聖なる所（至聖所）に油を注ぐ」は、まだ成就されておらず、イエス・キリストが再びやって来られるまで成就しません。

ガブリエルは続けて言いました。「それゆえ、エルサレムを建て直せという命令が出てから、メシヤ（油注がれた者）なるひとりの君が来るまで、七週と六十二週あることを、知り、かつ悟りなさい。その間に、しかも不安な時代に、エルサレムは広場と街路とをもって、建て直されるでしょう。その六十二週の後にメシヤは断たれるでしょう。ただし、自分のためにではありません。」これは驚くべき預言です。ユダヤ人はメシヤを何世紀も待ち望んでいました。そして、神はここで、メシヤが訪れる日をダニエルに話していたのです。

預言によれば、メシヤは、エルサレムを建て直せという命令が出てから、六十九（七と六十二）の七倍（＝483）年後にやって来るはずでした。ダニエルは一年360日のバビロニア暦を用いたので、私たちは69x7x360と計算しなくてはなりません。それは17万3880日になります。紀元前445年3月14日、アルタシャスタ王はネヘミヤに、エルサレムを復興して建て直せとう命令を出しました（ネヘミヤ記2章1-8節）。正確に17万3880日後である紀元32年4月6日、イエス様はゼカリヤ書9章9節で預言されていたように、ろばの背に乗って歓声を受けながらエルサレムに入城されました。「シオンの娘よ、大いに喜べ。エルサレムの娘よ、喜び叫べ。見よ。あなたの王があなたのところに来られる。この方は正しい方で、救いを賜り、柔和で、ろばに乗られる。それも、ろばの子である子馬に乗る。」

このように、弟子達の歓声の中、イエス様は堂々とエルサレム入りされました。これらは実際にメシヤに関する詩篇118篇に語られています。その箇所（24-26節）は、「これは、主が設けられた日である。この日を楽しみ喜ぼう。」という宣言から始まります。その同じ日、イエス様がエルサレムのために嘆いた時、「おまえも、もし、この日のうちに、平和のことを知っていたのなら。しかし今は、そのことがおまえの目から隠されている。」（ルカの福音書19章42節）この日がメシヤの来られる日だったのです。神は約束を守られました。しかし、聖霊はイザヤを通して、彼はさげすまれ、人々からのけ者にされると予測しました（イザヤ書53章3節）。そして、御使いがダニエルに語ったように、「メシヤは断たれるでしょう。」これらの預言が完全に成就し、イエス様は拒絶され、十字架にかけられ、王国を受けることなく断たれました。

六十九の「七年」（六十九「週」）は説明されました。しかし御使いは、イスラエルには七十の七年が定められていると言いました。ダニエル書の預言にある最後の七十番目の「週（＝七年）」はまだ成就されていません。七十番目の七年が終わると、全ての啓示と預言が完成し、最も聖なる場所に油が注がれ、イエス様が永遠の義なる神の御国を設立なさいます。

イエス・キリストは彼の王国を受け取ることなく断たれました。私たちが生きている今日の世界を見ればわかるように、彼は永遠の義の時代をもたらしませんでした。最も聖なる場所にはまだ油が注がれていません。ですから、ダニエル書の全ての預言はまだ成就されていません。七十番目の七年が完成されなくてはなりません。

御使いはダニエルに続けて言いました。「彼（やがて来るべき君主）は一週の間多くの者と、堅く契約を結ぶでしょう。」そして、彼はその週、つまり最後の七年間の半ばに、契約を壊し、憎むべき忌むべきものを設置し、荒廃をもたらすでしょう。（ダニエル書9章27節）

弟子達がこの世の終わりにはどんな前兆があるのかとイエス様に質問した時、イエス様は答えました。「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす憎むべき者』が、聖なる場所に立つのを見たならば（読者はよく悟れ）、そのときは、ユダヤにいる人々は山へ逃げなさい。屋上にいる者は家の中の物を持ち出そうと下に降りてはいけません。畑にいる者は着物を取りに戻ってはいけません。（マタイの福音書24章15-18節）イエス様がこの出来事を将来の事として語られ、またイエス様の再臨の時と関連付けられたという事実が、七十番目の七年が過去の歴史であるという解釈を除外します。

預言者ダニエルが語っている「荒らす憎むべき者（事）」とは何でしょうか？反キリストはイスラエルと契約を結びます。契約の一部として、彼はエルサレムに神殿を再建する権利をイスラエルに与え、彼らに平和をもたらすと約束します。それから三年半後、反キリストはこの契約を破り、犠牲とささげ物を止めさせます。彼は再建された神殿の至聖所に立ち、自分こそ神であると宣言し、自分を拝むように要求します。（第二テサロニケ人への手紙2章4節）これが、聖なる場所である至聖所を荒らす事（悲惨な荒廃）を引き起こす、憎むべき事（ひどく忌むべき行為）です。荒らす事（悲惨な荒廃）という言葉には、「大きな苦しみ、または空虚」という意味もあり、大患難を言うことにも使われます。この行為はユダヤ人の目を開き、彼らが反キリストに騙されたのだと見えるようになります。多くのユダヤ人は南ヨルダンの聖所に逃れるでしょう。

反キリストとイスラエル

数年前に私たちがイスラエルにいた時、「メシヤがやって来る」と宣言している車のシールやプラカードやサインを街中に見ました。イスラエルは目を開いて待っています。今日多くのユダヤ人は、彼等が生き残るための望みは、メシヤの到来しかないという結論に至っています。問題は、本当のメシヤは既にやって来られたのに、ご自分の民から拒絶されたということです。

反キリストは滅びる人たちに現されます。なぜなら、彼等は救われる為に真実の愛を受け取らなかったからです。反キリストは彼を妨げる者がいなくなるまでは現されません。今日反キリストが現されるのを妨げている力は、教会に働いている聖霊の力です。反キリストは、真実を受け入れなかったので不義なる者、滅びる者にやって来る事に注目してください。反キリストが支配する間に教会がこの地上にいるとは、聖書のどこにも書かれていません。ですから、イエス・キリストが彼の教会を取られてから、この不法（罪）の人が現されるのは明らかです。それから反キリストはイスラエルと自由に契約を結び、彼等が神殿を再建するのを助けると約束します。

前にも述べたように、ユダヤ人の多くがメシヤはモーセのような人間であると思っています。そして、メシヤが来たならば神殿の再建を助けてくれるので、メシヤだとわかると信じています。ほとんどのラビ（律法の教師であり祭司的存在）は、メシヤがもうすぐやって来られると期待しています。反キリストがイスラエルと結ぶ契約についてダニエル書が語っている事実と照らせば、また、ヨハネの福音書5章43節でイエス様がユダヤ人に語られた預言、「わたしはわたしの父の名によって来ましたが、あなたがたはわたしを受け入れません。ほかの人がその人自身の名において来れば、あなたがたはその人を受け入れるのです。」と照らせば、何と多くの者が偽メシヤを受け入れる準備ができているかが簡単にわかります。

反キリストと神殿

今日、多くのユダヤ人が神殿を再建したいと強く望んでいるのを見ると感動します。エルサレムのヘブル大学教授であるアサー・コフマン博士はこの動きを進めているグループの一員です。彼はソロモンの神殿が建てられていたと思われる場所を集中的に調査し、岩のドームの北322フィート（約98メートル）辺りに建てられていたという結論に至りました。彼の調査によれば、今日、霊のドームまたは板のドームとして知られる場所に至聖所がありました。もし彼の結論が正しければ、それは非常に意味深いことです。ユダヤ人の神殿再建は、岩のドームを取り除くことなく成し遂げられます。これは、イスラム教徒たちによる大きなジハード（聖なる戦争）を防ぎます。この神殿の場所は、旧約聖書解釈における非常に興味深い分枝です。エゼキエルが幻の中で再建された神殿を見た時、彼はそれを測定するように命令されました。エゼキエル書42章20節で、神殿には長さ約1550メートル、幅約1550メートルの外壁があり、「聖なるものと俗なるものとを区別していた」とエゼキエルは私たちに言っています。

岩のドームには、その頂上の周りに、イエス・キリストを冒瀆しようとする約213メートルのアラビア語が内側にも外側にも書かれています。それは、「神は生まれないし、神は生まない」と宣言しています。これは、新約聖書の真実、「神はそのひとり子をお与えになったほどに世を愛された」（ヨハネの福音書3章16節）に対する直接的な攻撃です。

ヨハネも黙示録11章で、大患難の期間にエルサレムに建つ新しい神殿の啓示を見ました。彼もそれを測るように命じられました。しかし、聖所の外の庭は異教徒に与えられているので測らないようにと言われました。もし、新しい神殿が至聖所の場所として霊のドームと共に建てられるなら、岩のドームはエゼキエルが測定したものに似た壁の後ろに建つことができます。それは、ソロモン神殿の外庭に位置する場所です。私は、岩のドーム北側に壁を建設する事、新しい神殿の場所として神殿の丘の北側をユダヤ人に与える事が、反キリストによって提供される解決策であると信じます。今まで人類が直面した中で最も難しい政治的問題の一つに対するこの独創的解答が、反キリストが平和を作る賢い人物として世界に大歓迎される原因となるでしょう。ユダヤ人は彼をメシヤとして崇め、ダニエルの預言で述べられた最後の1週である7年の始まりへと導きます。

三年半後、彼は聖なる場所に立つために戻って来て、自分こそ神であると暴言します。（マタイの福音書24章15節、第二テサロニケ人への手紙2章3-4節）それから、ユダヤ人は自分達の間違いに気付き、反キリストが支配する最後の三年半の間、神が彼等をかくまう為に用意された荒野へと逃れます。この同じ期間に、この世界は歴史上の惨事と比べる事ができないほどの困難な時代を通ります。マタイの福音書24章21節でイエス様が言われたように、いまだかつてなかったような、またこれからもないような患難です。これらの恐ろしい出来事の詳細が、黙示録6章から19章に記録されています。

準備

私たちが見てきたように、今、ほとんどの主な小道具は世界の舞台に位置づけされました。役者達は自分たちの場所につき、最後のシーンが始まる準備ができています。主の使いはダニエルに、イスラエルには七十の七年が定められていると言いました。六十九の七年は既に成就しました。

また御使いは、エルサレムを復興し再建せよという命令が出てからメシヤが来るまでの期間が正確に483年である、しかしメシヤは何も受け取ることなく断たれる、そしてユダヤ人は散らされる（ダニエル書9章24-26節）と言いました。御使いがダニエルに言った通りに、メシヤであるイエス様は彼の御国を受けることなく断たれ、ユダヤ人は紀元70年にローマ帝国によって散らされました。

十字架刑以来、神の預言の暦は立ち止まっています。一つの重要な七年間であるダニエルの預言の七十番目の七年はこれからやって来ます。これが、ダニエル書9章の全ての預言を完成させます。

イエス・キリストが初めに来られた時、彼は私たちの罪のために死んでくださったことにより、神との和解を成し遂げてくださいました。彼は十字架での死を通し、私たちの咎を終わらせました。その預言の後半、永遠の義と永遠の神の御国をもたらす、全ての預言の完成、最も聖なる所（至聖所）に油が注がれる、という部分がまだ成就されなくてはなりません。これらの預言は、キリストが再びやって来られる時に起こります。この最後の七年間に、不法（罪）の人、反キリストが明らかにされるでしょう。イエス・キリストは、彼のことを「その人自身の名において来る者」と言いました。そしてユダヤ人はその人を受け入れます。（ヨハネの福音書5章43節）この不法（罪）の人は、ヨーロッパ10カ国の連合から台頭して来ます。反キリストは全く新しい世界規律・秩序を設立します。

シーン3：時のしるし

今現在、反キリストの気配はありませんが、私たちは特定の「前兆・しるし」が終わりを示し始めると知っています。イエス様が彼の再臨が近いことを示すしるしについて語った時、私たちが今日起こっているのを見ている出来事について述べました。イエス様は、これらの事が起こっているのを見たなら、私たちの購いが近づいているので、私たちは頭を上げて上を見上げるべきだと言われました。イエス様は何度も、目を覚まして準備している必要があると警告されました。

しるし：電子資金決済

私たちは聖書の中で、反キリストが全ての者に、彼等の右手か額に、数字もしくは刻印を受け取るようにさせると教えられています。その数字がなければ、誰も買うことも売ることもできません。（黙示録13章17節）これは不可能なように聞こえるかもしれません。しかし、1970年代から、私たちは現金なしの社会に慣れ初めました。様々な銀行が、コード番号の付いた小さなプラスティックのカードを使用したサービスを提供しました。現金の代わりにカードを持って店に行く事が可能になりました。店員は取引を処理し、現金と交換することもなく、私たちは簡単な署名でほとんど何でも得る事ができるようになりました。

売買において、金銭が何の価値も無くなる、という日は近づいています。反キリストは、彼の商業計画において、身分証明コード番号によって資金決済するというシステムを基にします。全ての取引はコンピューターによって電子的に処理されるでしょう。教会の揚挙の後でこの地上にいる者には、数字か刻印が割り当てられるでしょう。その刻印が無ければ、誰も買うことも売ることもできないでしょう。

アメリカは現金なしの社会へと向かっています。過去30年間で技術は発展し、小切手を書いたり現金を持つ必要性を排除しました。大手会社の多くはもはや小切手で給料を払わず、現金を取り扱わなくてもいいように、自動的に資金を銀行口座に振り込みます。オンライン銀行は、私たちが小切手を書いたり現金を取り扱ったり切手を貼ることなく請求書を支払うことができるようにします。

まだ先の将来になりますが、電子決済は窃盗をコントロールする可能性も持っています。もしコンピューター化されたシステムを通らなければ誰も売買できないのであれば、窃盗犯は身分証明番号を創作しなくては盗んだ商品を売ることができません。現金は用いられなくなるので、お金を盗む必要が無くなります。これによって無くなる全ての犯罪を考えてみて下さい。商店強盗やガソリン・ステーション強盗、そして空き巣泥棒もいなくなります。現代が抱えている犯罪問題に対する完璧な解決策です。

私たちはまだこの時点まで来ていませんが、そこに向かっている途中です。今日ほとんどの人が大抵の買い物をクレジットカードや銀行カードでします。それはとても簡単でとても便利です。しかし、クレジットカードや銀行カードのシステムには問題があります。そのカードを提出している人が、本当にそれを使用する権利がある本人であると、小売店側はどのようにしてはっきりと知ることができるのでしょうか？ 

しるし：個人的身分証明

カリフォルニア州で逮捕された犯罪人のほとんどが、5枚から30枚の盗んだクレジートカードを持っています。泥棒が財布を盗む時、彼等は通常お金よりもクレジットカードに興味を持っています。クレジットカードがあれば、そのクレジットカードが盗まれたと報告される前に、口座限度額まで盗む事ができますし、またはすぐに新しい商品を購入し、その商品を売る事ができます。

現在、研究者達は、紛失または盗まれたクレジットカードの問題を削除する為に、偽者を見分ける身分証明システムに取りかかっています。一つの提案は、レーザーのタトゥー（刺青）を使用することです。0.132秒で痛み無く家畜に印を付けることができるレーザー光線が開発されました。

またレーザー光線は、大量の資料を処理する為にも用いられています。この技術を用いることにより、聖書全てをピンの頭に印刷することができます。レーザー光線で全ての個人情報を目に見えないくらい小さく書く事、そしてそれをレーザー光線で便利な体の場所（手のような）に置く事はとても簡単です。クレジットカードシステムの身分証明問題に対する究極の解決策が、レーザーのタトゥー（刺青）であるかどうかは私にはわかりません。が、それは非常にもっともらしい解答を提供しています。タトゥー（刺青）は完全に痛みがなく、誰もコピーしたり盗んだりできない確実な身分証明を提供するでしょう。

この問題に対する一つの提案が、アプライド・デジタル・ソルーションと言うフロリダにある会社から出されました。彼等は、皮膚の下に入れることができ、商品のバーコードのようにスキャンできる米粒ほどの小さなチップを開発しました。この技術は、身分証明が盗まれたり偽物であったりする可能性のあるクレジットカードやスマートカードにまさる物として、国際保安会議で紹介されました。このチップは、「損失確認の解決策」として宣言されました。このユニークな皮膚の下に入れられる形態は、安全保証や金融業界において、様々な身分証明の適用の為に用いることができるでしょう。

2004年10月、アメリカ食品医薬品局(FDA)は、この最新提案であるベリチップ（VeriChip）の認定許可をアプライド・デジタル・ソルーション社に与えました。アプライド・デジタル・ソルーション社によれば、彼等の計画は、患者をよりよく管理し手当てする為に、個人的な治療記録を含むチップを病院、医者、患者に提案していくことです。

ワシントンポスト紙がアメリカ食品医薬品局(FDA)の認定を報道した時には、既に百万以上のベリチップが動物に埋め込まれていました。この技術は馬の所有者に、電子的に印付けする事を可能にします。ペットの飼い主の身分証明や住所が含まれた生命体チップが、犬や猫に定期的に埋め込まれています。

更に驚くべき事は、その掲載された記事中には、7000個のベリチップが人間に使用される為に売られ、1000個は既に埋め込まれたと書かれていた事実です。

ヨーロッパ連合から世界を支配するために出てくる人物は、全ての者にその右手か額に刻印を受けるように命じ、この刻印がなければ誰も売買できないようになる、と聖書は言っています。私たちは現在この状態に近づいているように見えます。既にスーパーマーケットでは、あなたが選んだ商品のUPCコードを読み取るスキャナーを使用しています。あなたの刻印か番号のタトゥー（刺青）がついた手をスキャナーに当てれば、その合計金額がコンピューター化されたあなたの銀行口座から自動的に引き落とされるようになるのは、とても簡単なことでしょう。そのような手続きの為に必要な物は既に開発されています。そして、その適用の可能性は無限にあります。

ほぼ二千年前に聖書が預言した事は、その当時ではサイエンス・ファンタジーのように思われましたが、現代ではコンピューター技術の発展により、実用的な現実のものになりました。

これは一つのしるしにすぎません。反キリストが登場する前に、私たちが見ておくべき他のしるしは何でしょうか？

しるし：世界危機

ある日、オリーブ山に座り、弟子達はイエス様に終わりの時代について質問しました。「お話しください。いつ、そういうことが起こるのでしょう。また、それがみな実現するようなときには、どんな前兆があるのでしょう。」（マルコの福音書13章4節）イエス様は答えられました。「わたしの名を名のる者が大勢現れ、『私こそそれだ。』と言って、多くの人を惑わすでしょう。また、戦争のことや戦争のうわさを聞いても、あわててはいけません。それは必ず起こることです。しかし、終わりが来たのではありません。民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々に地震があり、ききんも起こるはずだからです。これらのことは、産みの苦しみの初めです。」（マルコの福音書13章5-8節）

ルカがこの会話を書いた箇所では、イエス様は「大地震があり、方々に疫病やききんが起こり、恐ろしいことや天からのすさまじい前兆が現れます。」（ルカの福音書21章11節）と言われました。大地震、ききん、疫病、恐ろしい前兆。これは、現代の私たちの世界を述べているように聞こえます。全世界ですさまじい大地震が定期的に起こっています。2004年にインドネシアで起こった津波は、インド洋での地震が原因です。ハリケーンは、その頻繁さにおいても大きさにおいても増加しています。ハリケーン・カトリーナが引き起こした騒動を考えてください。

疫病・・・致命的な伝染病は、世界的問題です。医者達は、全国的な流行病になる可能性がある鳥風邪（バード・フルー）についての恐ろしい警告を与えています。超越菌（スーパー・ジャーム）は、医療学業界がそれに対して使用しようとする全ての抗生物質に抵抗しています。エイズは全世界に広がっています。実際、エイズ感染のために、現在アフリカ全土が社会的大混乱となっています。エイズが何百何千という子供達を孤児にし、どのように取り組み始めれば良いのかわからない問題を作っています。エイズは25歳から44歳までの大人の第一の死亡原因ですが、エイズと結核とマラリアを合わせたよりも多くの人々が、飢餓で死んでいます。全世界で8億5千万人が常に飢えており、毎5秒ごとに世界のどこかで一人の子供が飢餓によって死んでいます。

世界は解決策を求めています。これらの問題が持ち上がるにつれて、聖書の預言を学んでいる私達がこの世の終わりについて話し始める時、私たちが真剣に考えられているのは興味深いことです。私たちはもはや宗教的な狂信者と分類されることはありません。私たちの世界に起こっている危機を見て真剣に考えている人は、何かが成されなくてはならないという結論に至っています。世界によって提供される通常の解決策は、簡単で直接的なものです。指導者達は、私たちはもはや異なる目標や理想を持って異なった国々として存在すべきではないと言います。私たちは世界的連合の形態、全世界が統合した一つの政府体系に明け渡すべきであると言います。彼等はそれに伴い、私たちには統合した一つの宗教が必要であると結論付けるでしょう。私は以前、「神は一つの宗教に収めるには大きすぎる」と書かれた車のシールを見ました。多くの人がこれらのユニバーサルな目標に向かって動くことに専念しています。これは、再び言いますが、まさに聖書が終わりの時代に起こると言っている事です。私たちは、全ての人類を支配する一人の人物が登場してくる世界統合政府へと向かって動いています。

しるし：地球が酔った男のようによろめく

地球温暖化は現在熱く議論されている話題です。化学燃料放出やグリーンハウス・ガスについて語られることがない日はほとんどありません。森林伐採に加え、化学燃料の燃焼が、地球を危険なレベルまで温暖化していると信じられています。化学燃料は熱を吸収するガスを放出します。森林伐採は、炭素や汚染を通して放出された細かいちりを吸収してくれる木を取り除きます。この二つの要因の組み合わせが、地球の温度変化をもたらしました。ある科学者達はまだこの考えに合意することを躊躇していますが、ほとんどの科学者達が、地球は確かに温暖化している、しかも危険なほどまでに温暖化している、という結論に至っています。

これらの事実を考えてください：

アメリカで認められている環境・宇宙専門家であるNOAAとNASAとによってまとめられた資料によると、地球の平均表面温度は過去百年間で華氏1.2〜1.4度上昇しました。

歴史上の最高気温記録は、全て過去15年以内に起こっています。

地球の温度は現在の割合でいくと、今世紀の終わりまでに更に華氏2.5〜10.4度上昇すると推測されています。

地球温暖化に加え、もう一つ心配されている問題がオゾン層の破壊です。地球は成層圏中のオゾンガスで覆われています。オゾンガスの層は、フィルターとなって太陽からの強烈な紫外線を受けることから私たちを守ってくれるという、人間が生きていくための非常に重要な役割を果たしています。神はヨブ記の中で、地球の周りにある「むつき（細長い包む布・産衣）」について語っています。（ヨブ記38章9節）これは、私たちの地球の周りを覆っているオゾン層について語っているのかもしれません。もしオゾン層が地球の表面まで下がって来たならば、91.4センチメートルの厚みにしかなりません。

科学者達は、私たちがこの保護層を破壊する危険を冒している、と長い間宣言してきました。最初にこの提案が出されたのは、1974年に、エアゾール噴霧剤商品が大気中にフルオロカーボンガス（フロンの一種）を放出し、それがオゾンと塩素ガスとの結合を引き起こし、窒素酸化物を作り出す、と科学者達が結論付けた時です。また、地上5万5000フィート（約16.7キロメートル）の高さを時速1500マイル（約2414キロメートル）で飛ぶ超音速ジェット機もオゾン層を脅かしています。これら超音速ジェット機から放出された排気ガスが、酸素と結合してオゾンと反応し、紫外線に対する保護層を消し去っています。

あなたは、この減少したオゾン層の結果を、長い間太陽を浴びすぎた時に感じる事ができます。数年前、私は海で数百人の人にバプテスマ（洗礼）を授けたのですが、その数時間太陽を浴びた結果として、私は頭にひどい日焼け（火傷）をしました。私の医者は、一般的にオゾン層の減少によって起こる、紫外線による火傷であると私に言いました。

エアゾール噴霧剤商品と超音速ジャット機に加え、原子核爆弾の実験中に放出される大きなガス雲も、現存しているオゾン層にとって有害です。もし私たちが、いくつもの核装置を大気中に爆発させる原子核戦争を起こしたなら、それによって引き起こされる最悪の結果は、第一の直接的破壊であるとは限りません。それはオゾン層の破壊である可能性があります。オゾン層なしでは、太陽の紫外線が人間を生きたまま焼き始めるでしょう。

黙示録16章には、大患難の間に御使いによって第四の鉢がぶちまけられると、太陽は火で人々を焼く力を与えられると書かれています。（黙示録16章8-9節）これは、オゾン層が無くなることによってもたらされる紫外線放射結果の描写である可能性が大きいです。この災害は、まだ誰も大気中に保護層であるオゾン層が存在している事を知らなかった二千年前に予期されていました。

私たちはオゾン層を破壊し、地球の温度を上昇させているだけでなく、害虫をコントロールする為に無鉄砲に化学物質を使用することによっても環境を破壊しています。私たちは、飢え死にしない為に充分な作物を生産する唯一の方法は、膨大な農薬を使用することであるという結論に至りました。しかし私たちは、これら化学物質が私たちの健康、人生、将来にもたらす結果や副作用を十分理解していません。何年か前、最も効果があるとして広範囲で使われた殺虫剤はDDTでした。数年経った後、私たちは、DDTは土壌で分解せず同じ化学成分のままで残り、そのうち川や海に流れ込み、海藻や小さな植物、海の生き物や魚を殺してしまうと言う事を発見しました。その後DDTの使用はアメリカでは禁止になりましたが、世界のいくつかの場所ではまだ使用されています。

海の中の大部分の生命を破壊してしまうという事実は、黙示録で語られているもう一つの災害と一致します。ヨハネは、火の燃えている大きな山が海に落ち、海の中の生き物の三分の一が死ぬのを見ました。（黙示録8章8節）

また、人口過剰があります。専門家は、人口増加の広がりを減少させる為に何か劇的な事が成されなければ、2200年までには、地球上は壁の端から端まで人間でいっぱいになってしまうと予測しています。地球の人口は既に66億人以上にまで上昇し、毎年総人口の2パーセントの割合で増加し続けています。今でさえ、私たちは地球上の全ての人を食べさせることはできません。今日、地球上の大多数の人は、お腹がすいたまま、充分な栄養を取れないままで床につきます。人口が増加するにつれ、食糧の要求も増加します。が、食糧の供給は減少します。そこで、私たちは食糧価格が急高騰するのを見ます。

イエス様は、ききんがこの世の終わりのしるしの一つであると言われました。（マタイの福音書24章7節）黙示録は、小麦が一日の賃金と同じ金額で売られる日が来ると言っています。（黙示録6章6節）ですから、もしあなたがこの大災害の時にこの世にいる予定でかけをしたいならば、あなたのお金を金銀に投資しないでください。小麦に投資しなさい。もしあなたが金で何も買えないならば、金が一体何の役に立ちますか？事実、ヤコブは終わりの日について警告しています。「聞きなさい。金持ちたち。あなたがたの上に迫って来る悲惨を思って泣き叫びなさい。あなたがたの富は腐っており、あなたがたの着物は虫に食われており、あなたがたの金銀にはさびが来て、そのさびが、あなたがたを責める証言となり、あなたがたの肉を火のように食い尽くします。あなたがたは終わりの日に財宝をたくわえました。（ヤコブ5章1-3節）

人間はまた、信じられないほど破壊的な武器新世代を作り上げました。アメリカは核兵器、化学兵器、細菌兵器を所持している事で知られています。終わりの時についてイエス様は「もし、その日数が少なくされなかったら、ひとりとして救われる者はないでしょう。」と言われました。（マタイの福音書24章22節）何世紀にもかけて、人間が自分たち人類を完全に破壊し得るという概念は、不合理であると考えられてきました。しかし今、私たちは地球上に住んでいる全ての男性、女性、子供を殺すのに十分な破壊力を持っています。私たちの軍指導者達は、大きな核戦争はこの世界の終わりを意味する、と私たちに警告しています。

私たちのエネルギー資源が急速な割合で消去されていっているのは明らかです。私たちは、まるで明日には無くなってしまうかのように地下石油を掘り上げました。私たちは確かに、予想できる限りの将来の間続く、充分なエネルギー資源があると考えていました。私たちは今、科学が自然資源に代わる何か代替えの資源を発見できるまで、通常のエネルギー使用を抑制するように継続的に言われています。私たちの化学燃料保有は限られており、科学者達はこのタイプのエネルギーの終わりに近づいていると予測しています。

前の箇所で述べたように、世界中で地震の頻度と強度が増加しています。これは、イエス様が言われた、イエス様の再臨を知らせる別のしるしの一つです。（マタイの福音書24章7節）また、物理学者達も運命を預言することに熱中してきています。彼等は地球の構造を学ぶうちに、地球の磁気に影響を受けたイオンが、現在本当の北とは違う所に並んでいると言う事を発見しました。ある科学者達は、これは極軸が移動した結果であると信じています。ある研究者達によれば、この移動は約五千年ごとに起こると言う事です。最後（一番最近に起こった）の極軸移動は、ノアの洪水の時と一致すると推測されてきました。とすると、私たちは次の大きな極軸移動の時期に来ています。ある科学者達は、極軸移動の間に島々は消えてなくなり、山々は渓谷の間に溶け崩れ、海底は押し上げられて大陸になると信じています。アメリカのユタ州全地域は、かつて大海の中にありました。海抜七千フィート（約2.13キロメートル）の高さのグランドキャニオン南側に、貝殻の化石を見つける事ができます。これは、過去に海と山の構造が大きく変化した事を示しています。そのような変化は、一番最近の極軸移動の間に起こったと考えられます。そのような自然大変動の結果もたらされる地質地理上の損害を計算するのは不可能です。

私たちが、「すべての山や島がその場所から移された」（黙示録6章14節）、また、「地球は酔った男のようによろめき、ハンモックのようにゆらゆら揺れ動かされる」（イザヤ書24章20節：英語ASVを訳者日本語訳）というような出来事が説明されている聖書箇所を読む時、神が極軸移動の事を預言されているのだろうかと思う事は簡単です。

しるし：創造と終末

創造の時期について語る事は科学的に愚かであると考えられてきましたが、現代物理学者達は、そのような創造の時があったに違いないと認識しています。ジェームス・ジーンズ氏は彼の著書、「私たちの周りの宇宙（The Universe Around Us)）の中で、宇宙は、ねじがいっぱいに巻かれてから、ゆっくりと巻き戻っている大きな時計のようであると言っています。私たちの宇宙には特定の始まりの時があったと指し示す証拠の主な例を、太陽に見る事ができます。太陽は私たちが地球に生きていけるように膨大な量のエネルギーを与えていますが、その為に太陽は、毎秒ごとに二百万トン以上の太陽の質量を消費しなくてはなりません。これは、もし、進化論者達が主張するように、宇宙が何億年間も存在しているのだとしたら、大きな問題を作り出します。無限の時の流れの中で、太陽だけでなく、全宇宙の全ての星は何億年も前にその燃料を燃焼し尽くしていたことでしょう。文字通り永遠にその質量を燃焼し続ける為の十分な体積を持った星は、宇宙と同じほど大きくなくてはなりません。ですから現在は、創造の日と呼ばれる特定の時点を振り返って見る事が一般的に受け入れられています。しかし、科学者達は現在、「終末の時」と呼ばれるもっと不安にさせられる将来を見ています。

しるし：社会的無秩序

社会科学者達は、地球上に住む人間の行動ほどには地球の物理的側面については心配していません。専門家達は、たとえ私たちが物理的大災害、終末を避けることができたとしても、社会的敵意が急上昇している事を警戒しており、人類生存の可能性を疑問視しています。

社会的行動があまりにも悪くなっているので、警察も法執行者達も、彼等が取り扱うように期待されている犯罪件数を対処することができません。あなたは最近警察に電話した事がありますか？もしあなたが犯罪の犠牲者なら、警察官がやって来て報告書を作りますが、あなたの損失が回復できるかどうかはあまり期待できません。もし子供が家出したなら、彼等は行方不明の報告書を提出します。しかし、危機に関して良い結果で終わる約束は非常にわずかです。あまりにも多くの犯罪が存在するので、専門家達の多くが実際に法と秩序を再設立することをあきらめています。

パウロはテモテへの手紙に、「終わりの日には困難な時代がやって来ることをよく承知しておきなさい。そのときに人々は、自分を愛する者、金を愛する者、大言壮語する者、不遜な者、神をけがす者、両親に従わない者、感謝することを知らない者、汚れた者になり、情け知らずの者、和解しない者、そしる者、節制のない者、粗暴な者、善を好まない者になり、裏切る者、向こう見ずな者、慢心する者、神よりも快楽を愛する者になる」（第二テモテへの手紙3章1-4節）と書きました。悲しい事ですが、聖書は現代の私たちが見ているような人間を記述しています。

全ての科学者達、教授達、軍人達、社会学者達が、「この世の終わりだ！」と叫んでいるのは、なんと皮肉的な事でしょう。教会は沈黙を保ってきました。もしかしたら教会は、次第に減少している出席者数と増加する経済的な重荷にあまりにもとらわれすぎて、時のしるしに気付いていないのかもしれません。

決定的な終わり

クリスチャンがこの世界とその終わりについて語る時、それは科学者達が語るのと全く異なった意味で語っています。この世の専門家達は、物理的な意味でこの世界の終わりを語っています。しかし、クリスチャンがこの世界の終わりについて語る時、私たちは神を拒否する支配秩序の破壊を語っています。神に反抗するサタンによって支配されている私たちの周りの世界秩序は、最終的で決定的な終わりへと向かっています。私たち教会は、新しい支配形態、全世界を抱き込み永遠に続く一つの君主制を待ち望んでいます。私たちは、水が海を覆うように、義が地を覆う神の御国が来るのを待ち望んでいます。

人間は考えられるほとんどの政治形態を試してみました。都道府県制度、市町村制度、君主制度、民主制度、独裁制、また様々な形態の社会主義制度など、それぞれがある程度の成功と失敗を伴って試されました。人間は自分達を治める多くの異なった方法を試みましたが、全ての支配・政治形態が結局は悪化していきました。理論的にどんなに完全なシステムのように見えても、欲と腐敗が入り込むことなく人間が人間を支配し治める事はできません。ほとんどの政治形態が、完全に崩壊するまで約二百年しか続きませんでした。

現在私たちが直面している経済、社会、全世界的問題には、もう対処できる方法がないように思えます。私たちが国々を見る時、今日の世界には支配的な力はありません。世界は分けられ、国々は戸惑っています。専門家達でさえ、経済情勢について、エネルギー危機について、また増加する食糧不足について、どうしたら良いのかわかりません。終わりの時代にそのような事が起こると聖書が言っている通り、諸国民が不安に陥って悩んでいます。（ルカの福音書21章25節）

これら全ての混乱と無秩序の真っただ中で、人類は一人の指導者を探しています。そして、その指導者はやって来ます。彼は自分自身の名前でやって来て、驚くべき事を宣言し、人類は彼に引きつけられます。彼は、コンピューター化された商業制度の驚くほど効果的な世界的経済計画を持ち、世界が切実に望んでいる平和を提供するかのように見えます。

これらは全てただの偶然ですか？それとも、神がこれらの事を二千年前に語られた時、神は御自身が語っておられる事について知っておられたのでしょうか？イエス様は、「これらの事が起こり始めたなら、身を起こし、頭を上に上げなさい。あなたの贖いが近づいているのだから。」（ルカの福音書21章28節）と言われました。教会は期待して見上げているべきです。そして声をあげるべきです。静かに立っている代わりに、私たちは宣言すべきです。「この世の終わりだ！」と。

憂鬱ではなくて喜びの宴の時

これは絶望や破滅、そして憂鬱な叫びではありません。なぜなら、この世界システムの終わりは、欲や憎しみ、戦争やききん、病気や死の終わりを意味しているからです。公に語られていない個人的な惨めさを引き起こしている、他人の商業を利己的に搾取する事が永遠に無くなります。

預言者イザヤは言いました。「さあ、乾いている者はみな、水に来たれ。金のない者も、来て、買って食べよ。あなたがたは来て、金を払わないで、代金を払わないで、ぶどう酒と乳を買え。」（イザヤ書55章1節）この世のシステムの終わりは、神に反抗する人間によって支配される世界の終わり、そして平安が川のように流れる（イザヤ書66章12節）神によって支配される新しい世界の始まりを表しています。それは、もはや痛みも悲しみもない世界の始まりを表しています。なぜなら、「神が人の目から涙をすっかりぬぐい取ってくださる。」（黙示録21章4節）からです。イザヤは、「その時、見えない人の目は開かれ、聞こえない人の耳は聞こえるようになる。足の不自由な人は、鹿のように飛び走り、口のきけない人の舌は喜び歌う。」（イザヤ書35章5-6節）と言っています。彼はまた、イザヤ書2章4節で、人が「剣を打ちかえてすきに、槍を打ちかえてかまにする」と言っています。つまり、軍事資金は農業発展の資金へと換えられます。昨年、世界国家は軍事支出に一兆ドル以上を費やしました。もしこれだけの金額が農業発展の為に用いられたなら、誰一人として飢え死にすることはないでしょう。

預言者ミカは、「国は国に向かって剣を上げず、二度と戦いのことを習わない。彼らはみな、おのおの自分のぶどうの木の下や、いちじくの木の下に座り、彼らを脅かす者はいない。」（ミカ書4章3-4節）と言っています。これは私にとって、破滅の運命や憂鬱で暗くなる事のようには聞こえません。そうではなくて、私が住みたい美しい理想的な世界のように聞こえます。私はこの新しい世界を待ち望み、「神の御国が来ますように。神のみこころが天で行われるように、地でも行われますように。」と日々祈ります。待っている事は難しいです。「主、イエスよ。早く来てください。」（黙示録22章20節）

来たるべき事

私たちの世界は死に向かって突入しています。私たちは頂点に達し、今、急速に終わりに向かって突進しています。道徳の腐敗と崩壊はあまりにもひどく、私たちの社会はまもなく崩れ落ちて行くでしょう。ここから逃れられる唯一の希望は、イエス・キリストが、このひどい致命的な突入から、御自身に従う者を素早く引き上げて下さる事です。

終わりの時のドラマの展開において、第二幕、携挙に入る時が来ました。

第一幕の為のみことば

異常な性行為

ローマ人への手紙1章17-32節

第二ペテロの手紙2章10,14節、3章3節

ユダの手紙18節

冒涜

第二テモテへの手紙3章2節

第二ペテロの手紙2章3節、3章3節

ユダの手紙18節

キリスト信仰の背教

第二テサロニケ人への手紙2章3節

第一テモテへの手紙4章1,3-4節

第二テモテへの手紙3章5節、4章3-4節

第二ペテロの手紙3章3-4節

意識が無感覚になる

第一テモテへの手紙4章2節

悪魔的行為

ガラテヤ人への手紙6章1-4節

第一テモテへの手紙4章1-3節

偽りの平和

第一テサロニケ人への手紙5章1-3節

偽預言者と反キリスト

マタイの福音書24章5,11節

第二ペテロの手紙2章1-2節

知識と速度の増加

ダニエル書12章4節

不法

詩篇78篇8節

箴言30章14-19節

第二テモテへの手紙3章2-3節

快楽を愛する者

第二テモテへの手紙3章2,4節

物質主義

第二テモテへの手紙3章1-2節

イスラエルの政治と宗教

マタイの福音書24章32-34節

神と神のことばを拒絶する

詩篇2篇1-3節

第二テモテへの手紙4章3-4節、2章

第二ペテロの手紙3章3-4,16節

暴力

創世記6章11,13節

黙示録9章21節

戦争と戦争のうわさ

ヨエル書3章9-10節

マタイの福音書24章6-7節

第二幕

携挙

芝居の筋書きが佳境に入る

第一幕で、私たちは終わりの時代の世界舞台をかいま見ました。私たちは、このドラマの主な登場人物である、イスラエル国家、反キリスト、そしてイエス・キリストに出会いました。第一幕では、世界が荒廃によって苦しめられ、変化を切望することを述べました。それら最初のシーンが終わり、緊張が高まっている中で、第二幕を現す為にカーテンが上げられます。第二幕は超自然的現象の描写、イエス・キリストの教会の為の栄光ある出来事です。

聖書は、ある日私たちの王が教会と共に戻って来られると言っています。しかし、彼が教会と共に来られる前に、彼は教会の為にやって来られます。私たちがこれら二つの出来事を切り離して考える事、つまり、イエス様が携挙の時に教会の為に来られる事と、イエス様が再臨の時に教会と共に来られる事を区別することが大切です。

パウロがテサロニケに来た時、ユダヤ人があまりにも大きな騒動をかき立てたので、パウロはそこに長く滞在する事ができず、急いで離れなくてはなりませんでした。パウロの伝道を通して、たくさんの人がイエス・キリストを信じて受け入れました。パウロは、イエス様が地上に設立してくださろうとしている栄光ある神の御国の事を彼等に分かち合いました。

教会の幾人かの信者が死にました。そして、テサロニケの信者は、神の御国の教えを完全には理解していなかったので、主が神の御国を設立する為に戻って来られる前に、これら自分たちの友人が死んでしまったという事実を悲しんでいました。そこでパウロは、テサロニケ教会を励まし、慰め、彼等が勘違いしていたいくつかの重要な問題について正す為に手紙を書きました。

パウロが正さなくてはならなかった主な誤解の一つは、キリストがやって来られる事についての彼等の見方でした。テサロニケの信者は、自分たちの友人はイエス様が戻って来られる前に死んでしまったので、神の御国から漏れてしまったと間違って信じていました。基本的に、彼等はこう考えたのです。「かわいそうなジョー。主が戻って来られる前に死んでしまった。彼は神の御国に行く機会を失ってしまった。」

しかし、パウロは手紙の中でこの考えを正しました。

眠った人々のことについては、兄弟たち、あなたがたに知らないでいてもらいたくはありません。あなたがたが他の望みのない人々のように悲しみに沈むことのないためです。私たちはイエスが死んで復活されたことを信じています。それならば、神はまたそのように、イエスにあって眠った人々をイエスといっしょに連れて来られるはずです。私たちは主のみことばのとおりに言いますが、主が再び来られるときまで生き残っている私たちが、死んでいる人々に優先するようなことは決してありません。（第一テサロニケ人への手紙4章13-15節）

シーン1：引き上げられる

パウロは第一コリント人への手紙15章51-52節で、「聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみなが眠ってしまうのではなく、みな変えられるのです。終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私たちは変えられるのです。」と言っています。あなたはそれが終わってしまうまで、それが起こった事さえ気付かないでしょう。突然、あなたは全ての教会と共に主の御前にいるのです！

私たち教会は変えられるのです。パウロはピリピ人に、「私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主としておいでになるのを、私たちは待ち望んでいます。キリストは、万物をご自身に従わせることのできる御力によって、私たちの卑しいからだを、ご自身の栄光のからだと同じ姿に変えてくださるのです。」（ピリピ人への手紙3章20-21節）と書きました。この変形について説明するのに、パウロはコリント人に、「朽ちるものは、必ず朽ちないものを着なければならず、死ぬものは、必ず不死を着なければならないからです。」（第一コリント人への手紙15章53節）と書きました。再臨の時、私たちはイエス・キリストと共に戻って来ます。ユダの手紙14節は、「見よ。主は千万の聖徒を引き連れて来られる。」と言っています。更に、第一テサロニケ人への手紙の中で、パウロはこう書いています。

主は、号令と、御使いのかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、ご自身天から下って来られます。それからキリストにある死者が、まず初めによみがえり、次に、生き残っている私たちが、たちまち彼らと一緒に雲の中に一挙に引き上げられ、空中で主と会うのです。（第一テサロニケ人への手紙4章16-17節）

「携挙」という専門用語は、イエス・キリストがこの世界から彼の教会をつかみ取ってくださる瞬間を言及しています。聖書は、それは突然全く気付く事なく起こると言っています。ここでもう一度言っておきますが、教会の携挙とイエス・キリストの再臨とは全く別の出来事であると覚えておくことが大切です。携挙では、イエス様は彼の教会の為に来られるのです。

ある人たちは、「携挙」という言葉が聖書には書かれてない、それゆえ彼らは教会の携挙を信じない、と議論します。しかしそれは、あなたの言語理解によります。

「引き上げられる」と訳された言葉は、ギリシャ語で「力尽くでもぎ取られる」を意味する「ハパゾ（harpazo）」です。ラテンボルゲート訳でのその言葉は「ラパー（rapare）」か「ラプタス（raptus）」です。そして、ここから私たちは「ラプチャー（rapture）」という言葉を得ました。（英語の「ラプチャー（rapture）」を日本語では「携挙」と呼んでいます。）ギリシャ語の「ハパゾ（harpazo）」と英語（日本語）の「引き上げられる」もしくは「もぎ取られる」は同じ言葉です。それは同じ言葉であって、ただ違う言語の訳であると言う事に気付いてください。ですから、あなたが英語（日本語）で「引き上げられる」と読む時、それはラテン語で「ラプチャー（rapture）=携挙」と読んでいるのです。

続いて起こる事の順序

私たちが教会の携挙に関して聖書から学ぶ事は、生き残っている私たちの為にイエス様が来られる時、既に死んでしまった信者がイエス様と共にやって来ると言う事です。この地上にいる者が、既に死んでしまった者より先になることはありません。主は、号令と、御使いのかしらの声と、神のラッパの響きのうちに、天から下って来られます。主はこの時は地上にやって来られるのではありません。そうではなくて、私たち生き残っている信者達が、既に死んでしまった信者達と共に、空中で主と会う為に「引き上げられる（携挙される）」のです。

携挙については聖書の数カ所で教えられています。ヨハネの福音書14章1-3節で、イエス様は弟子達に話されました。

あなたがたは心を騒がしてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。わたしの父の家には、住まいがたくさんあります。もしなかったら、あなたがたに言っておいたでしょう。あなたがたのために、わたしは場所を備えに行くのです。わたしが行って、あなたがたに場所を備えたら、また来て、あなたがたをわたしのもとに迎えます。わたしのいる所に、あなたがたをもおらせるためです。

イエス様は、ご自身のもとに私たちを迎える為にまた来られ、彼のおられる所に私たちもいるようにすると約束されました。同じように、パウロも、第一コリント人への手紙15章51節から、以下のように言っています。

聞きなさい。私はあなたがたに奥義を告げましょう。私たちはみなが眠ってしまうのではなく、みな変えられるのです。終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちにです。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私たちは変えられるのです。朽ちるものは、必ず朽ちないものを着なければならず、死ぬものは、必ず不死を着なければならないからです。しかし、朽ちるものが朽ちないものを着、死ぬものが不死を着るとき、「死は勝利にのまれた。」としるされている、みことばが実現します。「死よ。おまえの勝利はどこにあるのか。死よ。おまえのとげはどこにあるのか。」

これは携挙について私たちに何と言っているのでしょうか？それは終わりのラッパと共に起こり、素早く、瞬きの一瞬の間に起こると言っています。

神のラッパと第七の御使いのラッパ

さて、この「ラッパ」を、黙示録にある第七の御使いのラッパと混同してはいけません。黙示録11章15節で語られている第七の御使いのラッパは、大患難の期間に起こります。しかし、第一テサロニケ人への手紙4章16節で言及されているラッパは、教会が携挙される時に鳴ります。

黙示録にある第七の御使いのラッパは、わざわいであると宣言されています。第四の御使いのラッパが吹き鳴らされると、御使いは、「わざわいだ。わざわいだ。わざわいが来る。地に住む人々に。あと三人の御使いがラッパを吹き鳴らそうとしている。」と言いました。また、第五の御使いのラッパが吹き鳴らされると、第一のわざわいは過ぎ去って、その後なお二つのわざわいが来ると宣言しています。第六の御使いのラッパが吹き鳴らされると、「第二のわざわいは過ぎ去った。第三のわざわいがすぐに来る。」と宣言されました。（黙示録11章14節）

ですから、第七の御使いのラッパは、ハレルヤや神への賛美のラッパではなく、わざわいのラッパです。

変貌

この聖書箇所から私たちが学ぶ事は、携挙が起こった時、私たちは変貌を遂げるのだという事です。私たちの体は瞬きの一瞬のうちに変えられるのです。その時点で、私たちには朽ちることのない新しい体が与えられます。

私たちの両親や系図は、私たちにこの地上の体を与えました。時々、あなたは見ただけで、その人がその両親と血縁関係があると言う事ができます。たとえあまり似ていない場合でも、体の遺伝的構成を私たち両親の血筋に直接たどっていく事ができます。しかし、何世紀もの間に損傷が起こりました。私たちの体は変わり、朽ちていきます。この朽ちていく体は、以前はこのようではありませんでした。しかし、携挙の時点で、私たちは朽ちないものを着ます。死に服従しているこの死ぬべき体は不死を着ます。

いつ？

イエス様は携挙について話された時、「誰もその日、その時を知らない」と言われました。それが起こる特定の日や時を私たちが宣言するのは、聖書的な推定ではありません。もし私たちがその時を知っていると言うならば、私たちは、この地上におられた時のイエス様よりも優れた知識があると誇っていることになります。

私たちは携挙の正確な時を知りませんが、パウロは第一テサロニケ人への手紙5章で私たちに言っています。「兄弟たち。それらがいつなのか、またどういう時かについては、あなたがたは私たちに書いてもらう必要がありません。主の日が夜中の盗人のように来るということはあなたがた自身がよく承知しているからです。人々が『平和だ。安全だ。』と言っているそのようなときに、突如として滅びが彼らに襲いかかります。ちょうど妊婦に産みの苦しみ臨むようなもので、それをのがれることは決してできません。しかし、兄弟たち。あなたがたは暗やみの中にはいないのですから、その日が、盗人のようにあなたがたを襲うことはありません。」（第一テサロニケ人への手紙5章1-4節）つまり、携挙は私たちを驚かせません。

さて、あなたは、「教会の携挙が起こる前にどのような預言や状態が必要ですか？」と聞くかも知れません。成就されていないしるしや預言はありません。必要な預言は全て成就されています。これは、もう携挙がいつでも起こり得ることを意味しています。

私たちは、携挙がイエス様の再臨よりも先に起こると確実に知っているので、そして、再臨に関する預言が今日の私たちの世界で成就しているのを知っているので、携挙が本当に非常に近いはずであると確信できます。

あなたは、「その日は盗人のようにやって来ますか？」と聞くかも知れません。私たちは、第一テサロニケ人への手紙5章4節を読んだばかりです。あなたがたは暗やみの中にはいないのですから、その日が、盗人のようにあなたがたを襲うことはありません！神は、イエス・キリストの再臨の前に起こる事について私たちに警告を与えてくださいました。しかし、携挙に関してはいつでも起こり得る事としてイエス様は語られました。イエス様は、教会が彼の来臨が差し迫っていると期待して生きるようにと願っておられます。そして、それは以下4つの理由からです。

まず第一に、イエス様がすぐにでもやって来られるのであれば、全世界に福音を告げ知らせるという私たちの役目に緊急感を与えます。彼の来臨が今日かもしれない、また、畑は熟して刈り入れるばかりになっている、と覚えておく事は、この失われた死んでいる世の中に、イエス・キリストの良い知らせを分かち合うという役目に私たちを位置づけます。

第二に、聖く生きる為の動機になります。ヨハネは、「愛する者たち。私たちは、今すでに神の子どもです。後の状態はまだ明らかにされていません。しかし、キリストが現れたなら、私たちはキリストに似たものとなることがわかっています。なぜならそのとき、私たちはキリストのありのままの姿を見るからです。」（第一ヨハネの手紙3章2節）と書きました。

それからヨハネは、「キリストに対するこの望みをいだく者はみな、キリストが聖くあられるように、自分を聖くします。」（第一ヨハネの手紙3章3節）と続けました。イエス様がいつ来られてもおかしくないと認識する事は、聖く生きる本当の動機になります。主が今日にでも来られるという事実に照らし合わせると、私たちがすべきである特定の事があります。しかしまず、あなたがすべきでない事を言わせてください。仕事を辞めないでください。家を売らないでください。もしくは、もう返さなくてもいいのだからと思って、どれだけお金を借りられるかと計算しないでください。イエス様は、「私が来るまで商売をしなさい。」（ルカの福音書19章13節）と言われました。

第三に、イエス様の切迫した来臨は、私たちが背筋を伸ばして見上げるようにします。イエス様は、「だから、目を覚ましていなさい。あなたがたは、自分の主がいつ来られるか知らないからです。」（マタイの福音書24章42節）と言われました。2節後には、「だから、あなたがたも用意していなさい。なぜなら、人の子は、思いがけない時に来るのですから。」と言われました。

ヘブル人の手紙の中では、「二度目は、彼を待ち望んでいる人々の為に来られる」（ヘブル人への手紙9章28節）と書かれています。アモスは、「あなたの神に会う備えをせよ。」（アモス書4章12節）と叫びました。

これらの節は、私たちがイエス様の来臨の為に準備し、よく見ているようにと言っています。私たちの罪を赦し、私たちの咎を消し去る準備ができており、またそのようにしたいと願っておられるイエス・キリストに、私たちが心を明け渡す時が今であると警告しています。

そして、神が私たちに、イエス様の来臨がすぐであると期待して生きるように願っておられる第四の理由は、私達がこの世界の物質的な事に対して正しい態度を持ち続けるのを助けるからです。主が来られる事についてパウロがコリント人に書いた中で、パウロは彼らに、時は縮まっていると警告しています。そして、信者として、この世との関わりをできるだけ軽くするように（この世の事に深く関わらないように）と勧めています。つまり、身軽でいなさい。私たちはあまりにもこの世と深く関わって密着していて、主が教会の為に来られた時に、「主よ、ちょっと待ってください。」などと言いたくはありません。そのような時間はありません。また、神が私達の為に計画してくださっているものは、この世のものとは比べ物になりません。

シーン2：たとえ話

目を覚ましていなさい

イエス様は教会の携挙に関して「目を覚まして用意していなさい。」と言われました。そして、目を覚ましてよく見ている事の大切さ、準備している事の重要さを強調するいくつかのたとえ話を話されました。「人の子が来るのは、ちょうど、ノアの日のようだからです。洪水前の日々は、ノアが箱舟に入るその日まで、人々は、飲んだり、食べたり、めとったり、とついだりしていました。」（マタイの福音書24章37-38節）これらの人々は洪水が来た時に驚きました。その日は普通の日と同じでした。彼らは神の裁きが来るとは予期していませんでした。そしてイエス様は、ご自身が教会の為に来られる時も、この世界はこれと同じような状態であると言っているのです。この世が通常の日常生活を送っている間に、突如携挙が起こります。

イエス様は言われました。「だから、目を覚ましていなさい。あなたがたは自分の主がいつ来られるか知らないからです。しかし、このことは知っておきなさい。家の主人は、どろぼうが夜の何時に来ると知っていたら、目を見張っていたでしょうし、また、おめおめと自分の家に押し入られはしなかったでしょう。だから、あなたがたも用心していなさい。なぜなら、人の子は、思いがけない時に来るのですから。」（マタイの福音書24章42-44節）それからイエス様は、良いしもべと悪いしもべについて話されました。「主人から、その家のしもべたちを任されて、食事時には彼らに食事をきちんと与えるような忠実な思慮深いしもべとは、いったいだれでしょうか。主人が帰ってきた時に、そのようにしているのを見られるしもべは幸いです。」（マタイの福音書24章45-46節）しかし、イエス様は言われました。「それが悪いしもべで、『主人はまだまだ帰るまい。』と心の中で思い、その仲間を打ちたたき、酒飲みたちと飲んだり食べたりし始めていると、そのしもべの主人は、思いがけない日の思わぬ時間に帰って来ます。そして、彼をきびしく罰して、その報いを偽善者達と同じにするに違いありません。」（マタイの福音書24章48-51節）

マタイの福音書25章2-6節で、イエス様は十人の娘について語られました。そのうち五人は賢く、五人は愚かでした。彼女達は花婿が来るのを待っていましたが、ついに到来の叫び声を聞いた時、彼女達は眠っていました。「見なさい。花婿がやって来ます。」彼女達は起きてともしびを整え始めましたが、愚かな娘達は、自分たちのともしび皿の油が無くなっているのに気付きました。そこで彼女達は、賢い娘達から油をもらおうと思いましたが、賢い娘達は、「いいえ。あなたがたに分けてあげるにはとうてい足りません。あなたがたは店に買いに行った方がよいでしょう。」と言いました。彼女達が油を買いに行っている間に花婿が来ました。「用意のできていた娘達は、彼と一緒に婚礼の祝宴に行き、戸が閉められた。」と書いてあります。ですから、わかるでしょう。イエス様が語られた全ての状況において、目を覚ましている事の重要性は明らかです。なぜなら、携挙はいつでも起こり得ますし、あなたはそれを前もって警告されないからです。ですから、あなたは準備していなくてはなりません。あなたは目を覚ましてよく見ている必要があります。愚かな娘達が戻って来て婚礼の祝宴に入ろうとしましたが、彼女達にはそれが許されませんでした。マタイの福音書25章11-12節にはこう書かれています。「その後で、他の娘達も来て、『ご主人様、ご主人様、開けてください。』と言った。しかし、彼は答えて、『はっきり言うが、私はあなたがたを知らない。』と言った。イエス様は警告しています。「だから、目を覚ましていなさい。あなたがたは人の子が来るその日、その時を知らないからです。」

ヘブル人の手紙9章28節を読むと、「キリストも、多くの人の罪を負うために一度、ご自身を捧げられましたが、二度目は、罪を負うためではなく、彼を待ち望んでいる人々の救いのために来られるのです」とあります。彼を熱心に待ち望んでいる者達の為にです。主は、私達が主をよく見ているように、そして主が来られた時に準備ができているように、と望んでおられ、期待しておられます。

シーン3：教会が明らかにされる（教会の覆いが取り外される）

黙示録は、将来の出来事の記録を私達に提供する為に、使徒ヨハネに与えられました。「黙示」のギリシャ語は「アポクリプス（apocalypse)」で、「明らかにする、覆いを取り外す」という意味です。この黙示の中で、神はヨハネに将来を明らかにしています。

黙示録は三つの部分に分けられます。黙示録1章19節はそれら三つの部分について説明しています。「あなたの見た事、現在の事、今後起ころうとする事を、書きとめなさい。」

ヨハネは1章で、彼が見た、右手に牧師達を持ち、教会の間に立っておられる栄光あるキリストの姿を書いています。2章と3章は現在の事、教会の事、教会の歴史の事を述べています。これらの章で、イエス様は7つの教会にあてて語っています。教会の歴史の記録が、これら7つの教会に起こった出来事、又これら教会を通して起こった出来事に表現されています。

これら教会をよく見てみると、私達は共通の忠告を見る事ができます。ある教会はほめられ、ある教会は戒めを受けましたが、全ての教会は、御霊が彼らに語る事をよく聞くように勧められています。そして、それを心に留めて勝利を得る者には特別な約束が与えられています。

エペソ：使徒の教会
イエス様がこれらの各教会にあてて語った時、まず初めに、彼らが行なった良い事（もしあれば）についてほめています。エペソの教会については、彼らの行ないと労苦と忍耐、また偽りの使徒達を見抜いた事を認めています。

エペソにある教会に書き送れ。「右手に七つの星を持つ方、七つの金の燭台の間を歩く方が言われる。『わたしは、あなたの行ないとあなたの労苦と忍耐を知っている。また、あなたが、悪い者たちをがまんすることができず、使徒と自称してはいるが実はそうではない者たちをためして、その偽りを見抜いたことも知っている。あなたはよく忍耐して、わたしの名のために耐え忍び、疲れたことがなかった。（黙示録2章1-3節）

これは主の為に働いた教会でした。そして、それは良い事です。私達はもちろん、私達の行ないによって義とされるのではないと知っています。しかし、人が本当に救われたのであれば、その救いの証拠は行ないによって現されます。神は彼らの行ない、労苦と忍耐を知っていると宣言しています。

彼はまた、彼らが悪を我慢して妥協するのを拒否した事もほめています。今日の教会の弱点の一つは、私達が悪い習慣を我慢し始めたことにあります。あるグループは、教会が彼らの聖書的でない悪いライフスタイルに対して話す事を抑えようとします。彼らは教会が彼らの罪の生活を受け入れるように圧力をかけてきます。悲しい事に、多くの教会がそうします。しかし、エペソの教会は、悪に対して発言する事を恐れませんでした。エペソは妥協する教会ではありませんでした。

教会の中にはすばらしい特性があります。外面的にはよくまとめられ機能しているように見えます。全てが良く動いているように見えます。あなたはその教会を見て、「あれはすばらしい教会だ。行ないを見てごらん。働きを見てごらん。彼らの全ての社会活動とその地域に与えている影響を見てごらん。」しかし、主はまだ言う事がありました。

しかし、あなたには非難すべきことがある。あなたは初めの愛から離れてしまった。（黙示録2章4節）

クリスチャンとしての人生で、一番大きな特徴は愛です。愛に勝るものは何もありません。愛は極めて重要なので、神は私達に、心を尽くし、思いを尽くし、精神を尽くし、力を尽くして神を愛せよ、また神が私達を愛してくださったようにお互いを愛せよ、と命令しています。

エペソ教会は全ての良い動きを通りましたが、彼らには一つの極めて重要な感情が欠けていました。私達が神に対してする奉仕が何であれ、私達が神の為にする行ないが何であれ、私達の動機は愛でなくてはなりません。この事において、エペソ教会は失敗していました。

改善策は何でしたか？神はそのステップを明らかに説明しました。思い出す、悔い改める、戻る、です。

それで、あなたは、どこから落ちたかを思い出し、悔い改めて、初めの行ないをしなさい。（黙示録2章5節）

「初めの行ないをしなさい。」あなたがたのうちある人々は、エペソ教会のように初めの愛から離れてしまいました。もしあなたが戻り、初めの行ないをし始めるなら・・・テレビから離れ、かつてしたように神のみことばを夢中になって食べる事にもっと時間を費やすなら・・・あなたの心に再び火がつくのを発見するでしょう。あなたは初めの愛を見つけるでしょう。愛のない道を歩み続ける結果は悲劇です。「もしそうでないなら、」神は言われました。「悔い改めることをしないならば、わたしは、あなたのところに行って、あなたの燭台をその置かれた所から取りはずしてしまおう。」（黙示録2章5節）

イエス様は律法的な関係には全く興味を持っておられません。彼はあなたが義務づけられているとは決して感じてほしくありません。彼はあなたが、「私は主の為にこれをしなくてはならない」と感じるのではなく、あなたが彼を愛しているからしたいのだと願うように望んでおられます。彼は「わたしは愛のない教会には留まらない」と警告しています。彼は、もし愛が動機でないのであれば、全ての行ない、労苦、忍耐、または見極めに興味を持たれません。

それから主は再び彼らをほめます。「しかし、あなたにはこのことがある。あなたはニコライ派の人々の行ないを憎んでいる。わたしもそれを憎んでいる。」（黙示録2章6節）

ニコライという言葉は、祭司を意味する「ニコルNikol」と、信者もしくは信者の上に立つ祭司職を意味する「レイティLaity」もしくは「ラオシーンlaocean」という、二つのギリシャ語からできており、祭司職の設立を意味します。

この箇所が私達に語っている事は、祭司職が既に設立され始めたという事です。人間と神との間に、既に「聖なる人」が入り込み始めました。お互いの為にとりなしをするのは私達にとって良い事ですが、お互いに仲介となろうとするのは必要なく、悪い事です。神と人との間の仲介人として立つのはイエス様だけです。そしてイエス様は、あなたとあなたの天の父との間に誰かが門として立つのを憎んでいます。エペソ教会もそれを憎んでいました。そして彼らはこの事においてほめられました。

それからイエス様は、耳のある者は御霊が教会に言われる事と勝利を得る者への特別な約束を聞くように言われました。「勝利を得る者に、わたしは神のパラダイスにあるいのちの木の実を食べさせよう。」（黙示録2章7節）

歴史的に見ると、エペソの教会は初代の使徒たちの教会、初期の新約聖書時代の教会です。ヨハネがこの手紙を書いた時、教会はまだ約50年しか経っていませんでしたが、既に問題が起こり始めていたのがわかります。そして、教会の歴史が進むにつれて悪化して行きます。

使徒行伝で述べられている教会・・・誕生から30年以内で全世界に福音が届けられ、お互いへの思いやりと愛を表現した教会・・・を除いて、神が意図した目的を果たしている教会は歴史上見つけることができません。教会の歴史は本当のところ失敗の歴史です。神が意図した教会のあるべき姿と教会がすべき事に対する失敗です。イエス様が復活してたった50年後に、イエス様は教会を非難して書いています。七つの教会のうち五つの教会に対し、彼は悔い改めを呼びかけています。ですから、もしあなたが神の本当の教会のモデルを見たいならば、あなたは教会の始まりにまで、つまり使徒行伝にまで戻らなくてはなりません。

スミルナ：迫害された教会

スミルナの教会は、紀元約100年から315年までの教会の歴史を表しています。この期間、教会はローマ政府によって非常に厳しい迫害を受けました。ジョン・フォックス氏は、彼の著書「殉教者達」の中で、この期間に五百万人のクリスチャン達が自分達の信仰の為に殉教したと見積もっています。

「また、スミルナにある教会の御使いに書き送れ。『初めであり、終わりである方、死んで、また生きた方が言われる。』」（黙示録2章8節）スミルナは現在のトルコの大都市の一つであるイズメルです。この美しい港町の信者達は、非常に厳しい迫害を通ろうとしていました。ですから、イエス様は御自身を、「初めであり、終わりである、死んで、また生きた」と証明しています。なぜなら、彼らの多くが殉教に直面していたので、イエス様は御自身を、殺されたがまた生き返った者として証明しています。イエス様は彼らに復活の希望を与えています。

「わたしはあなたの行ないと苦難と貧しさとを知っている。（しかしあなたは実際は富んでいる。）」（黙示録2章9節）初期教会のほとんどのクリスチャン達は奴隷でした。もし裕福な人がクリスチャンになれば、政府は彼らの資産と富を奪取しました。ですから彼らは経済的に貧しかったのです。しかし、最も大切な事において彼らは富んでいました。

あなたの富は、あなたの銀行口座の預金額によって測られるのではありません。それは本当の富ではありません。本当の富は天に蓄えられています。それはあなたが蓄えておいた永遠の宝です。地上で裕福であったある人達は天では貧乏人です。他の地上で貧しかった人達は天では富んでいます。ですからイエス様は、自分の宝を地上に蓄えないようにと警告しました。「そこでは虫とさびで、傷物になり、また盗人が穴をあけて盗みます。」その代わりに、天に宝を蓄えなさい。（マタイの福音書6章19-20節）

「またユダヤ人だと自称しているが、実はそうではなく、かえってサタンの会衆である人たちから、ののしられていることも知っている。」（黙示録2章9節）ほとんどの初期教会への迫害はユダヤ人達によって触発されました。これは歴史上の事実です。使徒パウロは、常に、様々な問題を引き起こしたユダヤ人達によって悩まされました。彼らはパウロが福音を宣べ伝えた全ての場所でパウロを攻撃しました。しかし、イエス様はここで、ある人たちはユダヤ人だと自称しているが、実は全くユダヤ人ではなく、かえってサタンの会衆であると指摘しています。

ヨハネの福音書8章で、イエス様がユダヤ人と話しておられた時、彼らは自分達を自己弁護して「私達の父はアブラハムです。」と言いましたが、イエス様は答えて、「あなたがたがアブラハムの子どもなら、アブラハムのわざを行ないなさい。・・・あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって、あなたがたの父の欲望を成し遂げたいと願っているのです。」と言われました。（ヨハネの福音書8章39、44節）その時点で、彼らは石を拾ってイエス様に投げようとしました。「ユダヤ人」という名を持っているからと言って、彼らが神のわざを行なっているとは限りません。事実、彼らは実際には神の事に反対しているのです。

それからイエス様は、スミルナの教会を励ましています。「あなたが受けようとしている苦しみを恐れてはいけない。見よ。悪魔はあなたがたを試すために、あなたがたのうちのある人たちを牢に投げ入れようとしている。あなたがたは十日の間苦しみを受ける。死に至るまで忠実でありなさい。そうすれば、わたしはあなたにいのちの冠を与えよう。耳のある者は御霊が諸教会に言われる事を聞きなさい。勝利を得る者は、決して第二の死によってそこなわれることはない。」（黙示録2章10-11節）

十日間の患難は、教会に対して非常に厳しい迫害を行なった十人のローマ皇帝の事を言っていると考えられます。パウロは紀元64年から68年の間にネロ皇帝の支配下で首を切られました。ドミティアヌス皇帝は紀元95年から96年の間にヨハネをパトモス島に追放しました。トラヤヌス皇帝（紀元104-117年）はイグナティウスを火あぶりの刑に処しました。ポリカープはマルクス・アウレリウス皇帝（紀元161-180年）の支配下で殉教しました。他の残虐な独裁者は以下の通りです。セウェルス（紀元200-211年）、マクシミヌス（紀元235-237年）、デキウス（紀元250-253年）、ウァレリアヌス（紀元257-260年）、アウレルアヌス（紀元270-275年）。そして最悪なのが、紀元303年から313年のディオクレティアヌス皇帝でした。

イエス様はスミルナの教会に「恐れるな」と言われました。マタイの福音書10章28節で、彼は同じ忠告を与えています。「からだを殺しても、たましいを殺せない人たちなどを恐れてはなりません。」私達はこの地上で迫害に苦しむかもしれませんが、天では報いが待っています。私達はここではイエス様の名の為に苦しむかもしれませんが、永遠の栄光といのちの冠の希望を持っています。

ペルガモ：妥協した教会

ペルガモの教会は、コンスタンティヌス帝によって発展させられた国教としての教会に該当します。この期間、紀元315年から505年までの間は、教会の歴史上、最も悲劇的な期間の一つです。なぜならこの期間に、この世が教会の一部分となったからです。コンスタンティヌス帝がキリスト教を国教とした時、キリスト教を実際に法律化した時、教会と国の一体化が非常な悪を作り出しました。

ペルガモの教会にあてたイエス様の初めの言葉は、「ペルガモにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い、両刃の剣を持つ方がこう言われる。』」（黙示録2章12節）この描写は、黙示録1章のイエス様の描写、「口からは鋭い両刃の剣が出ている。」（黙示録1章16節）と重なります。ヘブル人への手紙4章12節は、「神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関節と骨髄の分かれ目さえも刺し通し、心のいろいろな考えやはかりごとを判別することができます。」と言っています。ですから、イエス様が御自身を鋭い両刃の剣を持つ方と述べてこの手紙を始めているので、裁きが来るのだとわかるでしょう。

「わたしは、あなたの行ないと、あなたの住んでいる所を知っている。そこにはサタンの王座がある。」（黙示録2章13節）

ペルガモは異教の神々の神殿で溢れた贅沢な町でした。ほとんどの異教宗教はサタン礼拝をしていました。ペルガモはサタン礼拝の真っただ中に存在していましたが、イエス様は彼らがイエス様に踏みとどまっていた事をほめています。「あなたは、わたしの名を堅く保って、わたしの忠実な証人アンテパスがサタンの住むあなたがたの所で殺された時でも、わたしに対する信仰を捨てなかった。」（黙示録2章13節）

彼らは、周りの悪い習慣にも関わらず、迫害の恐れにも関わらず、彼らの信仰に堅く立っていました。

しかし、あなたには少しばかり非難すべき事がある。あなたのうちに、バラムの教えを奉じている人々がいる。バラムはバラクに教えて、イスラエルの人々の前に、つまずきの石を置き、偶像の神に捧げた物を食べさせ、また不品行を行なわせた。（黙示録2章14節）

「バラムの教え」は、民数記22-24章で、モアブの王バラクが、預言者バラムに、もしイスラエルの民を呪うならば、豊かな富の報酬を与えると約束した事を言っています。バラムがイスラエルの民に対して呪いを言えなかった時、彼はその代わりにどのようにすれば彼らを引き落とす事ができるかを教えました。「イスラエルの民が神から離れて偶像を拝み始めるようにしなさい。」と彼は提案しました。「そうすれば、彼らの神、ねたむ神が、彼らを打ち倒すでしょう。」そこで、バラクは自分達モアブの娘達に、イスラエルの民を性的な罪と偶像礼拝に引きずり込むように指導しました。

簡単に言えば、バラムの教えは偶像礼拝です。しかし、もっと広い意味では、指示されていない方法で神を礼拝する事です。モアブの民は、性的な儀式を通して豊穣の女神アフロダイテを礼拝していました。彼らはイスラエルの民にこの習慣を紹介しました。そして、イスラエルの民はそれに喜んで参加したのです。しかし、他にも指示されていない方法で神を礼拝するたくさんの方法があります。そのうちの一つが、祭司職を発展させる事やアイコン（偶像となる像や絵などのイメージ）を尊重する事です。これが、ペルガモの教会で始まった事、つまり、祭司職の階層化、また神聖化された遺物やアイコン（イメージ）の作成です。

しかし、もっとあります。「それと同じように、あなたがたの所にもわたしが憎むニコライ派の教えを奉じている人々がいる。」（黙示録2章15節）エペソの教会はニコライ派の行いを憎んでいました。しかし、ペルガモの教会のある人々はニコライ派の行いを容認していました。「悔い改めなさい。もしそうしないなら、わたしは、すぐにあなたの所に行き、わたしの口の剣をもって彼らと戦おう。」（黙示録2章16節）

それから、イエス様は各教会にするように、彼らに御霊が言われる事を聞くように忠告し、勝利を得る者への約束を与えます。「耳のある者は御霊が諸教会に言われる事を聞きなさい。わたしは勝利を得る者に隠れたマナを与える。また、彼に白い石を与える。その石には、それを受ける者のほかはだれも知らない、新しい名が書かれている。」（黙示録2章17節）

神はあなたのために新しい名前を持っておられます。誰も知らない、神だけが御存知の特別な名前です。その新しい名前は、あなたの将来、神があなたのために用意してくださっている全ての事に関係した名前でしょう。

次に続いて登場する4つの教会は、歴史的に相対する部分を持っていますが、各教会が今日までも続いています。テラテアやサルデスの教会について読んでいくと、様々な伝統的宗派の背景を持っている読者は気分を害するかもしれません。しかし重要な事は、イエス様は一つの特定の教会を指摘しているのではなく、歴史上を通して、また今日の教会に存在している全ての間違いや弱点を明らかにしているのだと言う事です。

テラテア：異教の教会

テラテアの教会は、紀元500年から現代までの教会の歴史を表しています。以下私達がこれら4つの教会について述べていく時、これら全ての教会が今日も存在します。

また、テラテアにある教会の御使いに書き送れ。「燃える炎のような目を持ち、その足は光り輝くしんちゅうのような、神の子が言われる。」（黙示録2書18節）

黙示録1章で、イエス様は、燃える炎のような目と、炉で精錬されて光り輝くしんちゅうのような足を持っていると説明されています。聖書中、青銅（しんちゅう）は裁きを象徴しています。イスラエルの民の不平不満が燃える蛇の災いをもたらした時、蛇がイスラエルの民を噛んで、噛まれた者は死にました。その時、神はモーセに青銅（しんちゅう）の蛇を作り、それを旗ざおの上に付けるように命じました。そして、蛇に噛まれた者がそれを見れば、彼らは癒されました。旗ざおの上に付けられた青銅（しんちゅう）の蛇は、彼らの罪が裁かれた事の象徴でした。誰でもその蛇を見た者は生きました。（民数記21章9節は、英語の欽定訳では青銅（Bronze)の蛇ではなくて、しんちゅう・黄銅(Brass)の蛇。英語の欽定訳では、民数記21章9節でも黙示録2書18節でも、同じ「しんちゅう・黄銅(Brass)」が使われている。：訳者注釈）

イエス様は、「モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子もまた上げられなければなりません。それは、彼を信じる者がみな、滅びることなく、永遠のいのちを持つためです。」と言われました。（ヨハネの福音書3章14、15節）私達の罪は十字架上で裁かれました。ですから、「しんちゅうの足」は、イエス様がこの異なった教えに対してもたらす裁きを言っています。

「わたしは、あなたの行ないとあなたの愛と信仰と奉仕と忍耐を知っており、また、あなたの近頃の行ないが初めの行ないにまさっていることも知っている。」（黙示録2章19節）

私がこの箇所を読む時、私はマザーテレサと彼女のインドのスラム街でのものすごい働きを思います。私は、何とたくさんの人達が貧しい人々の間で自分たちの人生をクリスチャンとしての奉仕に献身したことかと思います。イエス様は、これら忠実なしもべ達の犠牲を見ておられます。そしてもちろん、カトリック教会はその信者達に、神に対してものすごい信仰を持つように、またイエス・キリストが処女から誕生したのだと教えています。それらは良い事ですが、カトリック教会にはいくつかの問題があります。

しかし、あなたには非難すべき事がある。あなたはイゼベルという女をなすがままにさせている。この女は、預言者だと自称しているが、わたしのしもべたちを教えて誤りに導き、不品行を行なわせ、偶像の神に捧げた物を食べさせている。」（黙示録2章20節）

イゼベルは旧約聖書中のアハブ王の妻です。北イスラエル王国にバアル礼拝を持ち込み、霊的不品行を行なうようにそそのかしたのがイゼベルです。

イスラエルが神と結ばれるように意図されたように、教会はイエス・キリストと結ばれるように意図されています。イエス・キリストと結ばれると言う事は、私達が彼に対して完全に忠実であること、彼だけを礼拝する事を意味します。何か他のものを礼拝する事は霊的不品行の要素となります。神はイスラエルの民に言われました。「あなたには、わたしの他に、他の神々があってはならない。あなたは、自分のために、偶像を造ってはならない。上の天にあるものでも、下の地にあるものでも、地の下の水の中にあるものでも、どんな形をも造ってはならない。それらを拝んではならない。」（出エジプト記20章3-5節）つまり、神はアイコン（偶像となる像や絵などのイメージ）を禁止しました。

イゼベルはバアルの偶像をイスラエルの民に紹介しました。彼らはその偶像を家に置き、導きを得る為にその偶像を拝みました。これがイメージ、偶像の始まりです。私達は異なった宗派を通してこれらを見る事ができます。イエス様のように見せかけた絵や像、マリヤの偶像、人間によって高められた聖徒達の偶像などです。

主は、こう言われました。「わたしは悔い改める機会を与えたが、この女は不品行を悔い改めようとしない。見よ。わたしは、この女を病の床に投げ込もう。また、この女と姦淫を行なう者たちも、この女の行ないを離れて悔い改めなければ、大きな患難の中に投げ込もう。また、わたしは、この女の子供達をも死病によって殺す。こうして全教会は、わたしが人の思いと心を探る者であることを知るようになる。また、わたしは、あなたがたの行ないに応じてひとりひとりに報いよう。」（黙示録2章21-23章）

悔い改めて彼らの行ないから離れなければ、この教会は大患難の期間に入る事に注目してください。しかし結論は、もし彼らが悔い改めるならば、彼らは大患難から免れると言う事です。

しかし、テラテアにいる人達の中で、この教えを受け入れておらず、彼らの言うサタンの深い所をまだ知っていないあなたがたに言う。わたしはあなたがたに、他の重荷を負わせない。（黙示録2章24章）

歴史上、この期間に、オークションで最も高額をかけた者にローマ教皇の地位が与えられたのは事実です。それは否定できません。ローマ教皇の地位は何度も神聖を汚されました。しかし同時に、教会の歴史上、この期間に、多くのすばらしい聖徒、完全に主を愛していた人達が出て来たのも事実です。そして、今日のカトリック教会の中にも、私達の主、イエス・キリストを愛しているたくさんのすばらしい人達がいます。イエス様はそのような勝利者にあてて言われています。

「ただ、あなたがたの持っているものを、わたしが行くまで、しっかりと持っていなさい。勝利を得る者、また最後までわたしのわざを守る者には、諸国の民を支配する権威を与えよう。彼は、鉄の杖を持って土の器を打ち砕くようにして彼らを治める。わたし自身が父から支配の権威を受けているのと同じである。また、彼に明けの明星を与えよう。耳のある者は御霊が諸教会に言われる事を聞きなさい。」（黙示録2章25-29節）

私達を愛し、御自身を捧げてくださったお方が、私達は祭司の王国となると約束してくださっています。勝利を得る者は、キリストが支配する千年王国の間、主と共に義を持って地上を治めます。

サルデス：死んだ教会
また、サルデスのある教会の御使いに書き送れ。「神の七つの御霊、及び七つの星を持つ方がこう言われる。わたしは、あなたの行ないを知っている。あなたは、生きているとされているが、実は死んでいる。」（黙示録3章1節）

すばらしい紹介ではありません。歴史上、サルデスの教会は、紀元1500年代のプロテスタント改革期から現代までを表しています。改革は神の霊の力強い動きと共に始まり、ルター、カルバン、ノックス、ズウィングリ、ハスのような偉大な改革者達の名前でいっぱいです。それは聖書への愛が新鮮にされた時期でしたが、すぐに組織化した構造へと発展していきました。主は彼らの行ないの問題を取り上げています。「目を覚ましなさい。そして死にかけている他の人達を力づけなさい。わたしは、あなたの行ないが、わたしの神の御前に全うされたとは見ていない。」（黙示録3章2節）

プロテスタント改革は完全な改革ではありませんでした。プロテスタント教会はたくさんのバビロニアの伝統をカトリック教会から持ち込みました。そのようなわけで、それはすぐに死んでしまいました。かつては神の事に生きていた大きな宗派の多くが、今日では正統派的伝統と共に死んだものとなっています。

例えば、幼児洗礼は聖書中では教えられていません。それは、カトリック教会がバビロニア宗教から取り入れて作り出したものでした。またカトリック教会は、異教の祝日を取り入れてキリスト教の名前を付けました。クリスマスはキリストの誕生祝いとされていますが、実際は、ローマのサターナリアの祝いが基になっており、それは古代バビロニアのセミラミスに生まれたタムーズの誕生祝いを起源としています。タムーズは神として礼拝されていました。ですから、母親のセミラミスと子供のタムーズがいるわけです。聖書にはキリスト誕生の実際の日付けについて書かれていないという事実、また、10月以降に羊飼いが野宿で夜番をしながら羊の群れを守ると言う事はあり得ないという事実にもかかわらず、カトリック教会はセミラミスの祝いを適用し、その日にキリストの誕生を祝う事に決めました。

イースター（復活祭）はもう一つの例です。イースターという言葉は、異教の女神アシュタロテの名前から来ています。春分の時期、異教の信者達は、卵に色を塗る事によって新しい命を祝いました。卵に色を塗る事は永続する命を表していました。カトリック教会はその宗教議式を適用し、アシュタロテからイースターという名前まで取りました。

改革時に、多くのバビロニアの影響がプロテスタント教会に持ち込まれました。このようなわけで、主は、「わたしは、あなたの行ないが、わたしの神の御前に全うされたとは見ていない。」と言われました。完全な断絶がありませんでした。ですから、主は、「だから、あなたがどのように受け、また聞いたのかを思い出しなさい。それを堅く守り、また悔い改めなさい。もし、目を覚まさなければ、わたしは盗人のように来る。あなたには、わたしがいつあなたの所に来るか、決してわからない。」（黙示録3章3節）と言われました。

教会がプロテスタントの形式から抜け出て、彼らが改革を起こした起源を思い出してそこに戻る事は良い事です。ルターがカトリック教会から抜け出し、「義人は信仰によって生きる」と言った時、そして、「霊と賜物は私達のものだ」と分かち合い、霊の力と賜物について語った時の事を思い出すのは良い事です。ジョン・ノックスとジョン・ウェスリーを思い出すのは良い事です。悲しい事に、これらのうちのある改革者達は、彼ら自身が始めた教会で現在受け入れられません。

「しかし、サルデスには、その衣を汚さなかった者が幾人かいる。彼らは白い衣を着て、わたしと共に歩む。彼らはそれにふさわしい者だからである。」（黙示録3章4節）改革によって出て来た全ての教会が死んでいるわけではありません。私は、ルーテル教会や長老教会の中で、長い間奉仕している何人かのすばらしいミニスター達の事を思います。しかし残念な事に、全体として教会を見た時に、冷たく、形式的で、宗教儀式的になっています。それは生きているとされていますが、死にそうになっています。

それから、イエス様は勝利者に約束を与えます。「勝利を得る者は、このように白い衣を着せられる。そして、わたしは、彼の名をいのちの書から消すような事は決してしない。わたしは彼の名をわたしの父の御前と御使いたちの前で言い表す。耳のある者は御霊が諸教会に言われる事を聞きなさい。」（黙示録3章5-6節）

一度イエス・キリストを信じて救われたならば、何をしても絶対に救いを失う事はないと、永遠の保証の概念を非常に強く握っている人は、この聖書箇所に大きな問題を持ちます。彼らの解説を読み、彼らがどのようにイエス様のことばを湾曲させようとしているかを見る事は興味深い事です。もし人の名前がいのちの書から消される事が不可能ならば、なぜイエス様はこのように言われたのでしょうか？彼のことばは全く意味のないことになります。そのような事が可能でないならば、一体なぜ彼はそのような提案をするのでしょうか？

勝利を得る者は白い衣を着せられます。そして、彼らの名前が神の御前と御使いたちの前で言い表されます。

フィラデルフィア：愛されている教会

フィラデルフィアの教会は、トルコ人がそこに残っていたクリスチャン達を殺して教会を滅ぼした紀元約1300年まで続きました。古代都市フィラデルフィアの名残りはビザンチン教会の廃墟です。

また、フィラデルフィアにある教会の御使いに書き送れ。聖なる方、真実な方、ダビデのかぎを持っている方、彼が開くと誰も閉じる者がなく、彼が閉じると誰も開く者がない、その方がこう言われる。（黙示録3章7節）

主は御自身を、ダビデのかぎを持っている方、彼が開くと誰も閉じる者がなく、彼が閉じると誰も開く者がない、と紹介されました。そして、「わたしは、あなたの行ないを知っている。見よ。わたしは、誰も閉じる事のできない門を、あなたの前に開いておいた。」（黙示録3章8節）と言われました。

神はしばしば、私達のために機会の戸を開く事によって私達を導かれます。そして、しばしば戸を閉じる事によって私達をストップなさいます。神が戸を閉める時、私達は無理矢理その戸を開けようとしたり、壊そうとしたりすべきではないと私は信じています。私は、開けられる戸があると同じように、閉じられる戸があると受け入れる事を学んできました。ですから、もし神が一つの戸を閉じるならば、別の戸を探してください。その戸を壊して開け入ろうとしないでください。神は他に計画をお持ちです。これはとてもすばらしい生き方です。ただ神に、あなたの前の戸を開けたり閉めたりしていただく事です。これは全てのプレッシャーを取り除きます。

「なぜなら、あなたには少しばかりの力があって、わたしのことばを守り、わたしの名を否まなかったからである。」（黙示録3章8節）フィラデルフィアの教会は、最後の時代の教会です。宗派を持っていません。これは大きな力を持っていない、小さな力しかない教会です。しかし、神のことばを忠実に保った教会です。宗派を持った教会の中でも神のことばを忠実に教えている所はいくつかありますが、牧師が聖書の各章各節ごとに通して教える教会は、今日ではあまり残っていません。

この小さな教会は、力ある強い教会には決してなりません。世界をひっくり返すようにはなりません。しかし、神のことばを忠実に保ち続け、イエス様の御名を否定しません。

神はフィラデルフィアの教会のその点を愛しておられます。「見よ。サタンの会衆に属する者、すなわち、ユダヤ人だと自称しながら実はそうではなくて、うそを言っている者たちに、わたしはこうする。見よ。彼らをあなたの足もとに来てひれ伏させ、わたしがあなたを愛していることを知らせる。」（黙示録3章9節）

ある日、ユダヤ人は、自分達の先祖がイエス様が約束されたメシヤであると認識する事に失敗した時、自分達の先祖が国家の歴史上で最も大きな悲劇的な間違いを犯したと気付くでしょう。それは、大患難の間、彼らがメシヤとして崇める人物が、実は反キリストであるとわかる時に起こります。反キリストが再建された神殿に立ち、自分こそ神であると宣言する時、彼らは騙されていたと気付き、大勢の者がイエス・キリストに向くようになります。そして、彼らは教会の真理に気付きます。ですから、主は言われました。「彼らをあなたの足もとに来てひれ伏させ、わたしがあなたを愛していることを知らせる。」

さて、主はここで慰められる約束を与えています。「あなたが、わたしの忍耐について言ったことばを守ったから、わたしも、地上に住む者たちを試みるために、全世界に来ようとしている試練の時には、あなたを守ろう。」（黙示録3章10節）

試練の時とは、もちろん、大患難の事を言っています。世界はこの恐ろしい時期の間、血の海（大虐殺）を通ります。それは、この世が未だかつて見た事もなく、またこれからも見る事がないような患難の時です。

ヨハネが大患難の詳細について神から啓示を受けた時、彼は二千年前に生きていた人間として、彼の時代の後に開発された戦争兵器については全く知らない人間としての目を通して見ていました。彼は、飛行機を見た事がなく、戦車を見た事もなく、人間を滅ぼすように意図された現代の戦争兵器も見た事がない人間でした。これらの事に関する知識が無い状態で、彼は彼の時代にあった物を用いて一番わかりやすい方法でこれらの事を述べています。

しかし、私達がそのイメージや説明を見て行く時、それらがどのように私達が今日持っている多くの戦争兵器や争いに・・・原子核爆弾、核爆弾についてまでに適応するかを見る事ができます。私達は、神が神の憤りと裁きをこの世に注がれる時、人類が大量に滅ぼされるのを垣間見ることができます。この裁きの時に起こる事は、私達が歴史書で読んだ何事にも比べられないものです。ホロコースト、戦争、洪水、そして、神が天から火と硫黄を送ってソドムとゴモラを破壊した事でさえ比べ物になりません。しかし、フィラデルフィアの教会が神の忍耐のことばを守ったので、神は彼らにこの祝福された約束を与えています。「わたしも、地上に住む者たちを試みるために、全世界に来ようとしている試練の時には、あなたを守ろう。」（黙示録3章10節）

「見よ。わたしはすぐに来る。あなたの冠を誰にも奪われないように、あなたの持っているものをしっかりと持っていなさい。勝利を得る者を、わたしの神の聖所の柱としよう。彼はもはや決して外に出て行くことはない。わたしは彼の上にわたしの神の御名と、わたしの神の都、すなわち、わたしの神のもとを出て天から下って来る新しいエルサレムの名と、わたしの新しい名とを書き記す。耳のある者は御霊が諸教会に言われる事を聞きなさい。」（黙示録3章11-13節）

イエス様はすぐにやって来られます。イエス様の来臨は素早く、瞬きの一瞬のうちに起こります。ですから、フィラデルフィアの教会は、主の来臨が近い事を覚え、今持っているものをしっかり握っているようにと警告されています。

パウロは、「私は勇敢に戦い、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました。今からは、義の栄冠が私のために用意されているだけです。かの日には、正しい審判者である主が、それを私に授けてくださるのです。私だけでなく、主の現われを慕っている者には、誰にでも授けてくださるのです。（第二テモテへの手紙4章7-8節）」と言いました。主の現われを慕っている全ての者には、義の栄冠が与えられます。「あなたの冠を誰にも奪われないように、あなたの持っているものをしっかりと持っていなさい。」

ラオデキヤ：なまぬるい教会

また、ラオデキヤにある教会の御使いに書き送れ。アーメンである方、忠実で、真実な証人、神に造られたものの根源である方がこう言われる。（黙示録3章14節）

イエス様はラオデキヤの教会にあてて、御自身を忠実で真実な証人と説明しています。それはどういう意味でしょうか？それは、イエス様が神の本当の証人であるという意味です。それは、もしあなたが、神がどのようなお方か知りたいならば、あなたがイエス様を見れば、神が正確にどのようなお方かはっきりと理解できるという事です。イエス様はユダヤ人に言われました。「わたしと父とは一つです。」（ヨハネの福音書10章30節）イエス様の人生は私達にとって、神がどなたであるかという証です。

わたしは、あなたの行ないを知っている。あなたは、冷たくもなく、熱くもない。わたしはむしろ、あなたが冷たいか、熱いかであってほしい。このように、あなたはなまぬるく、熱くも冷たくもないので、わたしの口からあなたを吐き出そう。（黙示録3章15-16節）

今日、ラオデキヤは廃墟となっています。しかし、それが存在していた時には、興味深い水のシステムを持っていました。二つの水門が遠くから水を持ち込んでいました。一つの水門は山からの冷たい雪溶け水を、もう一つの水門は温泉からの熱いお湯を取り入れていたのです。問題は、熱いお湯がラオデキヤに到達するまでに、約3マイル（約4.8キロメートル）の距離があったのですが、熱かったお湯はなまぬるくなっていました。さて、ほとんどの人は熱いお湯が好きです。ある人は冷たい水が好きです。しかし、なまぬるい水が好きな人はあまりいません。それが、ラオデキヤの教会の状態でした。彼らは熱くも冷たくもありませんでした。彼らはなまぬるかったのです。彼らは主のために燃えてもいませんでしたし、完全な背信者でもありませんでした。彼らは教会に行きましたが、彼らは「どちらでもいい」という立場でした。

イエス様はあなたと、あってもなくてもどちらでもいい、という関係を持ちたくはありません。イエス様はラオデキヤの教会に、「あなたはなまぬるく、熱くも冷たくもないので、わたしの口からあなたを吐き出そう。」と言われました。

「あなたは、自分は富んでいる、豊かになった、乏しいものは何もないと言って、実は自分がみじめで、哀れで、貧しくて、盲目で、裸の者であることを知らない。」（黙示録3章17節）「あなたはこう言っている」この教会は、自分達について特定の意見を持っていました。しかし、重要なのは、私達が自分自身についてどのように思うかではなく、神がどのようにお思いになるかです。彼らは自分達をある見方で見て、神は別の見方で見られました。

この教会は、自分達は富んでおり、乏しいものは何もないと思っていました。私はまたもや、非常に裕福な、ある宗派の教会のことを考えずにはいられません。あるカルト宗教もこのカテゴリーに入ります。これらの教会は、あまりにも大きくなり、経済的にも裕福になり、神から完全に独立しているように感じているのかもしれません。

主は、この現代の背教的教会に対し、「あなたは実はみじめで、哀れで、貧しくて、盲目で、裸の者である」と言われました。あなたは裸にされている、あなたは何も持っていない・・・神は彼らをこのように見ています。彼らが自分達を見ている見方とは対照的な見方です。しかし、神は非常に恵み深く忍耐強いお方です。「わたしはあなたに忠告する。豊かな者となるために、火で精錬された金をわたしから買いなさい。また、あなたの裸の恥を現わさないために着る白い衣を買いなさい。また、目が見えるようになるため、目に塗る目薬を買いなさい。」（黙示録3章18節）

大変興味深い事に、ラオデキヤは目薬を作る薬剤会社の中心地でした。近くのヒラポリスから取れるある特定の白い粘土に医薬効果があると考えられていました。彼らはその粘土に甘松を混ぜて、それを医薬の不思議、魔法の目薬としてローマ全土に販売していました。しかし実際は、この同じ成分が近年テストされた結果、医薬効果は全くないということがわかりました。主はこのメッセージの中で、何と個人的に明確に特定している事でしょう。「目が見えるようになるため、目に目薬を塗りなさい。」

この教会は霊的に盲目でした。そして残念な事に、これは今日の多くの人達にも当てはまります。彼らは霊的に盲目です。盲目に、盲目の指導者達に従っています。今日、多くの背信的教会が、ゲイやレズビアンの牧師を雇っています。多くの教会が、聖書の絶対的確実性を否定し、イエス・キリストの神性、イエス・キリストの贖いのわざを否定しています。あなたは「なぜ彼らは存在しているのか」と不思議に思うでしょう。彼らは非常な富と寄付金を残したので存在しているのです。彼らは、人々が彼らの霊的状態に盲目なので存在しているのです。

それから主は、この警告を与えています。「わたしは愛する者をしかったり、懲らしめたりする。だから、熱心になって、悔い改めなさい。」（黙示録3章19節）主はこの教会をまだ愛しておられます。そして主はこの教会を悔い改めに導く為に懲らしめられます。ヘブル人の手紙にはこう書かれています。「わが子よ。主の懲らしめを軽んじてはならない。主に責められて弱り果ててはならない。主はその愛する者を懲らしめ、受け入れる全ての子に、むちを加えられるからである。」（ヘブル人への手紙12章5-6節）

これらの最後の何節かで、私達は教会の歴史の終わりに到達します。そして、私達は主をどこに見つけるでしょうか？私達は戸を叩きながら外に立っている主を見つけます。「見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。誰でも、わたしの声を聞いて戸を開けるなら、わたしは、彼のところに入って、彼と共に食事をし、彼もわたしと共に食事をする。」（黙示録3章20節）

わかりますか、救いは個人的な問題です。イエス様は個人的に各人の心の戸を叩かれます。あなたは宗教的制度によって救われるのではありません。あなたは両親から受け継いだ救いによって救われるのではありません。イエス・キリストの呼びかけに個人的に応答する時にだけ、あなたは救われるのです。

そして、あなたが戸を開けた時、イエス様はどうなさるでしょうか？彼は入って来て、あなたと共に食事をします。彼は、あなたと親密な交わりをするために入って来ます。

ヨハネの時代の文化では、他の人と食事を共にするという事は、深い親密な関係を象徴していました。同じ食事を分かち合うことにより、同じ栄養を分かち合いました。一塊のパンからそれぞれが自分の食べる分を裂きました。ソースが入っている一つの入れ物があって、皆が食べ物をそのソースに付けて食べました。ソースに付けて食べて、口にした食べ物をまたソースに付けて食べる・・・という風にして食事をしました。ですから食事が終わるまでには、皆が同じ細菌を分かち合いました。彼らにとって食事を共にする事は、一つになる事を意味しました。

こういうわけで、イエス様が罪人や取税人と食事を共にした時、人々は驚きました。それは、イエス様が彼らと一つになる事を意味していました。しかし、その意味では何も変わっていません。イエス様はまだ罪人と共に食事をなさいます。ですから、イエス様はあなたと近い親密な関係を持ちたいのです。彼はあなたと一つになりたいのです。そして、彼が戸を叩くのにあなたが応答する時にだけそうなるのです。

ホルマン・ハントという芸術家が「世の光」という絵を描きました。それはイエス様が手に手下げランプを持って戸を叩いている絵です。何人かのホルマンの友人達が彼の描いた絵を見に来た時、一人が、「君はある物を忘れているよ。戸にハンドルが無い。」と言いました。ホルマンは答えて、「いいや、それは間違いじゃないよ。わざとだよ。だって、わかるかい。ハンドルは内側にだけあるんだ。」

ですから、主があなたの心の戸を叩く時、ハンドルはあなたの心の内側だけにあるのです。もしあなたが心の戸を開くなら、主はあなたの心の中に入って来られます。

それからイエス様は、この第七番目の教会に一つの約束を与えられます。「勝利を得る者を、わたしと共にわたしの座に着かせよう。それは、わたしが勝利を得て、わたしの父と共に御座に着いたのと同じである。耳のある者は御霊が諸教会に言われる事を聞きなさい。」（黙示録3章21-22節）

今日イエス様は、天で神の御座に着いておられます。そして彼は、勝利を得る者は彼と共に王座に着く事ができると約束しておられます。何と恵み深い神でしょう！何とすばらしい約束でしょう！

これらの出来事の後

黙示録4章1節は「その後」という言葉で始まります。「その後」という言葉はギリシャ語で「メタタウタ（metatauta) ）で、それは黙示録1章19節で使われている言葉と同じです。黙示録1章19節で、主は「あなたの見た事、今ある事、その後「メタタウタ」に起こる事を書き記せ。」と言われました。ですから、「メタタウタ」という言葉で始まる4章は、すぐに「ちょっと待って。私達は黙示録の三番目の部分に入って行くんだ。」ということがわかるでしょう。私達は「その後（これらの出来事の後）」に起こる事に入って行きます。これは明らかに、2章、3章の教会に関する出来事の後の事を言っています。教会のミニストリーがもはやこの世から無くなった後、教会が地上での証を終えた後、教会が天に携挙された後、この世界に何が起こるのでしょうか。私達が第三幕で見て行くように、私達が去って行くこの世界は、増加する悲しみ、恐れ、荒廃へと投げ込まれます。

開いた門

「その後、私は見た。見よ。天に一つの開いた門があった。」（黙示録4章1節）ヨハネは、彼の時代から携挙までの教会の時代を垣間見せられました。彼はまた、大患難の間に地上に起こる事、それらの出来事に該当して天上で起こっている事も見せられます。しかしその前に、ヨハネはまず天国を垣間見せられます。そして彼はこの箇所で、短く天国の情景を説明しています。彼はそこに、神の御座と御座の前に水晶に似たガラスの海のようなものがあるのを見ます。彼は、ケルビム、つまり神の御座の周りにいる御使いたちが、「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、全能者にして主なる神。昔いまし、今いまし、後に来られる方。」と、昼も夜も絶え間なく宣言しているのを見ます。（黙示録4章8節）

それからヨハネは、二十四人の長老が座っている二十四の座を記しています。そして、ケルビムが神を礼拝し、神の聖なることと神の永遠の御性質を宣言している間、これら二十四人の長老は、御前にひれ伏し、彼らの金の冠を御座の前のガラスの海に投げ出し、神が栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方であること、なぜなら神が万物を創造し、神のみこころによって万物は存在し、創造されたからであると宣言します。英語の欽定訳では、「なぜならあなたは全てを創造し、それらはあなたの喜びのために創造されたのですから。（訳者日本語訳）」と書かれています。（黙示録4章11節）

私はここで少しの間一時停止したいと思います。長老達は神が全てのものを神の喜びのために創造されたと宣言しています。「全てのもの」は、あなたをも含みます。あなたは神の喜びのために存在しているのです。事実、それがあなたが存在している目的です。そして、あなたが考えているどのような目的も、実際には神が意図されたあなたの存在目的よりも劣っています。あなたは、「そんな事は受け入れ難い。」と言うかもしれません。しかし、それ以外あり得ないのです。あなたはその事について何もできません。もちろん、あなたはこう言う事ができます。「私は自分の喜びや楽しみの為に生きて行く。私は神の喜びの為に生きて行く事には興味がない。」神はあなたがそうするのを許されます。しかし、あなたがその道の終わりに到達した時、あなたはソロモンが彼の人生の終わりに感じたのと同じように感じる、と私は保証します。あなたは自分の人生を振り返ってみた時、みじめな皮肉家になるでしょう。あなたは頭を振って、「空虚だ、空虚だ、人生など空虚でフラストレーションでいっぱいだ。」と言うでしょう。なぜなら、あなたがあなたの基本的存在目的の為に生きなかったからです。

黙示録5章は、ヨハネが神の御手に七つの封印で封じられた巻き物があるのを観察すことで始まります。彼が見ていると、一人の「強い御使い」が、大声で「巻き物を開いて、封印を解くのにふさわしい者は誰か。」と言いました。ヨハネは、天にも、地にも、地の下にも、その巻き物を開いて封印を解くのにふさわしい者がいないのを見ます。

この巻き物は地球の所有権利書であるというのが私の意見です。神がこの地球を創造された時、神はそれを人間にお与えになりました。しかし、アダムが罪を犯した時、彼はこの所有権を失ってしまいました。アダムの罪は、地球をサタンの支配に譲ってしまいました。ヨハネの福音書の12、14、16章では、サタンを「この世の王（この世を支配する者）」と言っています。イエス様がこの世に来られた一つの目的は、この世界を神に戻す為でした。彼は買い戻す為に、贖いの為に来られたのです。イエス様は、「人の子は、失われた人を捜して救う為に来たのです。」（ルカの福音書19章10節）と言われました。誰がこの世を買い戻す事ができますか？誰が巻き物を開いて封印を解くのにふさわしい者ですか？明らかに、人間の中には誰一人としてふさわしい者は見つけられませんでした。

その巻き物を開くのにふさわしい者が誰も見つからなかったので、ヨハネは激しく泣き始めました。おそらく、彼は地球の状態を理解し、まるで世界がサタンによって永遠に支配されるかのように見えたのでしょう。しかし、長老の一人がヨハネに言いました。「泣いてはいけない。見なさい。ユダ族から出た獅子、ダビデの根が勝利を得たので、その巻き物を開いて、七つの封印を解くことができます。」（黙示録5章5節）

その時、ヨハネは振り返り、御座と四つの生き物と礼拝している長老達との間に、子羊が立っているのを見ました。聖書はこの子羊について説明し、「ほふられたと見える。これに七つの角と七つの目があった。その目は、全世界に遣わされた神の七つの御霊である。子羊は近づいて、御座に座る方の右の手から、巻き物を受け取った。」と言っています。（黙示録5章6-7節）

子羊が天の父の右の手から巻き物を受け取った時、二十四人の長老が子羊の前にひれ伏した、とヨハネは私達に述べています。そして、彼らはおのおの立琴と香の入った鉢を持っており、それは「聖徒達の祈りである」と語られています。（黙示録5章8節）あなたはどれだけ頻繁に、「あなたの御国が来ますように。あなたのみこころが天で行なわれるように、この地でも行なわれますように。」と祈りましたか？教会はこの祈りを約二千年の間祈って来ました。しかし、黙示録のここで、ついにこの世が私達の主、メシヤの王国となり、彼が永遠に支配される時が来ました。ですから、長老達がこれら小さな鉢、つまり聖徒達の祈りを持って前にやって来て、それを神の御前に捧げます。あなたの祈りが神の御前に甘い香りを放つ香のように立ち上ると知って驚きませんか？あなたはもっと祈りたくなるでしょう。

それから聖徒達が新しい歌を歌いました。「あなたは、巻き物を受け取って、その封印を解くのにふさわしいお方です。なぜなら、あなたはほふられて、その血により、あらゆる部族、国語、民族、国民の中から、私達を神へと買い戻し（贖い出し）てくださり、私達を神の為に王国とし、祭司とされました。私達は地上を治めるのです。」（黙示録5章9-10節：訳者日本語訳）

この歌の歌詞をもう一度見てください。これは、「あなた、イエス様は、巻き物を受け取るのにふさわしいお方です。なぜなら、あなたはほふられたからです。あなたは、あなたの血によって、全ての部族、国語、民族、国民の中から私達を贖ってくださいました。」

ある聖書学者達は、この歌詞は、「なぜなら、あなたはほふられて、彼らを神へと贖い出した」と読むべきだと議論します。アレキサンドリア写本からのわずかな古い写本だけに、「私達」の代わりに、「彼ら」と書かれています。（日本語の聖書には「彼ら（人々）」と書かれています。：訳者注釈）しかし、大多数・・・主要写本の千以上もの古い写本、またはテクスタス・レセプタス（Textus Receptus)・・・には、新欽定訳に翻訳されたように、「私達を神へと贖い出した」と書かれています。これが正しい翻訳です。

それは教会だけが歌う事ができる歌です。それはイスラエルの歌ではありません。旧約聖書には、神がイスラエルをエジプトでの奴隷状態から開放してくださった事についてのモーセの歌があります。しかしこの歌は、教会のように、全ての国々、全ての人種グループからのものです。彼らは、子羊はほふられて、彼の血によって私達を神へと贖い出したので、巻き物を取って封印を解くのにふさわしい、と歌っています。教会だけがこの歌を歌う事ができるので、そして、それは天国で歌われるので、教会は明らかに天国にいます。私達はそこで、イエス様が巻き物を取って封印を解くのにふさわしいお方である事を喜んでいます。

神の大きな裁きである大患難が、イエス様がこの巻き物の封印を解き始めるまでは起こらないというのは興味深い事です。それは、この地上での大患難の間、教会は天国にいる事を意味しています。この歌の中で、その歌詞は教会だけのものです。しかし、私達がコーラスの部分まで行くと、万の幾万倍の御使い達が私達と共に声を上げます。御使い達は贖いを歌う事はできませんが、子羊が力と栄光を受け取るのにふさわしいお方である事は、確かに歌う事ができます。それは、私に「御使いが歌うのは、聖なるかな、聖なるかな（Holy, Holy, is What the Angels Sing)）という古い歌を思い起こさせます。

天国では、私達が今まで知らなかったような歌声がある。

そこでは、御使いが王座におられる子羊への称賛を賛美する。

彼らの甘い立琴は調律が整っており、彼らの歌声は澄んでいる。

おお、私達がここで主に仕える間、私達がもっと彼らのようであるように。

御使いが歌うのは、聖なるかな、聖なるかな。

そして、私も、彼らと共に天国の庭を賛美で鳴り響かせていきたい。

しかし、私が贖いの話を歌う時、彼らは翼を折りたたむ。

なぜなら、御使いは、私達の救いがもたらす喜びを感じた事がないから。

しかし、私は、確かで力強い声が混じり合っているもう一つの歌を聞く。

「私達を贖い出してここに連れて来てくださったお方に」がその歌だ。

私達は患難を通ってこの公平で光輝くこの地にやって来た。

溢れ出る泉で彼は私達の衣を白くしてくださった。

そして、御使いは立って聞いている。なぜなら、彼らはこの歌に参加できないから。

多くの水の音のように、血で洗われた幸せな群衆によって、

彼らは大きな試練について、彼らが戦った戦いについて、そして勝ち取った勝利について歌う。

そして、彼らは、彼らに「よくやった」と言ってくださった彼らの偉大な贖い主をほめたたえる。

だから、私は御使いではないけれど、私は知っている。そこでは、

私は御使いが共に歌うことのできない祝福されたコーラスに参加する。

私は私の救い主について歌う。その方は暗いカルバリで、

私のそむきの罪をただで赦してくださり、罪人を自由にする為に死んでくださった。

私達の声は、何百万もの御使いと混じり合います。何とすばらしい、驚くべきコーラスでしょう！

この地上にやって来る大患難についてイエス様が弟子達にお話になった時、イエス様は、「ですから、あなたがたはやがて起ころうとしているこれら全ての事から逃れ、人の子の前に立つことができるように、いつも目を覚まして祈っていなさい。」（ルカの福音書21章36節）と言われました。あなたがそれに値する（大患難を逃れ、主の前に立つことができる）と認められるように祈っていなさい。私は、イエス様を知っている全ての人が携挙で上に行けるとは思いません。準備ができている人達だけが携挙で上に行けると信じています。イエス様は、目を覚まして準備しているようにと繰り返し警告することによって、それを完璧に明らかにしています。

シーン4：3つのグループ

携挙の時について、どうしてそんなに混乱があるのでしょうか？なぜ、「前期患難説」、「中期患難説」、「後期患難説」、という3つのグループがあるのでしょうか？

終わりの時の教会の位置に関する間違いと混乱は、イスラエル国家に関して神が預言されていることの全てについて誤解する事から起こります。イスラエルは大患難を通ります。これが、エレミヤ書30章7節で語られているヤコブの苦難の時です。「ああ、その日は大いなる日、比べるものもない日だ。それはヤコブの苦難の時だ。しかし彼はそれから救われる。」これが、イエス様が、「あなたがたに告げます。『祝福あれ。主の御名によって来られる方に。』とあなたがたが言う時まで、あなたがたは今後決してわたしを見ることはありません。」（マタイの福音書23章39節）と言われた、その時です。

大患難の期間の後、イスラエルは、「祝福あれ。主の御名によって来られる方に。」と言うでしょう。イエス様は再臨の際に、彼の教会と共に、もう一度戻って来られます。預言者ゼカリヤは、「人が彼に『あなたの両手にある傷は何か』と尋ねるならば、『これはわたしの友達の家で受けた傷だ』と、彼は言うであろう。」（ゼカリヤ書13章6節）と言いました。ですから、イエス様がイスラエルのメシヤであるという栄光ある最初の認識があるのは、イエス様が、この地上に彼の王国を設立しに教会と共に再臨される時（携挙の後）です。

永遠に失われる？

これは、もしあなたが携挙を逃してしまったら、永遠に失われる事を意味しているのでしょうか？いいえ。私達は黙示録7章で、御座と子羊との御前に数えきれないほどの大勢の群衆が立っているのを見ます。彼らは白い衣を着て、しゅろの枝を手に持って、大声で「救いは、御座にいます私達の神と子羊にある。」と叫んでいます。御使いたちはみな、御座と長老達と四つの生き物とのまわりに立っていましたが、彼らも御座の前にひれ伏し、神を拝して言います。「アーメン。賛美と栄光と知恵と感謝と誉れと力と勢いとが、永遠に私達の神にあるように。アーメン。」（黙示録7章10-12節）彼らがこれらの事を神に宣言する時、彼らの賛美が毎回長くなっていく事に注目してください。最初の2つはとても短いものです。「主よ。われらの神よ。あなたは、栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方です。あなたは万物を創造し、あなたのみこころゆえに、万物は存在し、また創造されたのですから。」（黙示録4章11節）しかし、彼らが賛美する度ごとに、毎回この賛美に付け加えていきます。

それでは、これら白い衣を着ているのは誰でしょうか？彼らはどこから来たのでしょうか？それは数えきれないほどの群衆です。明らかに教会ではありません。なぜなら、もし彼らが教会ならば、ヨハネはそうとわかったはずです。しかし、ヨハネにはわかりませんでした。長老の一人が説明しなくてはなりませんでした。「彼らは大きな患難から抜け出て来た者たちで、その衣を子羊の血で洗って、白くしたのです。だから彼らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も神に仕えているのです。そして、御座に着いておられる方も、彼らの上に幕屋を張られるのです。彼らはもはや、飢えることもなく、渇くこともなく、太陽もどんな炎熱も彼らを打つことはありません。なぜなら、御座の正面におられる子羊が、彼らの牧者となり、いのちの水の泉に導いてくださるからです。また、神は彼らの目の涙をすっかり拭い取ってくださるのです。」（黙示録7章14-17節）これらは苦しんだ人達です。これらは大患難の間に多くの事を耐え忍んだ人達です。

教会の携挙は、多くの人にとって、遅れた目覚まし時計のようでしょう。本当に霊にあって歩んでおらず、肉に従って歩んでいる愚かな娘は、花婿がやって来た時に取り残される、と私は信じています。彼らは少なくとも大患難期の一部分に直面する為に残されます。教会が携挙されると、キリストに自分の人生を完全に献身していなかった人達、霊的になまぬるい状態でいた人達は、突然何が起こったかに気付き、私達の主との関係にものすごく真剣になるでしょう。そして、反キリストが全ての人に売り買いの為に彼の刻印を受け取るように命令する時、これらの人達は反キリストの刻印を拒否し、そのために殉教するでしょう。これらの新しく献身した人達は、火から取り出されるようにして救われます。

第五の封印が解かれた時、ヨハネは「神のことばと、自分達が立てたあかしとのために殺された人々の魂が祭壇の下にいるのを見た。彼らは大声で叫んで言った。『聖なる、真実なる主よ。いつまで裁きを行なわず、地に住む者に私達の血の復讐をなさらないのですか。』すると、彼らの一人一人に白い衣が与えられた。そして彼らは、『あなたがたと同じしもべ、また兄弟達で、あなたがたと同じように殺されるはずの人々の数が満ちるまで、もうしばらくの間、休んでいなさい。』と言い渡された。」（黙示録6章9-11節）私は、この箇所で述べられているこのグループが、大患難の間に殉教するべき人数に達し、今、教会に次ぐ立場で天国に入って来たと信じます。教会はキリストの花嫁で、教会はキリストと共にいます。しかし、これらの人々は、神殿にいて昼も夜も神を賛美し、大患難の間に経験した苦難から開放されます。

よく注意していなさい

本当にいつ主が教会の為に来られるか、私達にはわかりません。ルカの福音書の中で、イエス様はこれらの出来事について弟子達に語られました。「あなたがたの心が、放蕩や深酒やこの世の煩いのために沈み込んでいるところに、その日がわなのように、突然あなたがたに臨むことのないように、よく気をつけていなさい。その日は、全地の表に住む全ての人に臨むからです。」（ルカの福音書21章34-35節）あなたが食べたり飲んだりする事、この世の心配事に捕われていないように注意してください。イエス様の警告をよく注意して聞いてください。イエス様は彼の教会の為にやって来られます。イエス様は、天の父のみこころを行なうのに忙しくしており、なおかつ目を覚ましてイエス様を待ち望んでいる彼の教会の為にやって来られます。多くの者が取り残されるでしょう。

多くの場合にそうであるように、行くのに簡単な道と難しい道があります。簡単な道は、主に仕え、主が来られる時に準備しておく道です。難しい道は、今現在を不注意に生きる道です。難しい道は、完全に神に献身せず、自分に都合がいい時にだけ神に仕え、自分に都合がいい時にだけ神を礼拝する道です。牧師として、私はこの態度を非常に懸念しています。私はあまりにも多くの人が、便利な神との関係、どちらでもいいような神との関係に落ち着いているのを見ます。快適な領域は生きていくのに悪い領域です。なぜなら、自己満足に陥ってしまうからです。

携挙は近いです。イエス様は目を覚ましてよく見ているようにと私達に警告されました。あなたは主が教会の為に来られた時、準備ができていますか？

第二幕の為のみことば

教会が大患難から救われる

ローマ人への手紙8章1節

第一テサロニケ人への手紙1章9,10節

第二ペテロの手紙2章4-10節

黙示録3章10, 11節

神の約束

ヨハネの福音書14章1-3節

携挙

第一テサロニケ人への手紙4章13-18節

携挙と変貌

第一コリント人への手紙15章51節

携挙に備えて準備しておく

マタイの福音書24章36-44節

マタイの福音書25章1-13節

マルコの福音書13章32-37節

ルカの福音書17章26、27、34-37節

ルカの福音書21章34-36節

第一テサロニケ人への手紙5章1-11節
第三幕

大患難

悲しみ

第二幕の終わりで、神は裁きの準備の為に、ご自身の教会を地上から取り上げられました。第二幕は期待して楽しみにして待つシーンでしたが、第三幕は悲しみと恐怖と憂いのシーンです。繰り広げられるシーンを読むのは難しいですが、そこに含まれる預言は、終わりの時に繰り広げられるドラマについて、私達に多くを語っています。

想像してください

あなたは50パウンド（約23キログラム）の氷の塊が空から落ちてくるのを想像できますか？50パウンドの重さの雹が集中して降る事によってもたらされる荒廃を理解する事ができますか？あなたはどこに隠れますか？あなたはどうしたら安全でいられますか？そのような重さの雹は、あなたの家の屋根をまるで紙のように突き破ってしまうでしょう。それはあなたの車を真っ平らにしてしまうでしょう。この種の砲撃に対し、一体何が立ち続けていられるでしょう？

あなたはネバタ山脈が、突然、海底五千フィート（約1.5キロメートル）の低さまで落ちてしまうのを思い描けますか？太平洋がその渓谷となった場所を埋めるために流れ込んで来るでしょう。アメリカ西海岸にいる人達は、一体どのようにして逃れる事ができるでしょうか？そこに住んでいる何千万という人達は一体どうなってしまうのでしょうか？

あなたは人が死ねない時の事を考えられますか？おそらく、彼らの肉体は車の事故や飛行機事故によってめちゃくちゃになっているのに、彼らの霊が肉体を離れるのを拒否するのです。彼らはそのような不具の状態で、何ヶ月も死を待ち望んでいなければなりません。

そのような出来事がこの地上に起こります。おそらくもうすぐにです。神は、この地上に、そして神の救いの計画を拒否した人達に、神の怒りを注がれます。聖書によれば、患難は苦悩と恐怖と妄想の三年半です。

シーン1：2つの患難

地上に大患難の時がやって来るという事実は、聖書で確実に設定されています。ダニエル書12章1節には、「その時、あなたの国の人々を守る大いなる君、ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来、その時まで、かつてなかったほどの苦難の時が来る。しかし、その時、あなたの民で、あの書に記されている者は全て救われる。」と書かれています。ここで「あの書」と語られているのは、疑う余地もなくいのちの書です。何というすばらしい救いの約束でしょう！

マタイの福音書24章21-22節で、イエス様は、「その時には、世の初めから、今に至るまで、いまだかつてなかったような、またこれからもないような、ひどい苦難があるからです。もし、その日数が少なくされなかったら、ひとりとして救われる者はいないでしょう。しかし、選ばれた者のために、その日数は少なくされます。」と言われました。ここで「選ばれた者」というのは、内容から（16、20節）明らかなように、イスラエル人の事です。ダニエルもイエス様も、同じ「苦難の時」について、この地上にやって来る「大患難」について語っています。

黙示録は、この大患難の間に地上に起こる出来事について、多くの詳細を私達に与えています。6章は、裁きの七つの封印が解かれることから始まります。患難は、七つのラッパの裁きと、七つの鉢の神の怒りが注がれるまで続きます。もしあなたが、この大患難がどのようなものなのかよく理解したいならば、黙示録の6章から19章までを読んでください。

聖書で教えられている患難について、明らかな区別をしておく事が重要です。患難について、二つのタイプが述べられています。一つは、イエス様とダニエルによって語られ、また黙示録の中でヨハネによって詳細が語られた大患難、もう一つは、イエス様が教会にやって来ると約束した患難です。

ヨハネの福音書16章33節で、イエス様は弟子達に話し、「わたしがこれらのことをあなたがたに話したのは、あなたがたがわたしにあって平安を持つためです。あなたがたは、世にあっては患難があります。しかし、勇敢でありなさい。わたしは既に世に勝ったのです。」と言われました。教会は世にあっては患難があります。教会が直面する「患難」は、この世が源で、サタンによって支配されるこの世のシステムから来ると気付く事が大切です。サタンがこれら教会に対する攻撃の背後にいます。

パウロは、私達の格闘は血肉に対するものではなく、「主権、力、この暗闇の世界の支配者達、また、天にいるもろもろの悪霊に対するもの」だと言っています。（エペソ人への手紙6章12節）霊の力が神の子ども達に反対して動いています。私達の患難の源は、サタンによって支配されているこの世のシステムです。

これとは対照的に、この地上にやって来る大患難の源は天からやって来ます。この期間、罪を選び神を拒否した人達に対する裁きとして神の怒りが注がれます。黙示録6章12節で第六の封印が解かれると、地上にいる人々は隠れようとします。彼らは岩や山に向かって、神の御怒りの大いなる日が来たので、自分達の上に倒れかかって子羊の怒りから自分達をかくまうように、と叫びます。彼らは尋ねます。「誰がそれに耐えられよう？」黙示録11章18節は宣言します。「あなたの御怒りの日が来ました。」

黙示録14章10節では、大患難を神の激しい怒りと言及しています。天で封印が解かれる時、御使い達にはラッパが与えられます。彼らがこれらのラッパを吹き鳴らすと、それに該当する裁きが地上にもたらされます。四つの生き物の一つが神の御怒りの満ちた七つの鉢を七人の御使いに渡し、彼らがそれらの鉢を地に傾けると、またそれに該当する裁きが地上にもたらされます。これら全ての裁きは神から来るのであり、天に源があります。詩篇69篇20-28節は、イエス様に関する預言を与えています。それは、イエス様が友を必要としている時にイエス様の弟子達がイエス様を見捨ててしまう事、イエス様が渇いた時に酸いぶどう酒が与えられる事を語っています。それから、神が打ちたたかれた者（お方）を迫害した者達に、神の憤りと激しい怒りが注がれるようにと神に叫んでいます。憤り（激しい怒り）は、大患難の時を表現する為に旧約聖書でよく使われている言葉です。（イザヤ書26章19-20節、イザヤ書34章1-8節、エレミヤ書10章10節、ダニエル書8章19節、ナホム書1章5-6節、ゼパニヤ書3章8節）イザヤ書66章14節で、主の御手は神の子供達に知られ、主の憤りは神の敵たちに向けられる、と書いてある事に注目してください。

パウロはローマ人への手紙2章6-8節で、神が「一人一人にその人の行ないに従って報いをお与えになります。忍耐を持って善を行ない、栄光と誉れと不滅のものとを求める者には、永遠のいのちを与え、党派心を持ち、真理に従わないで不義に従う者には、怒りと憤りを下されるのです。」と言っています。ヘブル人の手紙の10章27節でも、神に逆らう者達を焼き尽くす激しい火の憤りについて語っています。

罪深い世に下る大患難は、神からやって来ます。この大患難はなぜやって来るのでしょうか？聖書は、それには三つの目的があると言っています。（1）地上に住む者、つまり、携挙の前にキリストを受け入れる事を拒否する者達を試みる為（黙示録3章10節）、（2）神が悪に対して怒りをぶちまける為（黙示録15章7節）、（3）地を滅ぼす者どもを滅ぼす為（黙示録11章18節）です。これらのカテゴリーのうちの一つ、もしくは全てに当てはまる人は大患難の期間を体験します。

旧約聖書で、主はアブラハムに、ソドムとゴモラに差し迫っている裁きについて語りました。アブラハムは応答する中で神の公平さについて挑戦しました。彼は尋ねました。「もしや、その町の中に五十人の正しい者がいるかもしれません。本当に滅ぼしてしまわれるのですか。その中にいる五十人の正しい者のために、その町をお赦しにはならないのですか。正しい者を悪い者と一緒に殺し、そのため、正しい者と悪い者とが同じようになるというようなことを、あなたがなさるはずがありません。とてもありえないことです。全世界を裁くお方は、公義を行なうべきではありませんか。」（創世記18章24-25節）主は、もし五十人の正しい者が見つかれば、その者達のためにその町を赦す、と答えられました。

神に対するアブラハムのとりなしは、もし裁きが神から行なわれるのであれば、神が正しい者を悪い者と一緒に裁かれるのは公平ではない、という前提である事に注目してください。裁きが神から直接行なわれる時、正しい者が悪い者と一緒に裁かれるなどとは、私達は聖書のどこにも見つける事ができません。

御使いがソドムに着いた時、彼らはアブラハムがとりなしたような正しい者を十人も見つける事ができませんでした。そこで彼らは、一人の正しい者、ロトをその町から連れ出しました。彼がその町から連れ出されてしまうまで、神の怒りはもたらされませんでした。創世記19章22節で、彼らは、ロトが安全に連れ出されるまでは何もできないと宣言しました。

イエス様はルカの福音書17章で、ロトがその町から連れ出された同じ日に神の裁きが下されたと指摘されました。第二ペテロの手紙2章6節で、使徒ペテロは、ソドムとゴモラの町は滅ぼされ、「見せしめにされている」と指摘しています。しかし神は、周りの者達の生き方に悩まされていた義人ロトを救い出されました。ペテロは付け加えています。「これらのことでわかるように、主は、敬虔な者たちを誘惑から救い出し、不義な者どもを、裁きの日まで、懲罰のもとに置くことを心得ておられるのです。」（第二ペテロの手紙2章9節）

私達は第一テサロニケ人への手紙5章9節で、神は私達を御怒りに定めてはおられないと言われています。また、ローマ人への手紙5章9節でも、「キリストの血によって義と認められた私達は、彼によって神の怒りから救われる」と言われています。

教会が大患難を通り、神の怒りを経験するという議論を正当化しようとするなら、これらの質問に何とかして答えなくてはなりません。神はいつ御自身の道を変えられたのでしょうか？神はいつ正しい者を悪い者と一緒に罪に定めようと決められたのでしょうか？神が御自身の子供達を神の怒りに直面するように強いるとは、神の御性質が変化したことになります。しかし、神はマラキ書3章6節で、「主であるわたしは変わることがない。」と宣言されています。

差し引き論において、理論付けの最も一般的な方法は、三段論法として知られています。三段論法は、一つの大きな主要な前提、一つの小さなあまり重要でない前提、そして一つの結論を含みます。一つの前提が否定的で、もう一つの前提が肯定的な時、否定的な結論だけが成り立ちます。例えば、一つの主要な前提が肯定的なものであったとしましょう。「全ての鳥には翼がある。」一つのあまり重要でない前提は否定的なものです。「犬には翼が無い。」するとその結論は、「犬は鳥ではない。」という否定的なものでなければなりません。

私達の主要な前提は否定的なものです。「教会は怒り（ギリシャ語でオーグ＝orge）に定められていない。」あまり重要でない前提は肯定的なものです。「大患難は神の怒り（ギリシャ語でオーグ=orge）の時である。」「私達の上に倒れかかって、御座にある方の御顔と子羊の怒りとから、私達をかくまってくれ。御怒りの大いなる日が来たのだ。」（黙示録6章6-7節）結論は、否定的で簡単なものでなくてはなりません。「教会は大患難を経験しない。」これと違う事を議論するなら、論理を否定する事になります。それは、犬が鳥である事を証明しようとするのと同じ事です。教会が大患難を通らない事を証明するのにもう他の議論は必要ではありません（第二幕参照）。証拠の比重は圧倒的です。

シーン2：70週

紀元前約538年、預言者ダニエルが祈って神を待ち望んでいた間に、彼は70年のバビロニアでの捕囚期間がほとんど終わりに近づいている事に気付きました。すると突然、御使いガブリエルがダニエルの前に現われました。

前にも述べたように、ガブリエルはダニエル書9書24節で、「あなたの民と、あなたの聖なる町については、七十週が定められています。これは咎を終わらせ、罪に終わりを告げ、不義を贖い、永遠の義をもたらし、幻と預言を封じ、いと聖なる所（至聖所）に油を注ぐためです。」と宣言しました。

御使いは、エルサレムを再建せよとの命令が出てからメシヤが来るまでが7の七（週）と62の七（週）、つまり合計69の七（週）である、と続けて言いました。七（週）は七年を意味していますから、69の七（週）は483年になります。ロバート・アンダーソン氏は彼の著書「やがて来られる王（The Coming Prince)）の中で、この期間は、一年360日のバビロニア歴に基づかれるべきであると説明しています。ですから、483年は、17万3880日になります。紀元445年3月14日、ペルシャ帝国のアルタシャスタ王が、ネヘミヤにエルサレムを再建せよとの命令を出しました。その17万3880日後は、（アンダーソン氏の計算によれば）紀元32年4月6日、イエス様が歓声を浴びながらエルサレム入りした日に当たります。

ダニエルに与えられた預言の初めの部分は、その日にちまでも成就しました。しかし、御使いは続けて言いました。メシヤは「断ち切られるが、彼自身の為ではない」、文字通り言えば、「彼自身の為には何も受け取らないで」です。そして、「やがて来るべき民の君主が町と聖所を破壊する」（ダニエル書9章26節）。その町の破壊は、紀元70年のティトゥスによるエルサレム攻撃を言及しています。ティトゥスはローマの軍事司令官でしたが、民の君主ではありませんでした。ネロ皇帝がエルサレム破壊を命じた君主でした。彼はエルサレム崩壊が完了する前に死にましたが。

エルサレムの町と聖所は、御使いが宣言したように破壊され、ユダヤ人は離散させられました。ですからここまで、私達は歴史上驚くほど正確にこの預言が成就したのを見る事ができます。しかしガブリエルは、イスラエルには七十週が定められていると言いました。メシヤは69の七（週）の後、断ち切られました。それでは70番目の七（週）はどこにあるのでしょうか？

ダニエル書9章27節で、御使いは再びその君主について、「彼」という代名詞を使って語っています。「彼は1週の間、多くの者と堅い契約を結ぶ。」69「週」は、エルサレムを再建せよとの命令が出てからイエス・キリストが来るまで続くはずでした。

予期されたように、メシヤは王国を受け取ることなく「断たれ」、ユダヤ人は散らされました。ダニエルの預言の最後の七十「週」は、まだ将来の事です。

弟子達が主の再び来られる時、終わりの時の前兆についてイエス様に質問した時、イエス様はマタイの福音書24章で、この預言的「週」について言及されました。イエス様は15-17節で、「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らすべき忌むべき者』が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者はよく読み取るように）そのときは、ユダヤにいる人々は山へ逃げなさい。屋上にいる者は家の中の物を持ち出そうと下に降りてはいけません。」と言われました。

それからイエス様は、この世が今まで見た事もないような、そしてこれからも見る事がないような「ひどい苦難」の時があると預言されました。荒廃を引き起こすこの忌むべき者とその行為は、七十週目のまっただ中で起こります。

ダニエルはこの「荒らすべき忌むべき者」について9章で語っています。人々の君主が「1週の間多くの者と堅い契約を結ぶでしょう。しかし、彼はその週の半ばに、犠牲と供え物とを廃するでしょう。また荒らす者が忌むべき者の翼に乗って来るでしょう。こうしてついにその定まった終わりが、その荒らす者の上に注がれるのです。」（ダニエル書9章27節）

イエス様が当時まだ将来の事であるこの最後の七年間の事を語られたので、また、反キリストがまだイスラエルと契約を結んでいないので、私達はそれがまだ将来の事であると結論付けなくてはなりません。反キリストが七年間契約を結ぶという事実が、最後の七年間の開始サインである事を示しています。

七年間の半分が経つと、反キリストはイスエラエルとの契約を破り、神殿での日々の犠牲と供え物とを止めさせます。ダニエル書12章11節によれば、その特定の日から終わりまでは1290日です。それから、イエス様が再び教会と共に雲のうちにすばらしい栄光を伴って来られます。パウロがコロサイ人の手紙3章4節で言ったようにです。「私達のいのちであるキリストが現われると、そのときあなたがたも、キリストとともに、栄光のうちに現われます。」

教会の時代は、ダニエルの預言の69週と70週の間に当てはまります。パウロによれば、エペソ人への手紙3章5節にあるように、この奥義は旧約聖書の著者達の時代には隠されていました。

今の時代には、神は異邦人に神の恵みの霊を注がれました。神はそこから御自身のひとり子のために花嫁を集めています。異邦人の完成がなると、神は待ち望んでいる花嫁である神の教会を引き上げます。これが、教会の携挙です。

地獄の門さえも

黙示録13章で、私達は、「聖徒に戦いを挑む」不法の人が現われるのを読みます。13章の7節は、「彼は聖徒達に戦いを挑んで打ち勝つことが許された」と言っています。

ダニエルもこの事実を証言しました。7章21節で、彼は「一本の角」もしくは反キリストについて述べています。「私が見ていると、その角は、聖徒達に戦いを挑んで、彼らに打ち勝った。」しかしイエス様は、地獄（ハデス）の門も彼の教会には打ち勝てないと言われました。（マタイの福音書16章18節）黙示録の13章とダニエル書の7章の聖徒達が教会である事は不可能です。なぜなら、反キリストは教会には勝利できないからです。

この章のシーン1で述べたように、三段論法は差し引き論の一つの型です。説明したように、否定的前提と肯定的前提がある時、否定的結論だけに到達できます。主要前提は、地獄の門は教会に打ち勝てないという事です。あまり重要でない前提は、聖徒達は反キリストに打ち勝たれたという事です。明らかな結論は、聖徒達は教会ではないという事です。聖徒達とはイスラエルの民のことに違いありません。またそれは、マタイの福音書24章31節では「選民」です。

シーン3：引き止めている力

第二テサロニケ人への手紙2章で、パウロは教会に入り込んだ間違いについて正す為に書きました。ある偽教師達は、主の日が既に来たと言っていました。パウロはテサロニケの人々に、地上を支配する為にイエス・キリストが再び来られる「その日」は、まず背教が起こり、不法の人、すなわち滅びの子が現われるまでは来ないと言いました。パウロは、自分が彼らの所にいた時に、これらの事を話しておいた事を彼らに思い出させました。

2章で、パウロは「あなたがたが知っているとおり、彼がその定められた時に現われるようにと、今引き止めている者があるのです。不法の秘密は既に働いています。しかし今は引き止める者があって、自分が取り除かれる時まで引き止めているのです。その時になると、不法の人が現われますが、主は御口の息をもって彼を殺し、来臨の輝きをもって滅ぼしてしまわれます。」と宣言しました。（第二テサロニケ人への手紙2章6-8節）

反キリストの現れを「引き止めている（抑えている）」力とは何でしょうか？それは、教会のうちに働き、教会を通して働かれている聖霊の力であると私は信じます。聖霊に満たされた教会が地上にある限り、反キリストの現われは抑制されるでしょう。教会が取り除かれれば、反キリストを阻止するものは何も無くなります。そうすれば、彼はこの世界を自由に支配するようになります。

聖霊はどこにでもおられるので、聖霊がこの世から取り除かれると言う事はありません。しかし、この期間、聖霊はイスラエルに働かれます。エゼキエル書39章29節は、ロシア軍が滅ぼされる時、神が御自身の霊をイスラエルの上に注ぐと言われています。この出来事は、イスラエルに定められた最後の七年間の始まりを記す事になるかもしれません。

私は全体の絵がとても美しく出来上がってきているのを見ます。教会が取り除かれた後、反キリストが現わされます。黙示録6章で、七つの封印のある巻き物が解かれた時、最初に起こる出来事は、白い馬に乗った者が出て来る事です。これは明らかに、反キリストが地上に現われる事です。教会は地上から取り除かれ、天で主と共に喜んでいるので、この悪者が前進して世界を支配するのを引き止めるものは何もありません。

シーン4：ラッパ

教会が大患難を通り、地上にやがて来る神の怒りに直面しなければならないと教える人は、第一コリント人への手紙15章で述べられている最後のラッパが、黙示録で述べられている第七のラッパであると証明しようとします。私はこの二つのラッパを同じものとするには非常な困難を覚えます。

まず始めに、教会の携挙の時に鳴るラッパは、第一テサロニケ人への手紙4章16節で「神のラッパ」と呼ばれています。黙示録の第七のラッパは、第七の御使いのラッパです。

第一コリント人への手紙15章のラッパは、「終わりのラッパが鳴ると、またたく間に、一瞬のうちに」起こる出来事を宣言する為に用いられます。（第一コリント人への手紙15章52節）一方、黙示録の第七のラッパは、数日間の事を言っています。黙示録10書7節は、「第七の御使いが吹き鳴らそうとしているラッパの音が響くその日には、神の奥義は、神がご自身のしもべである預言者たちに告げられたとおりに成就する。」と言っています。

第一コリント人への手紙15章と第一テサロニケ人への手紙4章で述べられている終わりのラッパは、栄光のラッパです。私達は主の似姿へと変えられ、空中で主と出会う為に引き上げられます。しかし、黙示録で述べられている第七のラッパは、続けてわざわいであると言われています。

黙示録8章13節で、御使いは「わざわいだ、わざわい、わざわいが来る。地に住む人々に。あと三人の御使いがラッパを吹き鳴らそうとしている。」と言いました。御使いは第四のラッパが吹き鳴らされた後にこう言うのです。ですから、3回繰り返された「わざわい」は、第五、第六、第七のラッパの事を言っています。第五のラッパの後（黙示録9章12節）で、御使いはこう宣言しました。「第一のわざわいは過ぎ去った。見よ。この後なお二つのわざわいが来る。」これは、第六と第七のラッパを言及しています。黙示録11章14節で、御使いは「第二のわざわいは過ぎ去った。見よ。第三のわざわいがすぐに来る。」と宣言しています。そしてすぐに15節で、実際に第三のわざわいである第七のラッパに入ります。

携挙で引き上げられ、栄光ある主の似姿へと変えられるのは、わざわいとは遠くかけ離れています。もし私が携挙で引き上げられなかったら、それはわざわいです。このように、私は、黙示録11章の第七のラッパと第一コリント人への手紙15章の終わりのラッパを同じものであるとするには、非常な困難を覚えます。なぜなら、その結果と時間的事実があまりにも違っているからです。

ディーン・ヘンリー・アルフォード氏は、彼のギリシャ語新約聖書解説の中で、第一コリント人への手紙15章52節の終わりのラッパを黙示録の第七のラッパと定義付けする理由は全く存在しないと宣言しています。また彼は、第一コリント人への手紙15章の終わりのラッパの後には何のラッパも無い、と推測する理由もないと言っています。

シーン5：第一の復活

教会が大患難を通ると教える人達によって使われるもう一つの大きな議論は、黙示録20章4-5節です。ヨハネはそこでこう言っています。「また私は、多くの座を見た。彼らはその上に座った。そして裁きを行なう権威が彼らに与えられた。また私は、イエスのあかしと神のことばとのゆえに首をはねられた人達のたましいと、獣やその像を拝まず、その額や手に獣の刻印を押されなかった人達を見た。彼らは生き返って、キリストとともに、千年の間王となった。その他の死者は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。これが第一の復活である。」
ここでの議論は、「第一の復活」と言われているので、これ以前には復活は無かったという意味であるという議論です。第一と言うのは初めであって、その前には何も無いという事です。しかし、あなたが、第一の復活が全て黙示録20章で、サタンが千年の間底知れぬ所に縛られ投げられた後に起こるとするならば、あなたはなぜイエス様が死からよみがえった初穂と呼ばれているのか何とかして説明しなくてはなりません。イエス様は既によみがえられたのではありませんか？

また、黙示録7章10節で、「救いは、御座におられる私達の神にあり、子羊にある。」と叫んでいる大勢の群衆が天にいます。長老の一人がヨハネに、「白い衣を着ているこの人達は、一体誰ですか。どこから来たのですか。」と聞いた時、ヨハネはわからないと答えました。長老は答え、「彼らは、大きな患難から抜け出て来た者達で、その衣を子羊の血で洗って、白くしたのです。だから彼らは神の御座の前にいて、聖所で昼も夜も、神に仕えているのです。」（黙示録7章14-15章）と言っています。7章のこの箇所で、大患難から抜け出て来た群衆が天にいます。ですから、彼らは黙示録20章の前に復活したわけです。

黙示録15章で、私達は天にもう一つのグループを見ます。ヨハネは火の混じったガラスの海のようなものを描写しています。そして、獣と、その像と、その刻印と、その名を示す数字とに打ち勝った人々を見ます。これらの人々は、神の立琴を手にして、ガラスの海のほとりに立っています。彼らは神のしもべモーセの歌を歌っています。ですから、彼らは獣に打ち勝ち贖い出されたイスラエル人でしょう。ヨハネは、最後の七つの鉢の神の怒りが注がれる前に、彼らを天で見ます。

これらは、ヨハネが黙示録20章で、イエス様のあかしのゆえに首をはねられた人達を見て「第一の復活」について言及する前に、第一の復活にあずかった、天にいる二つの復活したグループです。

黙示録20章4節で、ヨハネは二つの明らかに異なるグループを見ます。まず、彼は、多くの王座とその上に座っている者達を見ます。彼らには裁きを行なう権威が与えられました。これは疑う余地もなく教会です。主は、ラオデキヤの教会で勝利を得る者に約束されました。主は、イエス様が勝利を得て、彼の父と共に父の御座に着いたのと同じように、彼らを共に彼の座に着かせると約束されました。（黙示録3章21節）それから、ヨハネは黙示録20章4節で、二番目のグループを見ます。これらは、イエス様のあかしのゆえに首をはねられた人達のたましいと、獣やその像を拝まず、その額や手に獣の刻印を押されなかった人達です。これらは二つの明らかに異なるグループです。一方は王座に座っており、もう一方は反キリストの支配に屈せず、反キリストの力から救い出され、大患難から抜け出て来た者達です。

第一の復活は一定期間を超えて起こります。教会がこの神の怒りの時を通ると主張する人達は、第一の復活は最後の日の復活であると言います。彼らは文字通り24時間の一日に起こる事であると主張します。第一の復活は、実際にはしばらくの期間に起こるのであり、多くの異なった出来事を含んでいます。イエス様が死からよみがえられた時に生き返った人達がおり（マタイの福音書27章52節）、空中で主と出会う為に主が私達を引き上げに来られる時にキリストと共にやって来る人達がおり（第一テサロニケ人への手紙4章14節）、イエス・キリストのあかしのゆえに殺され、大患難の間に生き返る人達がいます。これらはみな第一の復活の一部です。第一の復活は、神の大きな白い御座の裁きに立つ為に不義な者達が復活する第二の復活と対比して存在します。

シーン6：目を覚まして準備していなさい

イエス様が、弟子達や全ての時代の教会が、主の再臨が近いと期待して待ち望むように願っておられたのは明らかです。主の弟子達に対することばは、主の来られるその日、その時を誰も知らないので、また、主は思いがけない時に来られるので、目を覚まして準備しているようにと言う事でした。ですから、彼らはいつでも目を覚まして準備しているべきです。

もしあなたが教会は大患難を通らなければならないと議論するならば、イエス・キリストの再臨を間近なものとして待ち望むこと自体、意味のないものになってしまいます。もし私達がまず初めに大患難を通らなければならないのなら、教会は目を覚ましてよく見ていないでしょうし、私達は主の再臨を目を覚まして待っている必要もないでしょう。その場合、私達は大患難か反キリストの現われを注意して見ていることになります。教会はもっと注意深く終わりの出来事をたどっていく事ができるでしょう。

まず始めに起こる大きな出来事は、反キリストの現れです。その時、反キリストは自分の支配と新しい金融システムを設立します。クリスチャンは売り買いしないで生き残る為の方法を何とかして考え出さなくてはなりません。次に、私達は地上にもたらされると預言された大きな裁きを待つ事になります。私達は特に、再建された神殿の至聖所に反キリストが立ち、自分こそが神であると宣言し、日ごとの犠牲のいけにえと祈りを止めさせるのを注意して見ている事になります。ダニエルによれば、その時点から主が来られるまでは1290日であると私達は知っています。（ダニエル書12章11節）

聖書は、その日、その時は誰も知らない（マタイの福音書24章36節）と言っています。これは、キリストが地上を支配する為に来られる日の事を言っているのではあり得ません。なぜなら、その正確な日がダニエルの預言の中で私達に与えられているからです。主が彼の教会をこの地上から取られるその日、その時は、誰も知りません。ですから、私達は、大患難や反キリストの現れではなくて、イエス・キリストが私達の為に来られるのをいつでも注意して見ていなくてはなりません！

マタイの福音書24章42節で、イエス様はいくつかのたとえ話を与える事によって、目を覚まして用意しているようにと勧めを始めます。

まず、家の主人に関するたとえです。もし家の主人が、何時にどろぼうが来ると知っていたなら、目を見張っていたでしょうし、自分の家に押し入る事を許さなかったでしょう。「だから」と、イエス様は言われました。「あなたがたも用意をしていなさい。なぜなら、人の子は、思いがけない時に来るのですから。」（マタイの福音書24章44節）

次に、イエス様は、家のしもべたちを任された忠実で思慮深いしもべのたとえを与えられました。彼の主人が帰って来た時に、彼がよくやっているのを見て、主人は彼に自分の全財産を任せるようになります。（マタイの福音書24章45-47節）

イエス様は、心の中で「自分の主人の帰りは遅い」と思っている悪いしもべについての警告を与えました。あなたが、携挙は大患難の後か反キリストの現れの後にしか起こらないと教えるのなら、結果として、少なくとも反キリストの現れまでか大患難が終わるまでは、主が帰りを遅らせている、と言っている事になると私は信じます。

イエス様は、そのような信仰がそのしもべをものぐさへと導いたと言っておられます。そのしもべの主人が思いがけない時に帰って来ました。そのしもべは不信者達と同じ報いを与えられました。対照的に、主がすぐにでも来られると信じる事は、熱心、聖さへと導く傾向があります。私達は第一ヨハネの手紙3章2節で、「私達は今すでに神の子供です。後の状態はまだ明らかにされていません。しかし、キリストが現われたなら、私達はキリストに似た者となることがわかっています。なぜならその時、私達はキリストのありのままの姿を見るからです。」と言われています。また続けて「キリストに対するこの望みをいだく者はみな、キリストが聖くあられるように、自分を聖くします。」と言われています。（第一ヨハネの手紙3章3節）私達が、患難やその始まり、反キリストやその現われを見ているのではなく、主の来臨の為に目を覚まして用意しているようにと主が望んでおられるのは明らかです。

私達の為に今すぐにでも来られるイエス・キリストを見ているようにしてください。教会の為にキリストが来られる前に、何か別の出来事が起こると言うのは、基本的に、その出来事が起こるまでは主が来臨を遅らせると言っている事になります。このように教えたり信じたりするのは、イエス様ご自身が警告されたように、非常に危険です。

マタイの福音書25章で、イエス様は準備している事の必要性を強調なさいました。十人の娘のたとえの中で、五人の愚かな娘は、主が来られた時に用意ができていませんでした。「そら、花婿だ。迎えに出よ。」と叫ぶ声がした時、用意ができていた者は彼と一緒に行きました。イエス様は13節で、「だから、目を覚ましていなさい。あなたがたは人の子が来るその日、その時を知らないからです。」と言われました。

私達はキリストが来られるのが近いと堅く信じています。主が教会を取られる前には、たった一つの患難の預言も成就する事はない、また主は、全ての時代の教会が、目を覚まして主の来臨を待ち望んでいるようにと意図された、と堅く信じています。マルコの福音書13章35-37節で、イエス様はこう言われました。「だから、目を覚ましていなさい。家の主人がいつ帰って来るか、夕方か、夜中か、鶏の鳴くころか、明け方か、わからないからです。主人が不意に帰って来たとき眠っているのを見られないようにしなさい。わたしがあなたがたに話していることは、全ての人に言っているのです。目を覚ましていなさい。」

シーン7：終わりの時

主は大患難と教会に関する特別な約束を私達に与えてくださいました。最初の約束は、黙示録3章10節の中にあります。そこで主は、忠実な教会であるフィラデルフィアの教会に、「あなたが、わたしの忍耐について言ったことばを守ったから、わたしも、地上に住む者たちを試みるために、全世界に来ようとしている試練の時には、あなたを守ろう。」と言われました。この箇所を、イエス様が私達（教会）を大患難の中で守り、特別な神の守りによって大患難を通ると意味するのだと解釈するのは、聖書的基盤が全くなく、きちんとした学識にも欠けています。そのような解釈は、聖書がまるで前提条件を持って調和するものではないかのように読んでいく事です。教会の為の特別な神の守りについては黙示録のどこにも語られていません。神の特別な守りは、印を押された十四万四千人のイスラエル人の為だけであり、彼らはやがて来る裁きの一部から守られます。また12章でもこの事について語られています。三年半の間、竜の攻撃から逃れて荒野へ逃げるために、ひとりの女に大鷲の翼が与えられます。

パウロは第一テサロニケ人への手紙5章9節で、キリストが彼の教会の為にやって来られる事について書いています。「神は、私達が御怒りに会うようにお定めになったのではなく、主イエス・キリストにあって救いを得るようにお定めになったからです。」イエス様が私の罪の為の裁きを完全に負ってくださった後で、神が私を悪い世の中と一緒に裁かれると考えるのは、神の御性質と全く一貫していません。神の怒りと裁きは、キリストを拒否する世の中に注がれるのです。神の子供として、一体どうして神が私を不義な者と共に数えるような事をされるのでしょうか。神は私達が御怒りに会うようには定めておられません。

もう一つの興味深い約束は、イザヤ書26章19-21節に見つけられます。主はまず死者の復活について語られます。それから、主はこう言われます。「さあ、わが民よ。あなたの部屋に入り、後ろの戸を閉じよ。憤りの過ぎるまで、ほんのしばらく身を隠せ。見よ。主はご自分の住まいから出て来て、地に住む者の罪を罰せられるからだ。地はその上に流された血を現わし、その上で殺された者たちを、もうおおうことをしない。」

イザヤは、地に住む者を罰する為に主が来られる日、大患難の時の事を預言しています。しかし、神は神の民に、神の部屋に入って戸を閉じるように、そうして神の憤り（大患難）が過ぎるまで、しばらくの間隠れているように、と呼びかけておられます。

これは、ペトラの岩の町に逃れ、大患難から守られるイスラエル人の事を言っていると考えられます。イザヤは16章でもこの事について触れています。「モアブよ、わたしのさすらい人をあなたのうちに宿らせ、荒らす者から逃れて来る彼らの隠れ家となれ。しいたげる者が死に、破壊も終わり、踏みつける者が地から消え失せる時、一つの王座が恵みによって堅く立てられ、裁きをなし、公正を求め、正義を速やかに行なうお方が、ダビデの天幕で、真実を持ってそこに座る。（訳者日本語訳）」（イザヤ書16章4-5節）

この箇所で、モアブの人々はユダヤ人を受け入れ、反キリストがユダヤ人を滅ぼそうとする期間、セイラで、つまりペトラの地で彼らをかくまうように言われます。主はなぜユダヤ人を大患難からかくまい、教会をかくまおうとはされないのでしょうか？

もし、主が教会を大患難からかくまう別の計画を持っておられるならば、それらの約束はどこにあるのでしょうか？教会が大患難の間に障害を受けることがないように、封じられ、守られ、印を押されると示している箇所は、一体聖書のどこにあるでしょうか？ヨハネが終わりの時に起こる全ての出来事の詳細を黙示録の中ではっきりと記録した時、大患難の中で教会が守られると言っている箇所はあるでしょうか？

ルカの福音書21章34-36節で、イエス様は大患難と来臨について語られました。イエス様は私達にこう言っておられます。「あなたがたの心が、放蕩や深酒やこの世の思い煩いのために沈み込んでいるところに、その日がわなのように、突然あなたがたに臨むことのないように、よく気をつけていなさい。その日は、全地の表に住む全ての人に臨むからです。しかし、あなたがたは、やがて起ころうとしているこれら全ての事から逃れ、人の子の前に立つことができるように、いつも油断せずに祈っていなさい。」

やがて起ころうとしている何の全ての事から逃れるのでしょうか？私は教会の為にやって来られる主の来臨からは絶対逃れたくありません。それでは意味を成しません。いいえ、そうではなくて、イエス様はやがて起ころうとしている大患難について言っておられたのです。そして、私は確かにそれからは逃れたいです！ですから、私はイエス様が私にするように言われた通り、目を覚まして祈っています。

私は、イエス様が御座に座っておられるお方の右手から巻き物を取られる時、黙示録5章に書かれている神の御座の前に立っている大勢の群衆の中にいる事を期待しています。私は、封印が解かれ、神が神の怒りと憤りを、神を認めずキリストを拒絶しているこの世界に注ぎ始められる時に、この地上にいるとは思っていません。これは、キリストの来臨を信者にとって祝福された希望とします。私達は熱心にこの祝福された希望である私達の偉大な神、救い主、イエス・キリストの栄光ある現れを待ち望んでいます。

旧約聖書は、この世が二回神によって裁かれた時の事を私達に語っています。ノアの時代の洪水と、ロトの時にソドムを破壊した火と硫黄です。イエス様はご自身の再臨の時をこれら両方の類推に関連付けられました。「人の子が来るのは、ちょうど、ノアの日のようだからです。」（マタイの福音書24章37節）

私達はルカの福音書17章28-29節で、「また、ロトの時代にあったことと同様です。人々は食べたり、飲んだり、売ったり、買ったり、植えたり、建てたりしていたが、ロトがソドムから出て行くと、その日に、火と硫黄が天から降って、全ての人を滅ぼしてしまいました。」と言われています。両方の場合で、神の裁きが来る前に、正しい者は救い出されました。

ノアは、言わば、神によって印を押された十四万四千人のイスラエル人の型です。彼は裁きの中、箱舟の中で守られました。ロトは裁きから救い出される教会の型です。また、私達には、ダニエル書の中で、燃える炉の中で守られた三人のヘブル人の若者のケースがあります。質問は、「ダニエルはどこにいたのか？」です。あなたは彼がネブカデネザルの像を拝んだと思いますか？

私はそう思いません。彼は不思議な事にそこにいませんでした。多くの人が、ネブカデネザルの像は黙示録13章に出て来る獣の像の型であったと信じています。三人のヘブル人の若者は、大患難の中で守られる忠実なイスラエル人の型であり、ダニエルは大患難から守られる教会の型です。

携挙は歴史的に伝統的な教会の教義ではないという議論に関して、一言われるべきです。主の間近な来臨への期待感が、教会の歴史の中で、特にダークエイジの間に薄れて行った事は確かですが、初代教会（新約聖書時代の教会）が教会の歴史の一部である事も確かです。そして、聖書は明らかに初代教会がイエス・キリストの間近な来臨を待ち望んでいた事を示しています。それらのクリスチャン達は、彼らの為に主が今すぐにでも来られると期待していました。第一テサロニケ人への手紙4章で、自分の愛する者が主の来臨の前に死んでしまったので、神の御国に入り損なったと考えて悲しんでいた信者達の事を思い出してください。

さらに、歴史的教会の教義の中には、私が同意できない多くの事があります。歴史的教会の教義の中では、幼児のバプテスマによる新生が教えられています。私は、聖書は幼児のバプテスマによる新生について教えていないと信じます。歴史的教会は、マリヤと死んでしまった聖徒達との仲介やとりなしを教えています。私は、聖書が死んだ聖徒やマリヤとの仲介を教えているとは信じません。歴史的教会はローマ教皇の絶対的確実性を教えています。私はローマ教皇の絶対的な権威を信じていません。

ある歴史的教会の教義は、私の意見としては、聖書的ではありません。私は歴史的教会の教義が全ての形式や概念において正しいとは見ていませんし、歴史的教会が実施して見習って行くべき私達の模範であるとも見ていません。唯一の真実なる模範は使徒の働きの中に見つけられます。ヨハネが黙示録を書いた頃には、既に多くの偽りの教義が忍び込んでいました。ですから、イエス様は何度も繰り返して教会に悔い改めるように呼びかけました。（黙示録2、3章）

ある人達は、携挙の教えや興味が、1820年代後期の清教徒達（プリモス号の兄弟達）から広がったと主張しています。イギリスの集会で、ある一人の女性が預言の賜物を通して教会への勧めを始め、主が来られ、教会を引き上げ、やがて来る神の怒りから教会を救い出されると言った、という話です。私達はジョン・ネルソン・ダービーやサイラス・スコフィールドのような人物について聞いています。そして、このような見方がポピュラーになり始めました。

ダニエル書12章4節で、預言者ダニエルは終わりの時についての理解を神に求めました。主はダニエルに、「あなたは終わりの時までこの言葉を秘めておき、この書を封じておきなさい。多くの者は、あちこちと探り調べ、そして知識が増すでしょう。」と言われました。この箇所の内容で、知識が増すとは、終わりの時まで封じられていた預言の真理についての知識です。

主が教会をこの世から取り出される日が近づくにつれ、大患難の前に教会が引き上げられるという約束について、私達がもっとよく理解できるように主がなさってくださっている、というのがぴったりと当てはまります。主はなぜマルティン・ルターやジョン・カルバンのような宗教改革指導者達にそれを明らかにされなかったのでしょうか？彼らは教会が取り出される時代には生きていなかったのです。

ダニエル書は終わりの時まで封じられている事になっていました。そして、私達は今、その時に生きています。ダニエル書12章4節は、預言の知識が明らかに増し加えられると約束しています。それを知ることによって、私達はこの終わりの時に、神の約束と神のみことばの理解において、神が私達に新しい情報を与えてくださると安心して考える事ができます。

第三幕の為のみことば

反キリスト　忌むべき者

ダニエル書9章27節、12章11節

マタイの福音書24章15節

第二テサロニケ人への手紙2章4節

黙示録11章2節

反キリスト　独裁者の現われ

黙示録13章

反キリスト　七年　イスラエルとの契約

イザヤ書28章18節

ダニエル書9章27節

バビロン経済と政治の崩壊

黙示録18章

ハルマゲドンの戦い

詩篇2篇1-5、9節

イザヤ書34章1-6節、63章3-4、6節

ヨエル書3章2、9-16節

ゼカリヤ書12章2節、14章2-3、12節

黙示録14章14-20節、16章16節、19章11-21節

教会の売春（偽りの教会）

第一テモテの手紙4章1-3節

第二テモテの手紙3章1-5節

黙示録17章

暗闇と全くの絶望

ヨエル書2章2節

黙示録16章10節

主の日

イザヤ書2章12節、13章6、9節

エゼキエル書13章5節、30章3節

ヨエル書1章15節、2章1、11、31節、3章14節

アモス書5章18、20節

オバデヤ書15節

ゼパニヤ書1章7、14節

ゼカリヤ書14章1節

マラキ書4章5節

使徒の働き2章20節

第一テサロニケ人への手紙5章2節

第二テサロニケ人への手紙2章2節

第二ペテロの手紙3章10節

悪霊の侵略

黙示録9章3-20節

悪魔礼拝と偶像礼拝

黙示録9章20節、13章11-17節

泥酔、麻薬、乱交

マタイの福音書24章38節

ルカの福音書17章27節

黙示録9章21節

偽メシヤと偽預言者

マタイの福音書24章5、11-24節

神の言葉のききん

アモス書8章11-12節

火と激しい炎熱

黙示録16章8-9節

黙示録18章8-9、18節

異邦人への刑罰

ローマ人への手紙1章18節

第二テサロニケ人への手紙2章11-12節

黙示録19章15節

神の憤り

イザヤ書26章20節、34章2節

黙示録6章17節

神の復讐

イザヤ書34章8節、63章1-6節

ゴグとマゴグのイスラエル侵略

エゼキエル書38-39章

大患難

マタイの福音書24章21節

神とサタンによる収穫

マタイの福音書13章

神の裁きの時

黙示録14章7節

イスラエル：イスラエル破壊の試み

黙示録12章

イスラエルの清め

エゼキエル書20章23、38節

ゼカリヤ書13章8-9節

マラキ書3章3節

ユダヤ人のイスラエル回帰

イザヤ書43章5-6節

エゼキエル書34章11-13節、36章24節、37章1-14節

天にいる殉教した群衆

黙示録7章9、14節

終わりの時代の物質主義

ルカの福音書17章28節

黙示録18章12-14節

千年王国のための群衆

マタイの福音書25章32-34節

神の激しい裁きから逃れられない

アモス書9章2-3節

人々が神を恐れる

イザヤ書2章19-21節

黙示録6章15-17節

信者への迫害

マタイの福音書24章10節

黙示録16章6節、17章6節

イスラエルへの迫害

ダニエル書12章1節

ゼカリヤ11章16節

マタイの福音書24章21節

黙示録12章13節

疫病

ゼカリヤ14章12節

黙示録16章2節

千年王国の準備

黙示録16章20節

ローマ帝国の復興

ダニエル書2章41節、7章7節

黙示録13章1節、17章12節

サタンが天から投げ落とされる

 黙示録12章3-15節

サタンの偽り

イザヤ書14章12-15節

七つの鉢の裁き

黙示録16章

第七十週

ダニエル書9章24-27節

天と星と月と太陽のしるし

イザヤ書13章10、13節、24章1、19-20節、34章10節

ヨエル書2章10、30-31節、3章15節

黙示録6章12-14節

黙示録8章7-11節、16章21節

六つの封印の裁き

マタイの福音書24章4-8節

黙示録6章

黙示録8-9章、11章15-19節

死の悲しみ

イザヤ書13章8節

エレミヤ書30章6節

黙示録6章8節

三人の御使いの知らせ

黙示録14章6-12節

ヤコブの苦難の時

エレミヤ書30章7節

終わりの時

ダニエル書12章9節

マタイの福音書13章40、49節

イスラエル部族の召し、改信、殉教

マタイの福音書24章14節

黙示録7章1-4節

黙示録14章1-5節

大患難での死

ゼパニヤ書1章17節

イザヤ書34章3節、66章24節

マタイの福音書24章28節

黙示録14章20節

黙示録19章17-19節

大患難で生き残る者

イザヤ書13章12節

二人の証人

黙示録11章3-13節

戦争、ききん、地震、災害

マタイの福音書24章6-7節

ルカの福音書21章25節

黙示録6章2-6、8節

黙示録9章1-2節、14章20節

黙示録6章12節、11章13節、16章18節

黙示録8章7-12節、16章3節

世界的統一宗教、政治、経済

黙示録13章4-8、16-17節

黙示録17章1-18節、18章1-24節

全世界の苦難の時

ダニエル書12章1節

マタイの福音書24章21-22節

第四幕

再臨

私達は第三幕で、この世の苦難と患難を読みました。それは全く硬直するようなシーンでしたが、第四幕で現わされようとしているドラマのワームアップにすぎません。大患難の暗い背景幕とは対照に、キリストの再臨は、目が開かれたこの世にキリストの威厳を明らかにします。

イエス・キリストの再臨は、大患難の終わりに起こります。この時、イエス様はこの地上に、千年王国として知られる千年間の支配を設立します。しかし、芝居はそこで終わりません。この千年王国の終わりに、サタンと彼に従う軍勢が、イエス様との最後の戦いの為に立ち上がります。その戦いの結果として、私達はサタンの消滅と大きな白い御座のさばきを見ます。

シーン1：あなたはこれらの石を見ているのですか？

マタイの福音書23、24章で、マタイはイエス様が宮でパリサイ人と論争し、彼らを厳しく非難している時の事を述べています。イエス様と弟子達が宮から出て行く時、弟子達はヘロデが神殿を再建した時に用いた大きな石について語り始めました。これら巨大な石について言うには、「巨大」という言葉ではまだ言い表せないほどです。神殿の最も小さな石でも、象の体重とほぼ同じ、2〜3トンの重さがありました。多くの石は50トンの重さでした。そして、最も大きな石は、570トンという途方もない重さであると見積もられてきました。その石は今でも存在しており、あなたはそれをエルサレムのラビのトンネルで見る事ができます。弟子達がこれらの巨大な石について語っていた時、イエス様は驚かせるような事を言われました。イエス様は石を指して、「まことに、あなた方に告げます。ここでは、石がくずされずに、積まれたまま残ることは決してありません。」（マタイの福音書24章2節）

私は弟子達は困惑しただろうと思います。イエス様は一体何を意味して言われたのだろうか？一体誰がこれら巨大な石を一つでも動かす事ができるのか？彼らはキドランの谷を通ってオリーブ山に向かって歩き続けながら尋ねました。「お話しください。いつ、そのような事が起こるのでしょう。」（マタイの福音書24章3節）彼らは自分達がどのようなしるしや前兆を見るべきなのか、神殿の破壊につながる前兆について知りたかったのです。しかし、彼らはこの世の終わりについても知りたかったのです。「あなたの来られる時や世の終わりには、どんな前兆があるのでしょう。」（マタイの福音書24章3節）

この世の時代の終わり

人々はしばしば、なぜクリスチャンはいつもこの世の終わりについて話しているのかと不思議に思います。真実には、私達は通常この世の終わりについて話しているのではなく、この世の時代の終わりについて話しているのです。この世の終わりはまだ遠い先の事です。しかし、この世のシステムの終わり、つまり人間が堕落せずに人間を支配しようとする貧弱で無駄な試みの終わりが、ほとんどのクリスチャンが言っている「終わり」なのです。さて、質問は、この世の時代はいつ終わるのかです。その前兆は何でしょうか？第一幕で、私達はこれらの質問に対するイエス様の特定の答えをいくつか説明しました。また、イエス様は、ご自身の再臨が近い事と、この世の時代の終わりが来る事を示す、いくつかのたとえ話を与えられました。

イエス様は再び来られると約束されました。イエス様は弟子達に言われました。「あなたがたは心を騒がしてはなりません。神を信じ、またわたしを信じなさい。わたしの父の家には、住まいがたくさんあります。もしなかったら、あなたがたに言っておいたでしょう。あなたがたのために、わたしは場所を備えに行くのです。わたしが行って、あなたがたに場所を備えたら、また来て、あなたがたをわたしのもとに迎えます。わたしのいる所に、あなたがたをもおらせるためです。」（ヨハネの福音書14章1-3節）この箇所で、イエス様は、教会の携挙として知られる、主が教会のために来られる来臨の事を言っておられます。（第二幕参照）

しかし、イエス様はまた、ある日、彼の教会と共に神の御国をこの地上に確立する為に戻って来られます。

シーン2：イエス様の再臨

聖書はイエス様の再臨に関する約束と預言でいっぱいです。旧約聖書と新約聖書の両方のみことばが、イエス様がこの地上に神の御国を確立してくださる時について語っています。そのような旧約聖書のみことばの一つが、ダニエル書7章13-14節にあります。そこで預言者ダニエルは、「私がまた、夜の幻を見ていると、見よ、人の子のような方が天の雲に乗って来られ、年を経た方のもとに進み、その前に導かれた。この方に、主権と光栄と国が与えられ、諸民、諸国、諸国語の者達がことごとく、彼に仕えることになった。その主権は永遠の主権で、過ぎ去ることがなく、その国は滅びることがない。」と言いました。

また、ゼカリヤもイエス様の再臨を預言しています。「わたしは、ダビデの家とエルサレムの住民の上に、恵みと哀願の霊を注ぐ。彼らは、自分たちが突き刺した者、わたしを仰ぎ見、ひとり子を失って嘆くように、その者のために泣き、初子を失って激しく泣くように、その者のために激しく泣く。」（ゼカリヤ書12章11節）ゼカリヤは私達に、イエス様が再臨される時、ユダヤ人はイエス様がメシヤであるとわかり認めると言っています。彼らは自分達が突き刺したお方を仰ぎ見、神が彼らの先祖達に遣わされた真実のメシヤ、「彼は侮られて人に捨てられ、悲しみの人で、病を知っていた。」（イザヤ書53章3節）と預言された通りに拒絶されたメシヤにあまりにも長い年月の間盲目であったという事実に嘆き悲しみます。

これと似たみことばである黙示録1章7節は、「見よ。彼が雲に乗って来られる。全ての目、ことに彼を突き刺した者たちが、彼を見る。地上の諸族はみな、彼のゆえに嘆く。しかり、アーメン。」と宣言しています。

マタイの福音書24章30節で、イエス様は、「その時、人の子のしるしが天に現われます。すると、地上のあらゆる種族は、悲しみながら、人の子が大能と輝かしい栄光を帯びて天の雲に乗って来るのを見るのです。」と言われました。イエス様がオリーブ山から天に上られる前に、弟子達が最後にイエス様を見た時の事が、使徒

の働きの1章9-11節に記録されています。そこにはこう書かれています。「こう言ってから、イエスは彼らが見ている間に上げられ、雲に包まれて、見えなくなられた。イエスが上って行かれる時、弟子たちは天を見つめていた。すると、見よ。白い衣を着た人がふたり、彼らのそばに立っていた。そして、こう言った。『ガリラヤの人たち。なぜ天を見上げて立っているのですか。あなたがたを離れて天に上げられたこのイエスは、天に上って行かれるのをあなたがたが見た時と同じ有様で、またおいでになります。』」

また、ゼカリヤ書に戻ると、14章4節で、主が戻って来られる時には、「その日、主の足は、エルサレムの東に面するオリーブ山の上に立つ。オリーブ山は、その真ん中で二つに裂け、東西に延びる非常に大きな谷ができる。山の半分は北へ移り、他の半分は南へ移る。」と言っています。コロサイ人への手紙3章4節で、パウロは「私達のいのちであるキリストが現われると、その時あなたがたも、キリストとともに、栄光のうちに現われます。」と言っています。ユダの手紙14節では、「アダムから七代目のエノクも、彼らについて預言してこう言っています。『見よ。主は千万の聖徒を引き連れて来られる。』」黙示録の19章11-15節で、イエス様が再び来られる事について、ヨハネはこう言いました。「また、私は開かれた天を見た。見よ。白い馬がいる。それに乗った方は、『忠実、また真実』と呼ばれる方であり、義をもって裁きをし、戦いをされる。その目は燃える炎であり、その頭には多くの王冠があって、ご自身のほかだれも知らない名が書かれていた。その方は血に染まった衣を着ていて、その名は『神のことば』と呼ばれた。天にある軍勢は真っ白な、きよい麻布を着て、白い馬に乗って彼につき従った。この方の口からは諸国の民を打つ為に、鋭い剣が出ていた。この方は、鉄の杖を持って彼らを牧される。この方はまた、万物の支配者である神の激しい怒りの酒ぶねを踏まれる。」

キリストの再臨についての詳細

ですから、イエス・キリストの再臨に関する預言は聖書中にたくさんあります。これらの預言は、主が再びやって来られる事について、私達に何と言っているでしょうか？

まず、イエス様は天の雲に乗って来られます。

第二に、全世界がイエス様を見ます。

第三に、ユダヤ人がイエス様を認識し、「自分達が突き刺したお方を見ます。」

第四に、聖徒達が主と共に戻って来ます。イエス様が神の御国を地上に設立する為に来られる時、携挙で引き上げられた者たちが主に伴って来ます。「私達のいのちであるキリストが現われると、その時あなたがたも、キリストと共に、栄光のうちに現われます。」（コロサイ人への手紙3章4節）

第五に、主はオリーブ山から天に昇られたのと同じように、オリーブ山に下って来られます。主の足がそこに立つ時、オリーブ山はそこを中央にして二つに裂け、新しい渓谷が形成され、山の一部は北に、一部は南に動きます。

タイミング

主の再臨のタイミングは何でしょうか？私達が第二幕と第三幕で論じて来たように、キリストの再臨に先駆けて、二つの出来事が起こります。携挙と大患難です。さて、教会の携挙の前に、もう一つの預言が成就する可能性があります。その可能性のある前兆は、イスラエルを滅ぼし、この地上から絶滅させようと試みるイスラム諸国によるイスラエル侵略です。

聖書は終わりの時にこの事が起こると預言しています。聖書によれば、これらイスラム諸国がイスラエルを侵略する時、ロシアがイスラム諸国を援護します。（第一幕参照）聖書は、最終的にはイスラム諸国がイスラエル絶滅戦争を試みると言っています。

この戦争は神の介入によってさえぎられます。イスラエルにとって完全に不可能に見える時、彼らが生き残る道がないように見えるちょうどその時、神が介入し、この侵略軍の六分の五を滅ぼします。神は、自分達を救ったのは神の御介入以外にはないとイスラエルがわかるような方法で御自身の力を現わされます。

これらイスラム諸国（そして背後で援護したロシアの力）の敗北に続き、ヨーロッパ共同体を導き指導する、非常に力強い、非常に有能な人物が登場します。彼は圧倒的なカリスマを持ち、この世界から世の救い主として崇められるでしょう。なぜなら、彼は、アイデンティティの危機に対する解決策、犯罪の問題に対する解決策、アラブ人とユダヤ人との間の中東敵対心に対する解決策、というような、誰にも見いだせなかった解決策を持っているように見えるからです。

1290日

ロシアがイスラム諸国のイスラエル侵略を援護するこの期間中のいつかに、主がこの地上から教会を携挙で取られ、神の霊をイスラエル国家に注がれます。そして、神が神の民、イスラエルを取り扱われる最後の七年間が始まります。

この期間に、ユダヤ人はエルサレムに彼らの神殿を再建します。彼らは再び日ごとの祈りと犠牲の捧げ物を設立します。現時点では一体どのようにして神殿再建が起こり得るのかわからないにもかかわらず、ユダヤ人が祭司の装束と神殿での礼拝で用いられる多くの物を既に用意しており、神殿再建の為に準備しているのは興味深い事です。

しかし、幸せな三年半の後、この人物、ヨーロッパの指導者は、再建されたエルサレムの神殿にやって来て、日ごとの祈りと犠牲の捧げ物を止めさせます。そればかりでなく、彼は聖所に立ち、自分こそが神であると宣言し、自分を神として礼拝するように要求します。もしまだあなたがこの地上にいて、この時点まで生き残っていたならば、この日からカレンダーに印をつけ始めてください。千二百九十日数えてください。そうすれば、あなたはイエス様の再臨の正確な日にちがわかります。前で述べたように、この期間についてはダニエル書の12章にあるように、預言者ダニエルに啓示されました。そこには、日ごとの捧げ物が止めさせられてから、メシヤの来るまでが千二百九十日と書かれています。

この前の段落を読むと、ある人は「あなたはキリストが戻って来られるその日、その時は誰も知らないと言ったではないか」と議論するでしょう。思い出してください。私達は教会の携挙とキリストの再臨を混同させてはいけません。携挙はもういつでも起こり得ます。それは、あなたがこの段落を読み終わる前にも起こり得ます。私達にはその出来事の日や時はわかりません。しかし私達は、反キリストが神殿での日ごとの祈りと捧げものを止めさせた時から、千二百九十日数えれば、イエス・キリストの再臨の正確な日にちがわかると知っています。この神聖冒瀆、つまり神殿に立ち、自分こそ神であると宣言し、自分を神として拝むように要求する事は、「最後の綱が切れる」と言う所の「最後の綱」と呼べるでしょう。この神への冒瀆、神を汚す行為が、神の忍耐と寛容に終わりをもたらし、大患難へと進ませます。そして、信じられない、また測り知れない力を持って、神の怒りと裁きがついにこの地上に注がれます。（第三幕参照）

シーン3：千年王国

あなたはこの世とこの世を支配しようとしている政治にうんざりしていますか？もしそうなら、心に留めてください。千年王国として知られる期間の地上での人生は異なっています。この千年の期間、地上はついに義を持って支配されるお方によって治められるようになります。イエス様がこの地上に神の御国を設立し、私達と私達の前に生きた全ての聖徒達が主と共に治めるようになります。今日とは違って、人が法律を無視した時、彼らは法律を見下して傷つける為に、「反抗」の運動を起こしたり、それに同意したりしません。キリストのルールが鉄の杖となります。彼のことばが律法となります。

社会主義、共産主義、民主主義、君主主義など、この世が試みた数々の異なった政治体制の中で、最も効率的な政治体制は君主制です。もし君主が良ければ、君主制は非常に良い制度に成り得ます。しかし、もし君主がひどい暴君ならば、君主制はひどいものに成ってしまいます。王の王であられるイエス様は、義の法律と義の支配を持って治められます。従いたくない者は厳しく取り扱われます。私の理解では、キリストと共に彼の新しい王国を治める為にやって来る私達には、ある特定の領域を治める権威が与えられます。私達は義の執行者となります。

地上はどのようになるのか？

私達が第二幕で論じたように、エデンの園でのアダムの罪が、この世の支配権の変更をもたらしました。アダムが神の命令に反抗する事を選んだ時、彼は地球の所有権証書を失ってしまいました。サタンが所有権を取り、それ以来この世はずっと苦しんできました。

イエス様は十字架にかかられた時に、地球を買い戻す価格を支払ってくださいました。彼はこの地球を神へと買い戻してくださいました。そして彼が再びこの地上に戻って来られる時、彼はご自身の死を通して買い戻されたものを請求される為に戻って来られます。

イエス様がこの地球の所有権証書を取り戻される時、いくつかの事が起こります。まず初めに、サタンが千年王国の間縛られます。つまり、私達はその千年の間はサタンと関わる必要がありません。

それから、地球は洪水前の状態に、エデンの園のように修復されます。地球はパラダイスになります。気候は均等化され、もはやハリケーンも竜巻もなくなります。私達は、現在の北極の氷河の下に、かつては森林が存在していたと知っています。石炭の堆積が私達にその事を語っています。また、シベリヤ北極圏の氷のツンドラの中から、何頭ものマンモスの死骸が発見されました。それらマンモスが解剖された時、それらの消化器官にはトロピカル植物が含まれていました。それらの発見は、かつての地球の気候が、現在の気候とは大きく異なっていた事を語っています。北極は氷河ではなく、トロピカルな動物が住んでいました。北極の氷河が無ければ、もっと多くの土地表面が水で覆われており、海と陸地の割合が今日の割合とは異なっていた事になります。また、北極の氷河が無ければ、過激な気候の変化が無い事になります。

現在、地球の地軸は23.3度傾いています。それによって私達には季節があります。しかし、神がこの傾斜を再調整される事はあり得ます。なぜなら、聖書は、地球が酔った男のようによろめき、その場所から動かされると言っているからです。おそらく、主は地球の傾斜を太陽に垂直になるように直されるでしょう。そうする事によって季節は無くなり、日照時間と夜時間の均等化がもたらされます。もしそうなれば、全地球はハワイのようになるでしょう。それによって命も長生きになります。

海水が多くなる事は水の蒸発も多くなる事を意味し、大気中に多くの水分がある事を意味します。この大気中の水分の増加は、有害な紫外線からフィルターとしての保護をより多く得られる事を意味しています。想像できるあらゆる点で、地球はより良くなります。美しくなります。全地が主の栄光で満たされるでしょう。水が海を覆うように、義が地上を覆うでしょう。そして、私達はここにいて、キリストと共に生き、治め、神が意図された世界を楽しむ事でしょう。

イエス様が戻って来られた時、イエス様は何をなされるのか？

イエス様が神の御国を設立する為に戻って来られる時、まず初めになされる事は、国民を裁きの為に集め、大患難の期間を生き残った人々の中で、誰が神の御国に生きる特権が与えられるかを決められられる事です。

獣の刻印を受け取った者は神の御国に入る事を許されません。実際、彼らは即座に除外されます。この時、羊飼いが羊と山羊を分けるように、主が人々を分けられます。主は御自身の右にいる者たちに言われます。「そうして、王は、その右にいる者たちに言います。『さあ、わたしの父に祝福された人達。世の初めから、あなたがたのために備えられた御国を継ぎなさい。』」（マタイの福音書25章34節）しかし、主は御自身の左にいる者達にはこう言われるでしょう。「それから、王はまた、その左にいる者たちに言います。『のろわれた者ども。わたしから離れて、悪魔とその使いたちのために用意された永遠の火に入れ。』」（マタイの福音書25章41節）それから、イエス様が千年の間支配され、私達も主と共に地上の王国の祭司として治める事になります。私達は主に会いに年に一度エルサレムへ行く、と聖書は言っています。

千年王国は気候の変化だけでなく、人間にも変化をもたらします。病気は無くなります。ハンディキャップも無くなります。イザヤは、足なえが喜び踊り、おしが喜び叫び、盲人が主の栄光を仰ぎ見る、この栄光ある時代の事を語っています。私達はもはや悲しみも痛みも苦しみも味わう事がありません。

人々は病気から癒され、罪の性質に従う事から制限されます。イエス・キリストの千年の支配の間、人々は正しく義なる生活を送る以外の選択はありません。この理想的な環境の中では、悪い願望を実行に移す機会はありません。私達はそこにいてそれを見ます。私達は特別な力と栄光の体を持ってそこにいるでしょう。全人類が義に従うように強要されます。そして私達はその千年間、人々が義なる人生を送る時、それがどんなにすばらしいかを見ます。私達には警察も法廷も牢獄も必要がなくなります。人々が義なる人生を送る事は、神との調和を持って生きる事の祝福と益とを経験する事になります。

マタイの福音書25章にあるタラントの例えを覚えていますか。五タラントを預かった者がもう五タラント増やして戻って来ました。そして、「ご主人様。私に五タラント預けてくださいましたが、ご覧下さい。私はさらに五タラントもうけました。」と言いました。（マタイの福音書25章20節）彼の主人は言いました。「よくやった。良い忠実なしもべだ。あなたは、わずかな物に忠実だったから、私はあなたにたくさんの物を任せよう。主人の喜びを共に喜んでくれ。」（マタイの福音書25章21節）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

これは信者にとって現実です。私達がこの世で私達の信仰を現わした分に応じ、イエス様は千年王国で私達に責任を預けられます。私達は、主が私達に委ねられた場所の王として仕えながら、キリストの治世を手伝います。私達はゼカリヤ書14章で、この期間に生きている者は皆、毎年、イエス様を礼拝し、仮廬の祭りを祝う為にエルサレムへ上って来ると言われています。イザヤ書2章は、私達が主の家に来て主の足下に座る時、イエス様が私達に主の道を教えてくださると付け加えています。「『さあ、主の山、ヤコブの神の家に上ろう。主はご自分の道を、私達に教えてくださる。私達はその小道を歩もう。』それは、シオンからみおしえが出、エルサレムから主のことばが出るからだ。」（イザヤ書2章3節）このエルサレムでの毎年の集会を考えてみてください。イエス様の足下に座って主から直接学ぶ事を考えてみてください！

死者と救われていない者

この千年の支配の間、私達（教会）は栄光の体に変えられて生きています。大患難を生き残った人達は、完全なる気候と完全なる状態の中で、生まれつきの自然の体の中に生きています。もはや病気も病も天候の災害もない状態で、これらの人々がどんなに健康であるか想像してみてください。

では、私達がキリストと共に支配している間、救われていない者には何が起こるのでしょうか？聖書は私達に「そのほかの死者は、千年の終わるまでは、生き返らなかった。これが第一の復活である。」（黙示録20章5節）と言っています。第一の復活は長い時の間の事を意味しています。それはイエス・キリストに始まり、最後に殉教する聖徒が栄光に入れられる時に終わります。しかし、その他の死者は千年が終わるまでは生き返りません。

シーン4：サタンの最後の反抗

地上から疫病、病、戦争、争い、災害が無くなった平和と義の千年間の後、黙示録20章が進むにつれて、私達は芝居の背後に流れる音楽の緊迫した変化を聞く事ができるでしょう。照明が消え、背後に流れるフルートとギターの穏やかな音楽が止まります。どこか舞台から外れた所から、気味の悪いピアノの音色と、低く騒がしいドラムの音が、舞台シーンの変化を予告し始めます。悪役が再登場してきます。

解き放たれる

しかし千年の終わりに、サタンはその牢から解き放される。（黙示録20章7節）

この節が「サタンは解放される」と明らかに語っている事に注目してください。サタンは逃げ出したり悪霊の軍勢によって助けられて逃れたりするのではありません。サタンは自由にされるのです。そして、サタンを解放するのは神です。

しかし、主はどうして再びサタンを解き放つのでしょうか？ある人は、「神は既にサタンを鎖で縛り、底知れぬ所に投げ込まれたのに、どうして神はそのままサタンをそこに閉じ込めておかれなかったのか？なぜサタンを自由にされたのか？また、もしサタンの最終目的が破壊ならば、なぜ神はサタンをずっと前に滅ぼし、サタンがこの地上にもたらした全ての悲しみや苦しみから私達を救われなかったのか？」と尋ねるでしょう。答えは、もちろん、神は主権者であられ、この地上とそこに生息する生き物の為に最高の計画を持っておられると言う事です。サタンには特別な神の目的があり、サタンがその特別な神の目的を果たす為に、神はサタンに一時的な自由を許されます。

理想的な状態の中で生きた人々、そしてイエス・キリストの完全なる義の支配の下で生きた人々が、一体どうしてイエス・キリストに反抗するようになるのでしょうか？どうしてこのような事があり得ましょうか？それは起こります。なぜなら、反抗心は人間の心の中に潜在しているからです。そして、神は、人間がいつでも永遠に罪の問題は自分達の内側に滞在しているのだと思い知ることができるように、この最後の反抗と不従順の表示を許されます。誰も「環境が私を悪くしたのだ」と言う事はできません。イエス様に対する最後の反抗を通して、人の心がどうしようもない悪である事が明らかにされた後では、このような議論は永遠に無くなります。キリストの義なる支配の下で生きる祝福と益を受けている間でさえ、罪は彼らの心に潜在していました。

愛のテスト

私達にとって、「主よ、私はあなたを心から愛しています。あなたが第一です。私はあなたを他の誰よりも、また他の何物よりも愛しています。」と言うのはとても簡単な事です。その言葉を発言するのに費用や犠牲は何も伴いません。しかし、私達はしばしば本当の誠実さに欠けてその言葉を言います。私達が神に対する愛を告白する時、神はしばしば、私達が本当にどれだけ神を愛しているのか、限界まで私達をテストなさいます。そして時々、サタンはその神のテストの道具となります。

ヨブはこの事を私達に示しています。神の子らが神の御前に集まった時、サタンもその中にいました。神はサタンにどこにいてどこから来たのかと尋ねられました。サタンは、「地を行き巡り、あちらこちら歩き回って来ました。」と答えました。（ヨブ記1章7節）

サタンは祈りの散歩に出かけたのではありませんでした。サタンは誰をつまずかせ、誰を責めてやろうかと、人々を観察して調査していたのです。

そこで、神はサタンに、ヨブに目を留めるように仰せられました。「おまえはわたしのしもべヨブに心を留めたか。彼は良い人間だ。彼は私を愛し、悪を憎んでいる。」

サタンはあざけ笑いました。「もちろん彼はあなたを愛していますよ。あなたは彼の回りに垣を巡らし、誰も彼に触れられないようにされたではありませんか。あなたは彼を祝福し、繁栄させられました。あなたがヨブを繁栄なされたように人を栄えさせるならば、人は誰でもあなたに仕えるでしょう。しかし、しばらくの間その垣を取り除いてください。私に彼を取り扱わせてください。私は彼があなたを呪うようにする事ができます。」

そこで、ヨブが確かに神を愛している事を証明する為に、神はヨブの所有物をはぎ取る事をサタンに許されました。神はただ一つサタンに制限を与えられました。サタンはヨブの命に触れる事はできませんでした。

サタンは、ヨブは神が与えてくださった特典と利益の為だけに神に仕えた、ただの報酬目当て・御利益主義の人物にすぎないと信じていました。サタンは、「特典を取り上げれば、ヨブはもうあなたに仕えませんよ。」という態度でした。神が神の子供達にたくさんのすばらしい特典を与えてくださる事は真実です。しかし、私達はそれらの祝福や利得の為に神に仕えるのでしょうか？それとも、私達が心から神を愛しているので神に仕えるのでしょうか？

神はサタンが自分の理論をテストするのを許されました。ヨブは自分の家族と富がはぎ取られた時、地にひれ伏して言いました。「私は裸で母の胎を出た。また裸でかしこに帰ろう。主が与え、主が取られたのだ。主の御名はほむべきかな。」（ヨブ記1章21節）次の節は私達にこう言っています。「ヨブはこのようになっても罪を犯さず、神に愚痴をこぼさなかった。」ヨブは神が彼の人生にもたらした事は何でも受け入れました。サタンは、ヨブの神に対する愛の誠実さを試し、示す為の道具として使われました。

強制された愛は全然愛などではありません。私が息子に、「街に机を買いに行く。帰って来たら、机を二階の仕事部屋に運ぶのに助けが必要だ。だから、私が帰ってくるまで庭にいてほしい。」と言ったとしましょう。そして、私が息子を外に連れて行き、裏庭にある大きな木に鎖でつないだとしましょう。私は街へ行って机を買って家に帰って来て、息子がまだ鎖で木につながれていて、その鎖をほどいて私の新しい机を運ぶのを無理矢理助けるように強制したとしましょう。私が、「私は何とすばらしい従順な息子を持っている事だろう。私は彼を誇りに思う。私がいない間、息子はずっと裏庭に留まっていた。」と言ったとしましょう。私の隣の家の人は窓から見ていて、「あなたがいない間にあなたの息子があなたの事をわめき叫んでいたのを聞くべきでしたよ。」と思うでしょう。

しかし、それとは対照に、私が、「息子よ、私は机を買いに行く。私がいない間、庭にいてほしい。家から離れるな。私が帰って来た時、お前にいてほしいから。」と言ったとしましょう。そして私が家を出る時、隣の人が芝生に水をまいているのを見つけて、「ジョーンズさん、私の息子を隣から見ていてくれますか？私がいない時に何が起こるかちょっと興味があります。私は息子に庭にいるようにと言っておきました。息子がどうするかちょっと興味があるんです。」と言います。

そこで、私は机を買いに行き、家に帰って来て隣の人に聞きます。「どうでしたか？」

彼は言います。「スミスさん、あなたは良い息子さんをお持ちですよ。彼の事を心配する必要はありません。あなたがいない間、彼はずっと庭にいました。それだけではなく、子供がやって来て一緒にバスケットボールをしようと言った時、あなたの息子さんは『いや、僕は行けない。お父さんは僕にこの庭にいてほしいんだ。お父さんが帰って来た時、お父さんは僕にここにいてほしいんだ。』と言いました。その子供は、『いいじゃないか。行こうよ。君のお父さんが帰って来る前にここに帰って来ればいいじゃないか。君のお父さんは君が家を離れたなんて絶対わからないよ。さあ、来いよ。行こうよ。』としつこく言いました。あなたの息子さんは、『いや、お父さんが僕にここにいるように言ったんだ。僕はお父さんが帰って来るまでここにいるつもりだ。』と言いました。それでもその近所の子供はあきらめずに、『いいじゃないか、来いよ。君は臆病者だなあ。』と言いました。すると、あなたの息子さんは彼の鼻を殴りました。その子供は鼻から血を流して家に帰って行きました。スミスさん、あなたは良い息子さんをお持ちですよ。」

これならば、私は息子が私に従わない機会および自由があったにもかかわらず、私に従った事を誇りに思えます。

私達にテストが必要である事がわかりますか？神は私達に特定の事をお求めになりました。そして、神は、私達を縛ったり鎖につないだりする代わりに、私達を自由にしておかれます。そして、サタンがやって来て、私達を不従順へと誘惑します。その誘惑にもかかわらず、私が神に対して忠実を保つ時、特に、従わない機会がそこにあったと言う事実に照らして、私が神に従順である時、神は私を喜び、栄光をお受けになります。ヨブに関して言われたように、神は、「わたしは良い息子を持っている。」と言われます。

これが、神がサタンにもう一度自由を許される理由です。現在、神が私達の神に対する愛と献身を試されるように、神は、千年王国の終わりに地上に住む人々を試される為に、サタンの自由を用います。

明らかに、サタンは大した努力もせずに大軍勢を召集し、正しい者達を滅ぼす為に彼らの回りを取り囲むように説得します。「彼らは、地上の広い平地に上って来て、聖徒たちの陣営と愛された都とを取り囲んだ。」（黙示録20章9節前半）しかし、神はその反抗がほとんど始まる前に踏みつぶします。「すると、天から火が降って来て、彼らを焼き尽くした。」（黙示録20章9節後半）

それは瞬間にして終わります。それは、本当に短く哀れな反抗なので、戦いと呼ぶ事すらできません。しかし、目的を果たします。神が悪者の上に怒りを注がれる時、人の心のどうしようもない悪と、神の完全なる義の裁きを現わします。

そして、この背後で働いた惑わしの源であるサタンはどうなるのでしょうか？「彼らを惑わした悪魔は、火と硫黄との池に投げ込まれた。そこは獣も偽預言者もいる所で、彼らは永遠に昼も夜も苦しみを受ける。」（黙示録20章10節）

火の池

聖書中、燃える火の池はゲヘナとして知られています。ゲヘナはエルサレムの南にある谷で、ヒノムの谷としても知られています。背教の時代、イスラエルの国民がバアルの神とモレクの神を礼拝した時、民はそれらの神々に火をたき、礼拝として彼らの赤ちゃんたちを火に投げ込みました。彼らはこれを「子供達に火を通らせる」と言いました。これは、礼拝の行ないと考えられましたが、欲しくない子供達を取り除く便利な方法でもありました。当時、彼らは妊娠中絶をどのように行なうか知らなかったので、子供が生まれるまで待ち、それから快楽の神への礼拝として燃える火の中に投げ込みました。

後のキリストの時代、ヒノムの谷はエルサレムの街のゴミ捨て場になりました。彼らはゴミを常に燃やしていました。ヒノムの谷の方を見ると、昼も夜もヒノムのゴミを燃やす煙が立ち昇っているのが見えました。

ですから、ゲヘナと言う名前は、常に永遠に燃えていると言う意味を持っています。それは火と硫黄との池と述べられています。

さて、最初にゲヘナに行くのは反キリストと偽預言者です。最初の千年間、彼らは燃える池の唯一の住民となります。なぜなら、その間サタンは縛られ、アブソと呼ばれる底知れぬ所に閉じ込められるからです。神に対する短いむだな抵抗の後、サタンはゲヘナにいる反キリストと偽預言者に加わります。黙示録20章10節で、彼が「そこは獣も偽預言者もいる所」に行くと言っているのに注目してください。これは、「そこは獣も偽預言者も焼く尽くされた所」とか、「滅ぼされた所」とは言っていません。それは、「彼らがいる所」と言っています。ある人達は、ゲヘナの恐怖を把握するのに非常な困難を持ち、その代わりに悪者の絶滅を教えています。その方が簡単だからです。しかし、それは真実ではありません。あなたはそのような教えを聖書の中に見つけないでしょう。代わりに、聖書は悪者について、「彼らは聖なる御使いたちと子羊との前で、火と硫黄とで苦しめられる。そして、彼らの苦しみの煙は、永遠にまでも立ち上る。彼らは昼も夜も休みを得ない。」（黙示録14章10-11節）と言っています。

裁き

サタンの短い抵抗が砕かれると、黙示録20章11-15節に記録されているように、主が大きな白い御座の裁きを始められます。

神は正確で細かい全ての記録を保たれます。あなたがした事、考えた事の全てが記録されています。それは、「音」の科学と似ているかもしれません。科学者達は、音は永遠に流れ続けていると理論付けています。私達は、音が一時間に727マイル（約1170キロメートル）移動すると知っています。科学者達は、今までに発せられた全ての音は移動し続けており、今までに語られた言葉は全てどこかにあるはずであると推測しています。そして、もしあなたがそこに行けるなら、あなたは自分の両親がゆりかごの中にいるあなたを初めて見た時、あなたに向かって話しかけている声を再生する事ができるでしょう。

その理論が真実であるかどうかに関わらず、私達は聖書から、私達が言った事、考えた事、行なった事の全てが、神によって記録されていると知っています。神は全てを御存知で、全てをいのちの書と呼ばれる書物に記録されています。神がその書物を開かれる時、あなたはそこに書かれた事柄に基づいて、それらの考えや言葉や行動によって裁かれます。

聖書はこのいのちの書について何度も触れています。私にとって、それら参照箇所のうちの半分が、書物から消し去られてしまう人について語っているのは興味深い事です。モーセがイスラエルの民の為にとりなし、神が彼らを赦してくださるように求めた時、彼はもし神がそうしてくださらないなら、自分の名前を書物から消し去ってほしいと付け加えました。（出エジプト記32章32節）主はモーセに、「わたしに罪を犯した者は誰であれ、わたしの書物から消し去ろう」（出エジプト記32章33節）と仰せられました。詩篇69篇28節では、ダビデがメシヤに代わって語り、「彼らがいのちの書から消し去られ、正しい者と並べて、書き記されることがありませんように。」と言っています。

黙示録3章で、イエス様がサルデスの教会に語っているメッセージの中で、勝利を得る者は白い衣を着せられ、彼らの名はいのちの書から消されることはない、と主は約束されました。その代わりに、イエス様は、彼らの名を神の御前と御使いたちの前で言い表すと約束なさいました。そして、私達は黙示録22章19節で、「もしこの預言の言葉を取り除く者があれば、神は、いのちの書から、聖なる都から、そしてこの書に書かれている事から、彼の分を取り除かれる。」（訳者日本語訳）と警告されています。

第二の死

もしあなたが第一の復活にあずかるならば、あなたは第二の死に直面することはありません。聖書的定義では、死とは、人の意識が神から離れる事です。もしあなたが神を意識しないで生きているなら、もしあなたの人生に神の居場所がないのなら、神との親しい交わり、神と共にいること、神への思いが無いのならば、聖書によれば、あなたは既に死んでいます。将来のある日、あなたは肉体的に死にますが、今現在、あなたは既に霊的に死んでいます。あなたが大きな白い御座の裁きの際に神の御前に立つ時、あなたの名前がいのちの書に書かれているのが見つけられず、あなたは火の池に投げ込まれます。これが、第二の死です。

黙示録20章6節は、「この第一の復活にあずかる者は幸いな者、聖なる者である。この人々に対しては、第二の死は、何の力も持っていない。」と私達に言っています。イエス様は、「肉によって生まれた者は肉です。御霊によって生まれた者は霊です。あなたがたは新しく生まれなければならない、とわたしが言ったことを不思議に思ってはなりません。」（ヨハネの福音書3章6-7節）と言われました。あなたは第二の誕生、霊的誕生をしなくてはなりません。二度生まれたなら、あなたは一度死にます。一度しか生まれていないのなら、あなたは二度死にます。あなたは肉体的に死に、それから燃える火の池に投げ込まれます。永遠に神から離れてしまう第二の死です。

しかし、少し前に戻ってください。新しく生まれた者、一度だけ死ぬ者はどうなるのでしょうか。

彼らはアンコールを味わうことができます。

第四幕の為のみことば

オリーブ山から流れる川

ヨエル書3章18節

ゼカリヤ書14章4、8、10節

全ての国民が神の栄光を見る

イザヤ書60章1-3節

エゼキエル書39章21節

ミカ書4章1-5節

ハバクク書2章14節

動物の行動

イザヤ書11章6-7節、65章25節

イザヤ書11章8節

創造物へののろいが取り除かれる

創世記3章17-19節

イザヤ書11章6-9節、35章9節、65章25節

ヨエル書3章18節

アモス書9章13-15節

死が勝利に飲み込まれる

イザヤ書25章8節

神の証人としてのイスラエル

イザヤ書44章8節、61章6節、66章21節

エゼキエル書3章17節

ミカ書5章7節

ゼパニヤ書3章20節

ゼカリヤ書8章3節

イスラエルが清められる

エレミヤ書33章8節

ゼカリヤ書13節1章

イスラエルの拡大と変化

イザヤ書26章13節

オバデヤ書17-21節

イスラエルが異邦人の上に高められる

イザヤ書14章1-2節

イザヤ書49章22-23節

イザヤ書60章14-17節、61章6-7節

イスラエルがメシヤを認識する

イザヤ書8章17節、25章9節、26章8節

ゼカリヤ書12章10-12節

イスラエルが再び集められる

イザヤ書43章5-6節

エレミヤ書24章6節、29章14節、31章8-10節

エゼキエル書11章17節、36章24-25、28節

アモス書9章14-15節

ゼカリヤ書8章6-8節

マタイの福音書24章31節

イスラエルが改心させられる

エレミヤ書31章31-34節、32章39節

エゼキエル書11章19-20節、36章26節

イスラエルが結婚によって神につながる

イザヤ書54章、62章2-5節

ホセア書2章14-23節

天国の街、エルサレム

エレミヤ書33章16節

イザヤ書2章2-3節

エゼキエル書48章35節

ミカ書4章1節

ゼカリヤ書8章5節、14章10節

黙示録21章10、16節

イエス様がエルサレムを治められる

詩篇2篇6-8節，11篇

イザヤ書2章3節、11章4節

良い羊飼い、イエス様

イザヤ書40章11節、49章10節、58章11節

エゼキエル書34章11-16節

神の知識が増し加わる

イザヤ書41章19-20節、54章13節

ハバクク書2章14節

人の長寿が回復される

イザヤ書65章20節

聖霊の働き

イザヤ書32章15節、59章21節

エゼキエル書36章27節、37章14節

ヨエル書2章28-29節

圧迫が無くなる

イザヤ書14章3-6節、49章8-9節

ゼカリヤ書9章11-12節

病気が取り除かれる

イザヤ書33章24節

エレミヤ書30章17節

エゼキエル書34章16節

イザヤ書29章18節、35章5-6節、61章1-2節

エレミヤ書31章8節

太陽と月の光の増加

イザヤ書4章5節、30章26節、60章19-20節

ゼカリヤ書2書5節

涙がぬぐわれる

イザヤ書25章8節、30章19節

神殿再建

イザヤ書2章2節

エゼキエル書40-48章

ヨエル書3章18節

ハガイ書2章7-9節

ゼカリヤ書6章12-13節

統一言語

ゼパニヤ書3章9節

世界的聖さ

ゼカリヤ書14章20-21節

世界的平和

イザヤ書2章4節、32章18節

世界的祈り

イザヤ書56章7節、65章24節

ゼカリヤ書8章22節

世界的歌声

イザヤ書35章6節、52章9節、54章1節、55章12節

エレミヤ書33章11節

荒野と砂漠が花咲く

イザヤ書35章1-2節

アンコール

天国

さて、芝居は終了しました。前の四幕で、私達は、反キリストの台頭、教会の携挙、大患難の恐怖、キリストの栄光ある再臨と千年王国の設立を見ました。私達は、サタンが神に対して最後の弱々しい抵抗を試みようとするのを見、それが始まる前に神がそれを打ち砕かれたのを見ました。私達はついに、サタンの権威喪失と大きな白い御座の裁きを見ました。第四幕の結論として、悲しみと破壊の終わりがやって来ました。しかし、最後の舞台の幕が閉じられ、最後の音楽も消えて静かになったと思った時、再び幕が上がり音楽が流れ始めます。

全てのすばらしい演劇はアンコールに値します。そして、過去どのような演劇も、このイエス・キリストのドラマ以上にアンコールに値するものはありません。私達が見つめるべき更なる美しさ、発見すべき更なる興奮があります。私達はこの最後の箇所で、主と共に過ごす天国で私達を待っている栄光ある将来を垣間見ます。これは、永遠に続くアンコールです。

新しい天と新しい地

私達が今知っている地と天は過ぎ去ることに関して、聖書は非常に明らかに述べています。私達は詩篇102篇25-26節でこう読みます。「あなたははるか以前に地の基を据えられました。天も、あなたの御手のわざです。これらのもは滅びるでしょう。しかし、あなたはながらえます。全てのものは衣のようにすり切れます。あなたが着物のように取り替えられると、それらは変わってしまいます。」

宇宙さえもが熱力学とエントロピーの法則に従っています。科学者ハーシェル・ジーンズ氏は、地球は大きな巻き時計のように、それがいっぱいまで巻かれた状態から、ゆっくりと巻き戻っているのだ、と説明しました。太陽は百万二百トンの質量を毎秒発散していますが、その巨大な大きさの為に、あなたは家に帰って、太陽がもうじき全焼してしまうと心配する必要はありません。

私はかつて、ある宇宙学の講義を聞いた事があります。その中で教授は、太陽のものすごい還元率の為、もう十億年すれば、地球上の生命をサポートする為に十分な太陽エネルギーが無くなってしまうと言いました。半分寝ていた一人の学生が突然目を覚まして尋ねました。「何て言いましたか？」その教授は繰り返しました。「もう十億年経てば、太陽はもう地球上の生命をサポートできなくなると言ったんだ。」するとその学生は明らかに安心して言いました。「ああ良かった。私はあなたが一千万年と言ったと思いました。」

主はイザヤ書65章で、「見よ。まことにわたしは新しい天と新しい地を創造する。先の事は思い出されず、心に上ることもない。だから、私の創造するものを、いついつまでも楽しみ喜べ。見よ。わたしはエルサレムを創造して喜びとし、その民を楽しみとする。わたしはエルサレムを喜び、わたしの民を楽しむ。そこにはもう、泣き声も叫び声も聞かれない。」（イザヤ書65章17-19節）と仰されました。

17節の「創造」という言葉はヘブル語で「バラ」です。それは、創世記1章1節、「初めに、神が天と地を創造した。」で用いられたのと同じ言葉です。バラという言葉は、何も無い所から何かを存在するようにする、無から有を造り出す、という意味です。神は何も無い所から天と地の存在をもたらしました。そして、神はこのイザヤ書の箇所で、再び何も無い所から何かを創造する、新しい天と新しい地を創造すると宣言されています。

他のヘブル語で「創造する」または「造る」は、「アサ」で、これは、既に存在する物質を組み合わせるという意味です。興味深いことに、人間が現在の形態で住めるように地球が創造されたのを私達が創世記第一章で読む時、ほとんどの部分で「アサ」が使われています。しかし、初めに、神が創造（バラ）し、何も無い所から天と地の存在をもたらしました。そして神は、何も無い所から新しい天と新しい地をバラ、創造すると約束されています。

私達は、第二ペテロの手紙3章10-13節で、これがどのようにして起こるのかを垣間見ます。「しかし、主の日は、盗人のようにやって来ます。その日には、天は大きな響きを立てて消え失せ、天の万象（英語欽定訳では、elements=化学物質を構成する基礎的要素であり、実際には人間の肉眼で見えない諸元素：訳者注釈）は焼けて崩れ去り、地と地のいろいろなわざは焼き尽くされます。このように、これらのものはみな、崩れ落ちるものだとすれば、あなたがたは、どれほど聖い生き方をする敬虔な人でなければならないことでしょう。そのようにして、神の日の来るのを待ち望み、その日の来るのを早めなければなりません。その日が来れば、そのために、天は焼けてくすれ、天の万象（諸元素）は焼け溶けてしまいます。しかし、私達は、神の約束に従って、正義の住む新しい天と新しい地を待ち望んでいます。」

さて、私達は原子と分子の構造について少し知っています。私達は陽子、電子、中性子について、そのような宇宙を組み立てている基礎的要素と構造、性質について理解するようになりました。私達は、原子の中にはまだ私達が測り知ることのできない不思議があると知っています。原子の核は、もちろん、陽子の塊と核の回りを回転している電子によって構成されています。また私達は関連して、核の中には固体物質よりも空間の方が多いと知っています。

原子の不思議の一つは、一体何が陽子を塊としてつなげているのかと言う事です。コロンボの電気の法則によれば、同じ粒子は互いに反発し合います。陽子は互いに押し合うはずで、ものすごい力で反発し合うはずです。それなのに、なぜ原子核の中では固まっているのでしょうか？人間は、原子核を、ゆっくりと動く中性子と共に爆発させることによって学んできました。中性子によって原子核を刺激し、ものすごい力を作り出す事ができます。原子核を刺激し、陽子が自然の性質に従って互いに反発し合うように反応させることによって、原子は大きくかき乱され、それによって生み出される結果が原子力です。しかし、原子力がものすごく強力であると同様に、陽子が共につながり合う為には、陽子を解散させる以上の力を必要とすると推測されています。そこで、質問は、「何が宇宙を一つにつなげて保っているのか？」です。

パウロはコロサイ人への手紙1章16-17節で、イエス様は全てのものを造られただけではなく、万物がイエス様によって「成り立っている」、またはギリシャ語で「一つにつなげられている」と言っています。主はある日、主が簡単に握っておられるその手を離されます。すると、全宇宙が直ちに分解され崩れ去ります。主がなされる事は、ただ単に手を離される事だけです。そしてそうなれば、私達が知っている天と地は何も無くなります。この時点で、神は新しい天と新しい地を創造「バラ」されます。

新しいエルサレム

あなたがこの地球上で見たことのある最も美しい景色、まだ人間によって汚染されていない場所を考えてください。汚染されていない場所はあまり残されていませんが、私達はそれら数少ない、まだ人間に触れられていない場所の栄光に驚かされます。さて、すばらしい設計主であり、創造主である神の思いから来る新しい地と新しい天を創造してみてください。神の新しい創造は汚染されないばかりでなく、永遠に創造されたばかりの状態で保たれます。そして、神が神の民と共に住まわれます。

痛みや苦しみをもたらす全てのものが無くなります。私達は神の永遠の御国で神と共に住む時、全き喜びと非常な幸福を経験します。真実であるにはすばらしすぎるように聞こえませんか？まるで美しい夢のように聞こえますが、神はそれが真実であると宣言されています。そして神のことばは真実です。あなたは完全に信頼することができます。

「また、最後の七つの災害の満ちているあの七つの鉢を持っていた七人の御使いの一人が来た。彼は私に話して、こう言った。『ここに来なさい。私はあなたに、子羊の妻である花嫁を見せましょう。』」（黙示録21章9節）ヨハネは神の都である新しいエルサレムを観察するように招かれました。これが花嫁の住む所、神がキリストの花嫁の為に用意された所です。私達の神は豊かさに満ちあふれた神なので、・・・赦しに富み、愛に富み、豊かに祝福してくださる神なので、・・・私達は神が私達の為に用意してくださった所の美しさを十分に想像する事ができません。しかし、ヨハネは、何が私達を待っているのかを垣間見せています。

「そして、御使いは御霊によって私を大きな高い山に連れて行って、聖なる都エルサレムが神のみもとを出て、天から下って来るのを見せた。都には神の栄光があった。その輝きは高価な宝石に似ており、（水晶のように）透き通った碧玉のようであった。」（黙示録21章10-11節）この宝石は碧玉と訳されていますが、碧玉は水晶のように透き通っていないので、この宝石はギリシャ語ではダイヤモンドに相当するかもしれません。ダイヤモンドが光の中でどんなに輝くかをあなたは知っているでしょう。あなたが近づいた時、その都はそれ程まぶしく光輝くのです。

黙示録21章12-16節は、「都には大きな高い城壁と十二の門があって、それらの門には十二人の御使いがおり、イスラエルの子らの十二部族の名が書いてあった。東に三つの門、北に三つの門、南に三つの門、西に三つの門があった。また、都の城壁には十二の土台があり、それには子羊の十二使徒の十二の名が書いてあった。また、私と話していた者は都とその門とその城壁とを測る金の測りざおを持っていた。都は四角で、その長さと幅とは同じである。彼がその測りざおで都を測ると、一万二千ファーロング（約2414キロメートル）であった。長さも幅も高さも同じである。」と私達に言っています。

一万二千ファーロング（約2414キロメートル）は、約千五百マイルに当たります。都は、長さも幅も高さも約千五百マイル（約2414キロメートル）の立方体のような形をしていると思われます。

私達は、私達が受け取る新しいからだについてあまりわかりません。それはすばらしいものである事には違いありません。それでも、神が私達の為に用意してくださっている驚きを測り知ることはできません。第一コリント人への手紙2章9章は、「目がまだ見ず、耳がまだ聞かず、人の心に思い浮かびもしなかったことを、神は、ご自分を愛する者たちのために備えられた。」と言っています。私達はイエス様が死からよみがえられた時、イエス様は肉体のからだを持っておられたと知っています。しかし、イエス様は「血」とは言われませんでした。イエス様は霊だけでもなかったと言っています。しかし、イエス様の新しいからだは、異なった分子構造を持っていたと思われます。なぜならば、イエス様は壁を通り抜けることがおできになったからです。私達の新しいからだはイエス様の新しいからだと似たものになるのでしょうか？私達の新しいからだは質量を持っているのでしょうか、それとも霊的なものなのでしょうか？もし私達が霊的なものだとしたら、私達のからだには重力の引力が無いでしょう。それは人生を非常に興味深くします。

さて、私達のからだが質量を持っていると推測して、もう一度千五百マイル（約2414キロメートル）の立方体を見てみましょう。私達は地球上ではこの惑星の表面積だけに限られています。しかし、もし私達がその巨大な立方体の中に住むのだとしたらどうでしょうか？その立方体の各層が1マイル（約1.6キロメートル）の高さで、全ての人が1平方マイル（1.6キロ平方メートル）の場所を自分達が住む所として与えられたとしましょう。あなたはどれだけの人がその立方体の中に住めるかわかりますか？私たち全員にとって十分な場所があるでしょう。

また、城壁を測ると、百四十四キュビトであった。これは人間の、すなわち、御使いの尺度によるのである。城壁は碧玉で築かれ、都は透き通ったガラスのような純金で造られていた。都の城壁の土台は様々な宝石で飾られていた。第一の土台は碧玉、・・・（黙示録21章17-19節）

その都の土台はカラフルで美しいものでしょう。碧玉は、前に述べたように、透明で透き通っています。ですから、これはダイヤモンドの事を言っていると思われます。それは水晶のように透き通っていて、太陽の光の中で透明の氷のようにきれいで純粋で明るくて、光と色を反射する役目を果たします。

「・・・第二は、サファイヤ、・・・」（黙示録21章19節）

サファイヤは青色です。この石は出エジプト記24章10節で神の（御足の下の）土台として述べられています。「御足の下にはサファイヤの敷石のようなものがあり、透き通っていて青空のようであった。」

「・・・第三はめのう（玉随）・・・」（黙示録21章19節）めのうは緑っぽい色です。それは鉱物で、様々な種類のエメラルドがカルセドンの山に集まっているように説明しています。

「第四は緑玉（エメラルド）、第五は縞めのう、第六は赤めのう、第七は貴かんらん石、第八は緑柱石、第九は黄玉石（トパーズ）、第十はひすい（緑玉随）、第十一は青玉、第十二は紫水晶であった。」（黙示録21章19-20節）ここで述べられた色の絵をあなたに見せると、エメラルドは緑色、縞めのうは赤色、赤めのうは燃えるような赤色、貴かんらん石は金色のような黄色、緑柱石は異なる色合いの緑色、トパーズは緑っぽい黄色、ひすいは金色っぽい緑色、青玉は濃紺色、紫水晶は紫色です。これらに明るく透き通った碧玉とサファイヤの青色、めのうのエメラルドグリーンを加えてください。そうすれば、あなたはこの都の土台を造っているこれらの宝石の美しさが想像できるでしょう。

今日、金とダイヤモンドは、この地上で非常に価値があります。それらは非常に価値があると考えられているので、人はそれらを得る為に働き、ある人はそれらを得る為に戦ったり殺したりさえします。しかし、これら高価な価値あるこの地上の品物は、天国では非常にありふれた普遍的なものになります。私達は、天国では道が金でできていると言われています。つまり、この地上の宝物が、天国ではアスファルトになるのです。私達が新しい都に到着した時、神は金や銀やダイヤモンドや宝石には感動されないということがはっきりとわかるでしょう。それらは神にとってあまりにも一般的なものです。神はそれらを建築資材として使用されます。

神は金銀や宝石には心を動かされはしません。この地上の全ての金は神によって造られました。私達が持っている全ての銀も神によって造られました。全てのダイヤモンド、サファイヤ、碧玉、エメラルドは神が造られたのでここに存在しています。ですから、神は私達がそれらに感銘するようにはそれらに感銘されません。神はそれらを宝物とは考えられません。みことばが私達に言っているのは、そして、神が私達の為に用意された都に私達が入った時に、私達が自分自身の目で見るであろう事は、神が宝物とみなしてくださっているのは私達である、と言う事です。

神は出エジプト記19章5節で、神の民を「宝」と言われています。欽定訳では「特異な変わった宝」という言い方が使われています。そして私はその訳に同意します。神が私を宝とみなしてくださるとは不思議です。しかし、私達は神の宝です。神が価値を置かれるは金や銀や宝石ではなく、神の民です。もっと特定して言えば、それはあなたです。神はあなたをたった一人だけ、あなたを唯一の者として造られました。そして、価値は通常それがどれだけ稀であるかによって決定されます。ですから、あなたは神の変わった宝であるだけでなく、めずらしい稀な宝でもあります。

「十二の門は十二の真珠であった。どの門もそれぞれ一つの真珠からできていた。都の大通りは、透き通ったガラスのような純金であった。私はこの都の中に神殿を見なかった。それは、万物の支配者である、神であられる主と、子羊とが都の神殿だからである。」（黙示録21章21-22節）さて、イエス様が教会の為にやって来られ、私達を天国へと引き上げられる時、私達はその最初の天国に神殿を見つけます。それは、神がモーセに建てるように命じられた地上の幕屋と全く同じものでしょう。神がそれらの指示を与えられた時、それは天の物の模型であるので、計画に従って正確に作るよう注意するように、と神はモーセに仰せられました。

私達は神殿について、黙示録中の数箇所で読むことができます。7章の15節では、「だから彼らは神の御座の前にいて、昼も夜も聖所（英語欽定訳ではTemple=神殿）で神に仕えているのです。そして、御座に着いておられる方は彼らと共に住まわれます。（訳者日本語訳）」と書かれています。黙示録11章19節は、「それから、天にある、神の神殿が開かれた。神殿の中に、契約の箱が見えた。また、いなずま、声、雷鳴、地震が起こり、大きな雹が降った。」と言っています。15章の5、6、8節は、「その後、また私は見た。天にある、あかしの幕屋の聖所が開いた。そしてその聖所から、七つの災害と携えた七人の御使いが出て来た。彼らは、きよい光り輝く亜麻布を着て、胸には金の帯を締めていた。・・・聖所は神の栄光と神の大能から立ち上る煙で満たされ、七人の御使いたちの七つの災害が終わるまでは、誰もその聖所に、入る事ができなかった。」（聖所と訳されている言葉は英語欽定訳ではTemple=神殿：訳者注解）と言っています。

最初の天に神殿があるのは顕著にわかります。しかし、新しい天では私達に神殿は必要ありません。なぜなら、神と子羊が私達の神殿だからです。

同様に、私達には外側からの光の源は必要ありません。「都には、これを照らす太陽も月もいらない。というのは、神の栄光が都を照らし、子羊が都のあかりだからである。」（黙示録21章23節）イエス様は「わたしは世の光です。」（ヨハネの福音書8章12節）と言われました。新しいエルサレムでは、昼間の太陽も必要なく、太陽を反映する夜の月も必要ありません。イエス様の臨在が、私達に必要な全ての光を供給してくださいます。

諸国の民が、都の光によって歩み、地の王たちはその栄光を携えて都に来る。都の門は一日中決して閉じることがない。そこには夜がないからである。こうして、人々は諸国の民の栄光と誉れとを、そこに携えて来る。しかし、すべて汚れた者や、憎むべきことと偽りを行なう者は、決して都に入れない。子羊のいのちの書に名が書いてあるものだけが入ることができる。（黙示録21章24-27節）

新しいエルサレムで他にすばらしいのは、何もこの都を汚染しないということです。汚染するものが何も存在せず、純粋なものだけが存在します。私達はこの中に、イエス様の山上の垂訓での約束、「義に飢え渇く者は幸いです。その人は満たされるからです。」（マタイの福音書5章6節）の成就を見ます。

神が将来について語り、やがて来たるべき事について預言される時、神は聖書の中で頻繁に、「これらは真実で信頼すべきことばである。わたしがこれを語り、わたしがこれを行なう。」と断言されます。私は、私達の想像では神が約束されている事を理解しきれないと神は御存知であるので、神は私達にこのような確証を与えられたと思います。私達がそれらを想像できないので、私達は神のみことばをその通りに受け取らなくてはなりません。しかし、神はそのみことばに忠実なお方であられるので、私達は確かに神の約束に信頼することができます。新しいエルサレムの描写は「地球らしくない」（実際にそうです）ように思われますが、私達はそれぞれの詳細が、神が聖書で約束された通りに存在するようになると信じる事ができます。

非現実的で別の世界のような描写に直面した時の質問は、「神はこれらの事を成り立たせる事がおできるになるのだろうか？」ではありません。「あなたは神のことばをそのまま受け取りますか？」が質問です。ある人達は神を信じるのに「知的な」困難を持ちます。少なくとも、彼らは自分達の問題は知的なものであると言います。しかし、問題は知的なものではないと私は思います。問題は霊的なものです。イエス様は霊的不信仰についてはかなりきつくあられました。ヨハネの福音書の3章で、全ての者が生まれ変わる必要があるとニコデモに話された時、神が御子を世に遣わされたのは、世を裁く為ではなく、御子を通して世が救われる為であると言われました。それから、イエス様は事実の問題として、「御子を信じる者は裁かれない。信じない者は神のひとり子の御名を信じなかったので、すでに裁かれている。その裁きというのは、こうである。光が世に来ているのに、人々は光よりもやみを愛した。その行ないが悪かったからである。」（ヨハネの福音書3章18-19節）とニコデモに言われました。

信じないというのは道徳の問題です。それは、闇を非常に愛しているので光を拒絶する人の状態です。これとは対照的に、信仰は、闇を拒絶し光を愛する人の自然の状態です。事実、私はイエス様と共に歩めば歩むほど、信仰が強く大きくなりました。私は神が仰せられることに何の知的問題もありません。私は信じないことに知的困難を持ちます。神から切り離して私の存在を説明しようとする事は知的に難しい事です。聖書の預言の成就を説明しようとするのは非常な知的困難を与えます。しかし、神を信じることは？全然困難ではありません。

イエス様は預言される時、「まことに、まことに」という言葉をよく使われました。二回繰り返して使われたのは強調する為です。それはまるで、「本当に、本当に」と言われていたようです。それは、イエス様はご自身が言われたことを本当に意味しておられたと私に言っています。私達が、イエス・キリストの花嫁の為の、神の将来のご計画の真理に信頼できる事は、何とすばらしいことでしょう。神の子どものためには栄光あるものが用意されています。私が、神の愛と神の御国の栄光が私の上に永遠に注がれる、という神の永遠のご計画の一部であることに、私は何と感謝していることでしょう。

いのちの木

御使いはまた、私に水晶のように光るいのちの水の川を見せた。それは神と子羊との御座から出て、都の大通りの中央を流れていた。川の両岸には、いのちの木があって、十二種の実がなり、毎月、実ができた。また、その木の葉は諸国の民をいやした。（黙示録22章1-2節）

神がアダムとエバの為にエデンの園を創造された時、神は実をつける様々な木々で園を満たされました。アダムとエバはそれらの木々から自由に取って食べるように勧められました。しかし、神は園の中央に、アダムとエバに食べることを禁止された一本の木を置かれました。これが善悪の知識の木でした。神は彼らにこの木の実は死をもたらすと警告されました。しかし、もう一本別の木が園に存在しました。いのちの木です。この木から食べた者は永遠に生きます。エバがサタンの偽りを聞いて善悪の知識の木の実を食べ、アダムも彼女の誘いに従って食べた時、神は彼らを園から追放し、彼らが戻って来ないように入口を守られました。「彼が手を伸ばし、いのちの木からも取って食べ、永遠に生きないように。」（創世記3章22節）神が心配されたのは、アダムとエバが永遠に生きることではなく、彼らがそのような罪深い状態で、神の命令に反抗した状態で永遠に生きることでした。彼らの選択がこの世に罪ののろいをもたらしました。この罪ののろいも、新しいエルサレムでは消え去るもう一つのことです。（黙示録22章3節）

死の木かいのちの木かという選択ならば、人はまずいのちの木を選ぶだろうと思うでしょう。しかし、そうではありませんでした。さて、私達はアダムの愚かな行ないの為に彼に落ち度を見つけます。なぜ彼はいのちの木ではなく死の木から取って食べることを選んだのでしょうか？しかし、私達がアダムを厳しく批判して責める前に、今日でも同じ選択が人間の前に置かれていることに私達は気付く必要があります。神は私達にいのちの木を提供してくださいました。そして、それはもちろん、イエス・キリストの十字架です。それを通して、神は永遠のいのちを提供してくださいました。そして今日、人にはいのちか死の選択があります。十字架で、神は言われました。「見なさい。わたしはあなたの前にいのちと死を置いた。生きる為にいのちを選びなさい。」しかし、それでも今日多くの人が、アダムとエバが園で犯したのと同じ愚かな間違いをし、いのちの道ではなく死の道を選んでいます。

私達は黙示録の内容から、いのちの木は確かに神の都に移動されたことがわかります。黙示録22章1-2節で、私達には何と言う絵が与えられていることでしょう。私達は、神の御座から水晶のように透き通った川が流れ、都中に流れ渡っているのを見ます。川沿いには金の道が並んでいます。そしてそこに、エデンの園から移植されたいのちの木が力強くまっすぐに立っています。私達は、その木は毎月、各月ごとに異なった12種の実をつけると言われています。その木は豊富な種類の実をつけるだけでなく、その葉は諸国の民をいやします。

これはどの諸国の民を言及しているのでしょうか？私達はまだ地球（新しい地）があると知っています。そして、その新しい地には諸国の民がいるでしょう。そこにはどのような人達が住むのでしょうか？聖書は語っていません。将来についてまだたくさんの事が明らかにされていません。神は私達にいくつかの驚きを残しておられます。

顔と顔を合わせて見る

もはや、のろわれるものは何もない。神と子羊との御座が都の中にあって、そのしもべたちは神に仕え、神の御顔を仰ぎ見る。また、彼らの額には神の名がついている。もはや夜がない。神である主が彼らを照らされるので、彼らにはともしびの光も太陽の光もいらない。彼らは永遠に王である。（黙示録22章3-5節）

もう罪ののろいはありません。もはや夜もありません。新しい名と、私達を愛してくださる神と共に永遠に支配する現実が約束されています。イエス様が約束してくださったように、私達は神の御顔を見るのです。（マタイの福音書5章8節）

御使いは、また私に、「これらのことばは、信ずべきものであり、真実なのです。」と言った。（黙示録22章6節）

これらの約束はあまりにも栄光に富み、あまりにも美しく、私達人間の理解を超えています。神が私達に真実を語っておられるのだと私達がわかる為に、神はこれら最後の数章で繰り返し断言されています。これは何かのおとぎ話ではありません。これは神の真理が私達に明らかに現わされたのです。

報酬

イエス様と共に永遠に治める権利、神の御顔を仰ぎ見、神から直接教わり、神が私達の為に用意してくださった栄光ある家で住める祝福、それでもう十分です。しかし、これら全てに加え、神は私達の地上での働きに応じて報いてくださると聖書は言っています。

救いは神の恵みによるギフトです。しかし、この恵みによる神のすばらしいギフトを受け取って、今、神は私の主であり、私は神に仕え、神に従う義務があります。全ての動機の中で感謝が一番良い動機です。イエス様が私達の為にしてくださった事を思い出すだけで、感謝の捧げものとして、私達を神に仕えるように動機付けるはずです。しかし、もし私達が感謝の気持ちから仕えるのでなければ、私達は義務感から仕えるべきです。私達の人生はもはや私達のものではありません。私達は代価を払って買い取られたのであり、それゆえ自分達のからだをもって神の栄光を現わすべきである、と聖書は私達に語っています。（第一コリント人への手紙6章19-20節）他の箇所で、イエス様は明らかな質問をされました。「なぜ、私を『主よ、主よ。』と呼びながら、わたしの言うことを行なわないのですか。」（ルカの福音書6章46節）それは完全に矛盾しています。

私達は神を主として従うべきです。そして、私達は神に命令されたことを忠実に行なうことによって報酬を受けます。これらの約束された報酬は、救いとは関係ありません（救いのことを言っているのではありません）。しかし、神の御国での私達の立場に大きく関係してきます。

第四幕で述べたように、イエス様はマタイの福音書25章でタラントについてのたとえを話されました。主人は遠い国へ出かけなくてはならなかったので、彼の財産をしもべたちに預けました。一人のしもべには五タラント、もう一人のしもべには二タラント、そして別のしもべには一タラントを預けました。彼が帰って来た時、清算をする為に彼らを呼び集めました。五タラント預かった者は、「主よ。私はあなたが与えてくださったものを増やしました。十タラント持って来ました。」と言いました。すると主人は、「よくやった。忠実で良いしもべだ。あなたはわずかなものに忠実だったから、私はあなたに十の都市を治めさせよう。主の喜びに入りなさい。」と言いました。しかし、一タラントをもらって土に埋めたしもべは、それを失ってしまいました。わずかなものに忠実である者は多く与えられます。しかし、忠実でない者は、与えられたものさえも失ってしまいます。

パウロは聖徒の裁きについて書いて、「なぜなら、私達はみな、キリストの裁きの座に現われて、善であれ、悪であれ、各自その肉体にあってした行為に応じて報いを受けることになるからです。こういうわけで、私達は、主を恐れることを知っているので、人々を説得しようとするのです。」（第二コリント人への手紙5章10-11節）と言いました。ある日、私達は、主が私達に預けられたものをどうしたかについて報告します。主はすぐに来られます。主は手に報酬を持ってやって来られます。主は彼の花嫁の為にやって来られます。

御霊も花嫁も言う。「来てください。」これを聞く者は、「来てください。」と言いなさい。渇く者は来なさい。いのちの水が欲しい者は、それをただで受けなさい。（黙示録22章17節）

あなたは渇いていますか？

上記のみことばにある招きは、神が預言者イザヤを通して書かれたもう一つの招きを私に思い起こさせます。「さあ、渇いている者はみな、水を求めて出て来い。金のない者も、来て買って食べよ。さあ、来て、金を払わないで、代価を払わないで、ぶどう酒と乳を買え。なぜ、あなたがたは、食糧にもならない物（パンでない物）のために金を払い、満たさない物のために労するのか。わたしに聞き従い、良い物を食べよ。豊かに満ちあふれる中であなたがたのたましいを喜ばせよ。耳を傾け、わたしのところに出て来い。聞け。そうすれば、あなたがたは生きる。わたしはあなたがたととこしえの契約を立て、ダビデに約束した変わらない確かな恵みを与える。（イザヤ書55章1-3節：訳者日本語）」
私達の神のような神は他にいません。他の宗教では、人が自分達の神に届くように望みながら、汗を流して労苦しなくてはなりません。しかし、私達の神は、天国の美しさが私達の所に来るようにしてくださいました。他の宗教では、自分達の神を喜ばせようとして、人間が完全な犠牲を払わなくてはなりません。私達の神は、ただ単に私達を愛してくださっているので、私達を豊かに、大きく、続けて祝福してくださいます。

あなたは今日渇いていますか？おそらく、あなたがパンでないものの為にお金を費やし、満たさない物の為に労してきたからでしょう。もしあなたが喜びと満足をもたらす為にこの世の中を見ているのなら、あなたは不足したままでしょう。もしあなたがこの世の中が与える最上のものを通して満足を探しているのなら、本物の美しさに渇くことでしょう。あなたはそれをイエス・キリストのうちにだけ見つけることができます。

聖書を通して、神のメッセージはシンプルです。「あなたの罪を悔い改めなさい。わたしに従い、わたしがあなたにしなさいと命じる事に従いなさい。」悔い改めとはただ単に悪く思って後悔する以上の事です。なぜなら、あなたは自分が行なった事に対して後悔し、悪く思っても、また同じ事ができてしまうからです。悔い改めとは、神に対して心と思いを完全に変えることを意味します。それは、私達がへりくだり、満足感を求めていたあさはかで空虚な物から離れ、最終的にイエス・キリストの愛と赦しの方に向くことです。この神に対する心の変化は、あなたの悪い罪深い生活から離れる力をあなたに与えます。あなたが神の良さ、すばらしさを経験する時、あなたは過去のあなたの罪の性質から本当に変わりたいという願望を経験するでしょう。あなたは、聖書が敬虔と呼んでいる全く新しい性質の人生を経験するでしょう。

敬虔に代わる反対のものは、明らかに不敬虔です。そして、それが今日の私達の惑星に的確な言葉です。私達は荒廃に向かっている不敬虔な世の中に生きています。それは、もはや回復できない所から死に向かってらせん状に落ちて行っています。その全てのしるしが私達の周りにあります。あなたはそれらを自分自身で見ているはずです。

この世は益々暗くなっていますが、神は光を提供し続けてくださっています。神は私達から真理を隠されてはいません。神のことばを通して、神は意味のある人生への道を明らかに示してくださいました。神は言われます。「見よ。わたしは、今日、命と幸い、および死と災いをあなたの前に置いた。すなわちわたしは、今日、あなたにあなたの神、主を愛し、その道に歩み、その戒めと定めと、おきてとを守ることを命じる。それに従うならば、あなたは生きながらえ、その数は多くなるであろう。またあなたの神、主はあなたが行って取る地であなたを祝福されるであろう。」（申命記30章15-16節）つまり、「もしあなたがわたしの規則に従うならば、あなたは喜びあふれ、祝福されるであろう」と言う事です。それは理解するのに難しい事ではありません。しかし、人は心をかたくなにし、神を拒絶し、自分勝手な道に行ってしまいました。

聖書は、最後の時代にこの地上に残る人達は、「その殺人や、魔術や、不品行や、盗みを悔い改めなかった。」と言っています。もう一つの言い方では、彼らは、「自分達の手の行ないを悔い改めなかった。」のです。

この人間の性質の描写は、少なくとも誇張されていないありのままの事実です。人間は終わりの時代にはどうなるのでしょうか？まず、人々は悪魔を礼拝するようになります。神は、私達が神の導きと知恵を探し求めることを望んでおられます。神は私達の人生に指導を与えたいと望んでおられます。しかし、今日、人々は神の指導を探し求めません。その代わりに、彼らは霊媒者やニューエイジのチャネラーなどに指導を求めています。彼らはサイキックや占い師や占いのボードやホロスコープ占星術にアドバイスを求めています。彼らは神ではなく悪魔を礼拝しています。

ニューエイジの動きの人気上昇は、「チャネリング」現象ををもたらしました。それは、過去の知者が、探し求めている現代の人達に、秘密と知恵を与えるというのです。これは昔の霊媒と似ています。これは基本的には、現代の消費者に受け入れられるようにドレスアップした霊媒者を通し、悪魔が自分達の教えを普及しているにすぎません。

現在、アメリカのある公立学校の制度では、子供達がどのようにして自分達の「霊のガイド」とコンタクトを取るのか、そして「自分達の思いの中に住んでいる賢い小さな人」から助けを受け取るのかを、子供達に教えています。

人気のあるたくさんのロックグループが、サタン礼拝を通して満足感を得るようにと子供達に勧めています。明らかに、悪霊礼拝が広まる預言が現実になってきています。

終わりの時代に生きる人達は、悪魔を礼拝するだけでなく、偶像も礼拝します。全ての人が、何かの物体、何かの理想、何かの基本、何かのゴール、何かの野望、何かに自分のひざをかがめます。全ての人は何かを礼拝しなくてはなりません。これは生まれつきの直感的必要です。もし人が神を礼拝しないのなら、その人は何か代わりのものを必要とし、それを見つけます。申命記4章19節で、聖書は人が何かを拝むように動かされることを話しています。それは私達の生まれつき避けられない部分です。

クリスチャンの大学生達は、イエス・キリストを信じる信仰ゆえに、世俗的な大学教授からばかにされています。教授達はクリスチャン達を自分達のお気に入りの標的にし、神を信じる者達をあざけ笑っています。学生達は、人間は自分達だけで十分な存在であって、神に対する信仰のような、時代遅れの支えなど必要ないと教えられます。しかし、その教授は家に帰り、自分の裏庭にある偶像・・・ボート、スポーツカー、もしくは自分の耕した庭を崇拝します。これら教授の多くが、ドラッグを使用したりニューエイジの動きに関わったりしています。彼らはサイババや神のような存在へと変化したと主張する他の教祖へと群がります。全ての人が偶像を持っています。

終わりの時代に生きる人間は、彼らの殺人や魔術を悔い改めません。アメリカの診療所では、毎年何百人という赤ちゃんが妊娠中絶で殺されています。これらの殺人は容認されており、ある場合によっては政府によって経済的援助を受け、法廷によって守られています。神は、このむちゃくちゃな命に対する軽視を無視することはおできになりません。そして、その事の為に、確かにアメリカに裁きをもたらされるでしょう。おそらく、この裁きは既に始まっているでしょう。

以前に解散させられたギャング達は、今では経済的に裕福になり、十分に備えられたドラッグや暴力の調達者になっています。私達は、アメリカの全ての大都市で、中毒やむちゃくちゃな事件、残酷な殺人が当たり前になっているのを見ます。

また聖書は、終わりの時代に生きる人達は、彼らの魔術を悔い改めることを拒否すると言っています。「魔術」のギリシャ語語源は「ファーマキア（pharmakia)）で、スリルや魅惑の為の麻薬使用を意味します。今日世界中でドラッグの使用が増加しているのを見てください。若者にとって、マリファナやコカインはキャンディと同じくらい簡単に手に入ります。これらは両方とも人格を変えてしまうドラッグです。これらの使用によって知らぬ間に進行する陰悪な事は、使用者の脳への影響です。これらのドラッグは理性的判断の中心を攻撃するので、使用者は中毒になっていないと信じるように騙されてしまいます。客観的に見ている傍観者は、人格の変化や良い判断が失われているのを簡単に見ることができます。影響下にある人は、彼が愚かな決断をしているのを判断できません。その人は、彼の理性的な選択をする能力が損なわれてしまったと認識する能力が無いので、罠にはまって閉じ込められています。新しい研究は、これらのドラッグが、ドラッグを拒否する能力を備えた脳中の化学物質を壊すと明らかにしています。

「彼らは不品行も悔い改めなかった。」私達が現在世界を見渡すと、きちんとした道徳の基準が低くされ、最終的に絶滅されていくのを見ます。まるで、ほとんど全ての報道機関が、私達と私達の社会がかつて持っていた道徳基準を破壊する為に使われているように見えます。不道徳があまりにも行き渡り、受け入れられており、人々はまるで道徳的に全く問題がないかのように、自分達の同棲相手について自由に語ります。

まだまだたくさんあります。私達が不道徳、不敬虔、今日の荒れ果てた人間の状態について述べるならば、いつまでも続けて語れるでしょう。しかし、問題に集中する代わりに、私達は救い主を見る必要があります。

聖書は、神の慈愛（英語では“Goodness of God”=いつくしみ深い愛と恵みに満ちた神の良さ、すばらしさ：訳者注解）が人を悔い改めに導く（ローマ人への手紙2章4節）と言っています。偶像礼拝、殺人、ドラッグ、不品行、盗み、嘘、貪欲、その罪が何であれ、私達は皆神の前に有罪でしたが、それでも神は私達を愛しておられます。事実、神は私達をあまりにも愛しておられるので、私達が行なった全ての悪事の有罪責任を取る為に、そのひとり子を遣わされました。イエス・キリストは、私達を罪から永遠に洗い清めることができるように、私達の身代わりに十字架で死なれました。

ある人達は、自分達の生き方を少しでも変えることをいやがり、こう考えます。「私は神の裁きがこの地上に来るのを見るまで待って、それから神に向いて神のあわれみをこおう。」あなたに個人的に話させてください。もしあなたが神のあわれみと恵みの結果として今悔い改めないならば、どうしてあなたは神の裁きの時に悔い改められるのですか？もし神の良さがあなたを神の家族になるように動かさないならば、神の裁きがあなたをそのように動かすことはないでしょう。

悔い改めはあなたの人生の中での神の働きでなくてはなりません。誰もあなたを悔い改めに導くことはできません。誰かはあなたに悪かったと思わせ後悔へと導くかもしれません。私はあなたを後悔させ、非常に悪かったと思わせるかもしれませんが、あなたを悔い改めさせることはできません。あなたは、神があなたに語りかけ、あなたの心に触れてくださるようにしなくてはなりません。神のみこころに沿った悲しみだけが悔い改めへと導きます。

立ち止まってよく考えてください。あなたのお気に入りの罪から得られるものが何であれ、それはあなたの魂を犠牲にする価値があるものですか？どうしてあなたの人生をイエス・キリストに向けないのですか？彼は今、あなたの人生にもっとすばらしい計画を持っておられ、未来の為には神の御国での栄光ある永遠の将来の計画を持っておられます！

あなたは今渇いていますか？あなたは、平安、希望、美しさ、義に飢え渇いていますか？もしそうであれば、あなたの心を静め、イエス様にあなたの人生を捧げる為に時間を取ってください。人間の姿を取って来てくださった神であるイエス様が、あなたの罪の為に十字架で死んでくださった事実を認めてください。へりくだって、イエス様が一方的に無償で提供しておられる赦しと永遠のいのちを求めてください。私は、あなたがある朝起きて、教会がいなくなっており、世界が大騒動になり、神が永遠のいのちへの扉を閉じる時、あなたが神の憤りに直面する為に取り残されているのを発見することのないように、あなたが今、この事をするようにお勧めします。

父よ、私達はあなたが私達に与えてくださったすばらしい希望・・・やがて来るあなたの御国の栄光ある約束を感謝します。私達はそこで、平和と愛のうちに、あなたを賛美しながら共に過ごします。

主よ、私は、今まだあなたの御国の一員でない人の為に祈ります。あなたの御霊が彼らの心に語りかけられますように、そして彼らをあなたへと導いてくださいますように。主よ、私達は、誰でも聞く者が入って来れるように、あなたが全ての人に扉を開いてくださって、全ての人を招いてくださったことを感謝します。私は疲れている人、重荷を負っている人、この世の人生での心配事で心を悩ませている人の為に祈ります。彼らがあなたのもとに来ますように、そして彼らの人生をあなたにゆだねますように、そうして彼らが求めている平安を見つけますように。

父よ、今日が、多くの者があなたの御国に入る日でありますように、そして彼らの罪が赦され、彼らの希望が確実にされ、彼らの将来が終わりのない世界、あなたの御国での永遠のいのちであると知って、喜びと祝福を体験し始める日となりますように。父よ、彼らをあなたの聖霊によって引き寄せてください。

イエス様のお名前を通し、お祈り致します。アーメン。

イエスは立って、大声で言われた。「誰でも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。」（ヨハネの福音書7章37節）

用語解説

荒らすべき忌むべき者（事）

これは、エルサレムに再建されるユダヤ人の神殿の至聖所に反キリストが立つ時の反キリストの行為です。反キリストは自分こそが神であると主張し、自分を拝むように人々に要求します。これが、ダニエル書9章27節とマタイの福音書24章15節で語られている荒らすべき忌むべき者（荒廃をもたらす忌むべき事）です。

反キリスト

反キリストとは、「獣」（黙示録19章20節）、「滅びの子」、「罪の人」、または「不法の人」（第二テサロニケ人への手紙2章1-9節）のことです。歴史上のどの人物よりも悪魔と連合し、イエス・キリストの再臨までの期間、命令します。私達の主が戻って来られる時、彼は私達の主によって打ち負かされます。

バビロニア帝国

バビロニア帝国は、ダニエル書に書かれている、夢と幻によって預言された預言的に重要な四つの世界帝国のうちの第一の帝国です。

教会、またはキリストの花嫁

この二つの言葉は、イエス・キリストを自分の主、救い主として受け入れた全ての人を表現する為に同意語的に用いられます。（黙示録21章9節）

共通市場（ヨーロッパ連合、またはEU）

共通市場、またはヨーロッパ連合は、特定のヨーロッパ諸国の連合であって、多くの人が、最終的には最後の世界帝国、またはローマ帝国の復興になると信じています。

主の日

主の日は、大患難から始まり、地上でキリストが統治される千年王国の後で終わるまでの期間を言う為にしばしば使われる言い方です。（第一テサロニケ人への手紙5章1-4節、第二ペテロの手紙3章1-10節）

弟子

イエス様は、弟子とは自分自身を否定し、それぞれ自分の十字架を背負ってイエス様に従っていく者であると言われました。

東欧

東欧諸国とは、以前、かつてのソビエト連邦と政治的、軍事的につながっていた諸国のことです。

ユーフラテス川

ユーフラテスは中東の川で、エデンの園を通って流れていた四つの川のうちの一つとして、一番始めに名前が挙げられています。旧約聖書を通して何回も語られており、最終的には黙示録でも、「大きなユーフラテスの川」と述べられています。

ヨーロッパ経済共同体(ECC)
現在、様々な西ヨーロッパ諸国間で、主に経済的関係があります。参加国は共通の通貨を持つことを既に決定しました。それゆえ、ヨーロッパ経済共同体と呼ばれます。もっと最近では、ヨーロッパ共同体として知られるようになりました。

ガブリエル

ガブリエルは、聖書中で名前が述べられている二人の神の御使いのうちの一人です。彼は、イエス様の誕生を告げる為に、マリヤとヨセフに現われた御使いです。

咎

咎は、罪と違反（そむき、罪を犯し続ける）を合わせたものです。

メディア・ペルシャ帝国

メディア・ペルシャ帝国（メディア王国とペルシャ帝国）は、ダニエル書に書かれている預言的に重要な四つの世界帝国のうちの二番目の帝国です。

メシヤ

メシヤという言葉は、「油注がれた者」を意味します。

最も聖なる所（至聖所）

ユダヤ人の神殿には、祭司だけが入る事ができる聖所と、大祭司が一年に一度だけイスラエルの民の罪の為の犠牲のいけにえを捧げる為に入る最も聖なる所（至聖所）がありました。反キリストによる神殿冒涜が、大患難へと突進させます。

パレスチナ解放機構（PLO)
パレスチナ解放機構は、アラブ系パレスチナ人（パレスチナ地区のアラブ人）の政治的運動で、パレスチナ自治区・独立国家を設立することを努めています。

携挙

携挙とは、教会が「空中で主と会うために一挙に引き上げられる」出来事を言っています。（第一テサロニケ人への手紙4章13-18節）それは、第一コリント人への手紙15章51、52節でも述べられています。

イエス・キリストの再臨

イエス様はよく、御自身がいつか戻って来られることを約束されました。キリストの再臨（2度目に地上にやって来られる）は、大患難の終わりに起こります。

ダニエルの第七十「週」目

ダニエル書9章27節で使われている「週」という言葉は、「七」を意味します。この特定の「七」は、頂点に達するこの時代の終わりの七年間のことを言っています。

罪

的を外すことです。私達に与えられた神の的は、完璧であることです。それ以外は罪です。

ソロモンの神殿

ソロモンの神殿は、神への礼拝や奉仕の必要を満たし、人々の罪の為のいけにえを捧げる為に、主がソロモンに「主のために」建設する権利を与えられた神殿です。

滅びの子（反キリスト参照）

違反（そむきの罪、罪を犯し続ける）

聖書中の違反（そむきの罪）とは、神の律法を意図的に自分から望んで破ることを現わす為に用いられる言葉です。

患難／大患難

患難（大患難とも言われる）とは、教会の携挙の後、そしてキリストが神の御国を設立する為に戻って来られる前の七年間のことを言っています。（マタイの福音書24章14-30節）

